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本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







本文中に「>>>♥」が付されている箇所にはイラストがあります。その箇所を選択すると、ギャラリー中の該当するイラストが表示されます。読んでいた場所にもどるときは、イラスト直後の「このシーンはこちら♥」を選択してください。
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　　　　１




　手て摺すりを摑つかんだ手に力が籠こもり、額や背中にはじっとりと嫌いやな汗あせが浮ういてきた。頭の中をぎゅっと摑まれたような不快感と息苦しさに、歯を食い縛しばる。

　普ふ段だんは気にも留めない電車の揺ゆれが酷ひどく辛つらい。貧血独特の目眩めまいもあり、いまは立っているのがやっとの状態だった。

　せめて、座っていられればまだ楽だったのかもしれないけれど、満員に近い電車の中ではしゃがみ込むことすらできない。

　これから事務所に戻もどらなくちゃいけないってのに……っ。

　昨日から調子が悪かったけれど、ここまで体調が悪化するとは思ってもみなかった。

　顧こ客きやくのところに行く前に、念のため風か邪ぜ薬ぐすりとドリンク剤ざいを飲んでおいたのだが、期待したほど効いてはくれていないらしい。

　いつになったら駅に着くのだろう？　次が終着駅だというアナウンスがさっき流れていたから、きっとあとほんの少し我が慢まんすれば目的地に着くはずだ。そうすれば、この永遠のように長く感じられる時間からも解放される……。

「はぁ……」

　俺は気持ちを落ち着けるため、深く息を吐はいた。

　こんな酷い風か邪ぜを引いたのは、いったい何年ぶりのことだろう？　高校のとき、学校で倒たおれて以来だからかれこれ八年は経たっているかもしれない。

　基本的に健康体な俺は、大病はもちろん風邪もほとんど引くことはない。そのせいもあって、今回も大したことないだろうと思っていたのだが、甘かったらしい。

　昔、俺に『お前は自分を過信しすぎているところがあるから気をつけろ』と云いったやつがいたけれど、そんなことをいまになって思い出しても後の祭りだ。

「……参ったな」

　顧客のところに行くため、珍めずらしく着慣れないスーツを身に着けたのも悪かったのかもしれない。仕し事ごと柄がら、服装に関してはかなり自由なこともあって、普段はネクタイをすることもジャケットを着ることもないのに、今日は大事な顧客のところへの初めての訪問だからと、きっちりとスーツを着込んでしまった。

　体調の悪さがエスカレートしている原因が、この服装のせいだけとは思わない。けれどいまの俺には、悪化の一因である首周りを締しめているネクタイを緩ゆるめる余よ裕ゆうさえもなかった。

　この満員電車の中で助けを求めたって、どうにもならないことはわかっているし、そんなに大おお袈げ裟さなことをして他人に迷めい惑わくもかけたくない。

　下らないことを考えて気分の悪さから思考を逸そらそうと試みても、何も変わらない。その上浅い呼吸を繰くり返しているうちに、口の中まで乾かわいてくる。

　だけど、もうダメだと思った瞬しゆん間かん、ガタンと一度大きく揺れて電車が停とまった。

「……っ」

　開いたドアから、乗客が我先に外へと押おし出されていく。すると流れ込んできた冷たい外の空気のお陰かげで、息苦しさが少しだけ軽減した。

「……やばい…」

　ようやく目的地に着いた───のはわかっているのだが、気持ちが緩んだせいか足の力が抜ぬけていき、俺はへなへなとその場にへたり込んでしまった。

　電車から降りないといけないのに、体が少しも云うことを聞いてくれない。

　参ったな、体がまったく動いてくれない。こんなところで倒れるわけにはいかないのに…。

　ここは終点の駅なのだ。このまま、ここにしゃがみ込んでいたら、車庫まで連れていかれてしまうかもしれない。

「……くっ…」

　どうにかして立ち上がって外に出ようとするけれど、何かが自分の上に乗っかって押さえ込んでいるのではないかと思うほど、体が重たく感じられる。

　困り果てていると、頭上から誰かの声が聞こえてきた。

「お客様、どうかなさいましたか？」

「……っ…て…」

　───どうかしたかって、見てわからないのか…？

　聞く相手によっては嫌いや味みに聞こえるだろう八つ当たりの言葉は、当然のように声にすることは叶かなわず、胸のうちにとどまった。

　目が回っているせいで、声をかけてきた人の顔を判別することはできなかったけれど、白い手て袋ぶくろと制服らしい服装から、駅員らしいことだけはわかる。

　きっと俺が車内にまだいるせいで電車を車庫に発車させることができず、声をかけてくれたんだろう。

「ベンチまでご案内しましょうか？」

　他人の手を借りることは気が引けたけれど、いまは拘こだわっている場合ではないのかもしれない。このままではさらに多くの人に迷惑をかけることになるだろうし。

　駅員なら、こうして駅で気分の悪くなった客を介かい抱ほうするのもきっと慣れているのだろう。それも彼らにとっては仕事なわけだし───背に腹は代えられない。

　俺はそう自分に言い聞かせて、今日ばかりは他人に甘えてしまうことにした。

「……お願い…します……」

　絞しぼり出すようにして発した言葉は、自分のものとは思えないほどか細いものだった。

「失礼します。ゆっくり立ち上がって下さい」

「すみませ……」

　手を貸してもらい、立ち上がったところまではよかったのだが、うずくまっている間は落ち着いていた貧血がまた襲おそってきてしまう。

　まずい、とは思ったけれど、もう意志の力ではどうにもならなかった。急激に血の気が引いていくのを感じると共に、意識まで遠とお離ざかっていく。

「…………」

「お客様!?」

　───あれ…？

　この駅員の声、何だか懐なつかしい気がする。誰かの声に似ているような……。

「……っ、熱があるのか!?　おい、大だい丈じよう夫ぶか？　しっかりしろ！」

　ああ、そうだ。国こく領りようだ。寡か黙もくで物静かだったあいつの声に似てるんだ。

　あのときは国領も倒れかかった俺を支えて、こんなふうに声をかけてくれたっけ。具合は最悪なくせに、心配してもらえたことが嬉うれしくて、たまには風邪を引くのも悪くはないな、なんて俺は思ったりしていたんだ。

　懐かしいな……。

　国領のことを思い出すと様々な感情まで蘇よみがえってくるから、できる限り避さけてきたけれど、こんなふうに似た声を聞いて懐かしいと思えるということは、もう俺の中であいつが『いい思い出』になっているということなんだろうか。

　……って、いまはこんなこと考えてる場合じゃないよな。

　でも、切なくて辛かったけれど、一番幸せだったようにも思えるあのとき。

　あれは俺も国領もまだ高校生だった、八年前のこと───…。

　そうして俺は、心の奥おく底そこに閉じこめてきた記き憶おくを手た繰ぐり寄よせながら、とうとう意識を手放してしまったのだった。

　　　　＊　　　＊　　　＊

「───三十八度五分。しばらくは安静にしているんだな」

　俺から体温計を取り上げたあと、端たん整せいな顔立ちを歪ゆがめてため息まじりにそう告げたのは、学校で倒れた俺をわざわざ家まで送ってきてくれた高校で同じクラスの国領聖せい二じだった。

　とくに親しいわけではなかったけれど、倒れたときにたまたま近くにいたせいで貧びん乏ぼうくじを引いてしまったのだ。倒れた俺を保健室まで運んだ上、自宅まで送り届ける役目を負わされるなんて、ついていないとしか云いようがない。

「……うるせぇ。云われなくても、わかってるよ」

「わかってたら、ここまで酷くならないだろう。藍あい原はらは自分を過信しすぎなんだ。調子の悪いときは、無理をしないで休め」

「わかってるって云ってるだろ！」

　熱で思考がまとまらず苛いら々いらしているせいもあったけれど、国領の言葉に素す直なおに頷うなずくことができずに、俺は声を荒あららげてしまった。

　そんな当たり前のこと、云われなくてもわかっている。国領の云う通り、俺はいつも健康体だから、ちょっとくらい無理をしたって大丈夫だろうと思っていたことは事実だ。

　だけど、今日はどうしてもそうせざるを得なかったんだ。

　これが一年前だったら、俺は誰に気き兼がねすることなく学校を休み、一日家で寝ねていた。

　きっと風邪を引いたら、黙だまっていても食事が出され、額の上の濡ぬれタオルも眠ねむっているうちに取り替えられて、不自由なんかまったくなく、看病をしてもらっていたはずだ。

　もちろん、ここにいる国領にではなく、家族にだ。

「藍原？」

「…………」

　だけど先月、そんな生活が当たり前のことではなくなった。

　───母が亡なくなったからだ。

　風邪を引いても、無条件に看病してくれる人はいない。だから今日、俺は出張に行く父親を心配させたくなくて、少しだけ無理をして登校した。多分、それが体調を悪化させた原因だろう。

「とりあえず、様子を見て明日は病院に───」

「……嫌いやだ」

「わがまま云いってる場合じゃないだろう。医者に診しん察さつしてもらったほうがいい」

「絶対に嫌だ」

　俺はそう云って、布ふ団とんを頭から被かぶった。

　国領の云っていることがもっともだと、頭では理解できる。だけど、俺はどうしても首を縦に振ふることはできなかった。

　先月まで、母の看病でずっと病院には通っていたけれど、病院は嫌きらいだ。許せないから近づきたくもない。

　母が病に倒たおれたのは、新学期を目前にした春先のことだった。そのときに行われた精密検査でわかった病名は、癌がん。それも進行性の末期のもので、あちこちに転移したあとだった。

　それまでも何度か体調不良を訴うつたえて病院に行っていたというのに、ろくな検査も行われずストレス性のものだろうと担当医に判断され、ようやく病院を替えて検査をし、癌だと判明したときには、もう手て遅おくれだったのだ。

　もし、最初に病院に行ったときに癌だと気づいてもらえていたら、何かが変わっていたかもしれないのにと思うと、やりきれない。

　───あれ以来、俺は病院が苦手になった。良心的な医者もたくさんいると頭でわかっていても、感情で許すことができないでいる。

「親父おやじさんは？」

「出張」

「……そうか。とりあえず、保健室でもらってきた薬を飲め。ああ、その前に何か食べたほうがいいな。食欲は？」

「あんまり……」

　国領が話題を変えてくれたことにほっとしつつ、俺はゆっくりと首を横に振る。実のところ食欲は昨日からなくて、飲み物以外ほとんど何も口にしていない。

「お粥かゆくらいなら食えるだろう。いま作ってくるから待っていろ。台所を借りるぞ」

「……あ……」

　立ち上がってベッドから離はなれて行こうとする国領の後ろ姿に、たとえようのない不安が襲ってきて、俺は思わず国領の手を摑つかんでしまった。

「───…藍原？」

「あっ、わ、悪い」

　慌あわてて離したけれど、手の平に残った生々しい感かん触しよくに、思わず顔が熱くなる。

　多分、顔が赤くなっているとは思うが、指し摘てきされたら熱があるせいだと云い訳しよう。そんなふうに考えていると、国領は無言でさっきと同じ場所に腰こしを下ろした。

「…………」

「国領？　どうしたんだよ」

　行動の意図がわからず問いかけると、真顔で訊きき返された。

「ここにいたほうがいいんだろう？」

「べ、別にそういうわけじゃ……っごほ、げほ、げほ…っ」

　勢い込んで否定したら噎むせてしまい、影かげを潜ひそめていた咳せきがまたぶり返してきた。咳が止まらず涙なみだ目めになる俺に、国領が枕まくら元もとに置いてあったペットボトルを渡わたしてくれる。

「ほら、水を飲め」

「…ごほっ、ん……」

　手を貸してもらって水を飲み、俺はなんとか落ち着きを取り戻もどす。空すきっ腹だったけれど、ついでに薬も飲んだところで、ようやく人ひと心ごこ地ちついた。

「大丈夫か？」

「う…うん……」

「一ひと眠ねむりしたらどうだ。目が覚めた頃ころには、食欲も出てくるだろ」

「ああ、そうするよ。……って、お前はどうすんだよ」

　眠れと云ったくせに、国領に動く気配はない。もうお役ご免めんで帰れるというのに、いったいどういうつもりなのか。

「眠るまで、ここにいる」

　意志の強そうな黒い目でまっすぐに見つめられ、俺は慌てて云い返した。

「ばっ…いいから帰れよ！　ガキじゃねぇんだから一人で平気だ」

「そうか」

　言葉とはうらはらに、国領は同じ体勢のままだ。本気で俺が眠りにつくまで、傍そばについているつもりらしい。

　きっと、さっき思わず引き止めてしまったから、病気のせいで俺が心細くなっているとでも思ってしまったのだろう。それで、立ち去れずにいるのかもしれない。

　気まずさを拭ぬぐうことができず、俺は内心でため息をつく。

　人が好いい男だということは知っていたけれど、これはちょっとお人ひと好よしすぎるのではないのだろうか？

　国領は、中心に立ってリーダーシップを取るようなタイプではないけれど、いざというときに誰もが頼たよる存在だ。真面目まじめで誠実で教師たちからも一目置かれているし、所属している剣けん道どう部ぶでも主将を務めていて、夏の大会では団体戦でも個人戦でもいい成績を残していたはずだ。

　そう、俺とはまったく共通点はない男なのだ。とくに普ふ段だんから国領と仲がよいわけでもないし、部活や委員会が一いつ緒しよなわけでもないのに……。

　先生に頼たのまれてしまった正義感から面めん倒どうを見ざるを得なくなっている、としか理由が思いつかない。いや、そんなことわかってる。こいつは先生に頼まれたから、面倒を見てるんだ。

「……っ」

　自分で導き出した答えが少しだけ胸に突つき刺ささり、ずきりと音を立てた。

　倒れたときに近くにいたのは偶ぐう然ぜんだとわかっているし、迷めい惑わくをかけてしまったことは反省してるし、つき添そってくれたことも感謝してる。

　親しい友達でもない俺の面倒を、こうして見てくれているだけでもありがたいのだ。ここはきちんと助けてもらったお礼を云って、風か邪ぜをうつさないように帰ってもらうべきだろう。

　と、頭ではわかっているのに、さっきからどうしても素直に『ありがとう』の一言が云い出せない。本気で感謝していても、情けないことにさっきのように突っかかってしまう有様だ。

「……はぁ…」

　原因はわかっている。

　嫌いだから、ではなくむしろ逆───俺が国領のことを、恋れん愛あい感情として好きだからだ。

　そのせいで必要以上に意識してしまって、真正面から国領の顔を見て話すことができずにいるのが、突っかかってしまう原因だった。

　本当なら『ありがとう』だって云いたいし、普通に話したりもしたいのに、国領の顔を見ているとドキドキして、緊きん張ちようで上手うまく話せなくなるため、気づくと喧けん嘩か腰ごしになってしまうのだ。

　とはいえ、それは俺の完全な片かた想おもいで、国領とはクラスメイト以上の関係ではまったくない。一年のときからクラスはずっと同じだったけれど、部活も行動パターンも違ちがっているせいで、関かかわることもほとんどなかった。

　この感情に気づいたのはつい最近、母が亡なくなってからだった。

『無理すんなよ』

『元気出せよ』

　母のことがあってから、周囲はよく俺にそう云って気を遣つかうようになった。気持ちはありがたかったし、笑って「ありがとう」と答えはしたけれど、その腫はれ物に触さわるような態度を取られるたび、俺はストレスが溜たまる一方で。

　内心では「余計なお世話だ！」と思っていても、猫ねこ被かぶりな俺は、周囲に「物静かで大人で感情に左右されることがない」といった印象を植えつけてしまっているせいで、そんなことは云い出せなかった。

　本当の俺は、小心者で捻ひねくれていて短気で寂さびしがり屋で、いいところなんかまったくない。周りが心配をしてくれていても、それに対して心から感謝もできない人間だ。

　でもそんな中、よそよそしい態度も取らず、何も変わらなかったのは国領だけだった。

　周りの反応や、自分の感情、環かん境きようの変化に耐たえきれなくなって、校舎の裏でこっそり泣いているのを国領に見られたことがあった。そのときも、慌てて自や棄けになって本ほん性しようを露あらわにして悪態をつきまくった俺の傍に、ただ黙だまって文句も云いわずにいてくれた。

　国領を好きだと自覚をしたのは、そのときだった。

　必要以上に突っかかってしまう自分が不思議で、隣となりに座っている国領の横顔を覗のぞき見た瞬しゆん間かんだったと思う。ビックリするほど大きく心臓が跳はねて、自分でもかなり驚おどろいた。

　けれど、同時に「やっぱり」という気持ちにもなったのは、昔から女の子に少しも興味を持てない自分自身に違い和わ感かんを覚えていたからだろう。

　常に気になるのは同性ばかりで、確かにクラスの中でも気づくと国領を目で追っていた。

「……俺が寝ねたら帰れよ。明日も学校あるだろ」

「病人なんだから気を遣うな。それより、何かして欲しいことはないか？」

「して欲しいこと……？」

　まさか、そんなことを訊かれるとは思ってもみなかったため、俺は虚きよを突かれた。

　たまたまつき添うことになった俺に、何でそんなにまで親身になって世話をしてくれるのかわからない。これも、生真面目で責任感の強い性格故ゆえなのだろうか？

「…っ！」

　だけど国領の顔を窺うかがった俺は、あの日と同じように心臓を高鳴らせてしまった。

　派手ではないけれど、端たん整せいで大人びた落ち着いた容よう貌ぼうが自分に向けられていることに、ドギマギとしてしまう。

　清潔な長さに切り揃そろえられた黒くろ髪かみに、印象的で意志の強そうな切れ長の目。引き結ばれた形のよい唇くちびる。

　俺はこの顔が好きなんだと思う。授業中などに気がつくと、斜ななめ前に座っている国領に見み蕩とれているときが多々あるのだ。

　とくに切れ長の目元と引き結ばれた薄うすい唇には、目を奪うばわれがちだったりする。

「藍原、どうした？」

　……国領はこの唇でどんなふうにキスするんだろう？　同じクラスの女子に告白されて、夏休み前からつき合っていたはずだから、きっともう経験ずみに違いない。

　堅かた物ぶつそうに見えても男なのだ。キス以上のことももう終えているかもしれない。そう、キス以上だって───…。

「……キス」

「え？」

「……っ、何でもない！」

　何を云っているんだ、俺は！

　そんなこと云うつもりなんてなかったのに、熱で気が緩ゆるみすぎだ！

「じょ、冗じよう談だんだよ！　その、ちょっと外したかもしれないけど───」

　慌あわてて理由を取り繕つくろっていた俺に、国領は躊躇ためらいもなく覆おおい被さってきた。そして、驚く間もなく唇が重ねられる。

「…ん…っ！」

　国領の唇は思っていたよりも柔やわらかく、熱のせいか少し冷たく感じられた。

　───何が、起こっているんだ？

「なっ……に考えてんだよ！」

　咄嗟とつさに肩かたを押し返し、感かん触しよくの残る唇を乱暴に手の甲こうで拭う。顔を上げた国領に声を荒あららげると、涼すずしい答えが返ってきた。

「お前がしろって云ったんだろ」

「だから、冗談だって！」

「冗談には聞こえなかった」

「何云って…───おい、こら！　も、もういいって！　だいたい、風邪うつったらどうすんだよ！」

　国領は至し極ごく真面目な表情のまま、もう一度顔を寄せてくる。だが、今度は唇が触ふれる前に国領の顔を押さえることに成功した。

「心配してくれるのか？」

「違っ、俺のせいにされても困るだけだッ」

「俺は丈じよう夫ぶだから平気だ。それにうつせば治るって云うだろう？」

　国領は俺の素す直なおではない答えを軽く受け流し、押さえていた手を易やす々やすと引き剝はがす。

「そんなの迷めい信しん……」

「もう、黙ってろ。……その潤うるんだ目は反則だ」

「反則…？　ンく、ん……っ！　ん、んん……っ」

　国領は問いかけに答えることなく、俺の唇を奪った。熱に浮うかされた俺の頭の中はさらなるパニックに見み舞まわれる。

　本気でわけがわからない。俺の言葉を真に受けたのだとしても、こんなにしつこくしてくる必要がどこにあるんだ。

　それとも、俺が冗談だと云ったからからかわれたのだと思って、仕返しのつもりか何かなのだろうか？

「……っん、は……っ、ん、う……」

　初めは重なり合うだけの口づけだったはずなのに、息苦しさに喘あえいだ瞬間、熱い口こう腔こうにぬるりとしたものが入り込んできた。

　それが国領の舌だと認にん識しきできたのは、数すう拍はくあとのことだった。

　擦こすれ合うたびに起こるぞくぞくとした震ふるえは風邪のそれとはまったく異なり、俺の体を甘く蕩とろけさせる。探さぐられる粘ねん膜まくも搦からめ捕とられる舌もぞくぞくとわななき、俺の思考を麻ま痺ひさせた。

「んぅ……ン、ん……っ」

　国領の舌が動くたびに快感が生まれ、唾だ液えきが絡む音が聞こえてくる。

　キスの経験くらいあるだろうと思っていたけれど、こんなに上手うまいなんてどうしよう……やばいくらいに気持ちいい。キスがこんなに気持ちいいことだなんて、思ってもみなかった。

　初めは国領を引き剝がすために動いていたはずの両手も、いまではただ肩に添そえられているだけ。キスの快感を知ってしまった体は俺の意思を裏切り、簡単に力が抜ぬけていってしまう。

「ん、ぁ……んん……ッ」

　流されてはダメだと囁ささやく理性を無視して、国領にされるがままになっていく体。さっきまで顎あごを摑つかんでいた国領の指は俺の項うなじの髪を梳すいていて、拒こばめばすぐに逃のがれられそうな状じよう況きようだけれど、体は魔ま法ほうでもかけられたかのように動いてくれない。

「……あ……」

　離はなれていった唇を視線で追う。どちらのものかわからない唾液で濡ぬれた国領の薄い唇は、不思議と艶なまめかしく映った。

「満足したか？」

　ぼんやりとしていた俺は、国領の問いかけに我に返った。

「なっ……誰が！」

「気持ちよさそうにしてたが、違ったのか？」

「～～～っ」

　違うと云いいたいところだったけれど、あんな反応をしておいていまさら反論しても説得力に欠ける。

　返す言葉も見つからず、俺は真っ赤になって唇を震わせることしかできなかった。

「他にして欲しいことは？」

「せ……責任、取れよ！　初めてだったんだぞ」

　真っ当な文句が見つからず、俺はとりあえず難なん癖くせをつけることにした。

　本当にしてくるとは思わなかったとはいえ、キスのことを初めに云い出したのは自分のほうだ。国領は何も悪くはない。それなのに、こんなふうに八つ当たりするなんて、まるで質たちの悪い酔よっぱらいか言葉の通じない子供のようだ。

「わかった。どうすればいい？」

「え？　わかったって…」

　何を考えているんだろう、こいつは。

「責任は取る」

「せ…責任って、本当にわかってるのかよ？　あとで後こう悔かいしても知らないからな！」

「後悔なんかしない」

　そう云ってまっすぐ見つめてくる視線を受けきれず、俺は思わず視線を逸そらしてしまう。

　まさかこんな顔で噓うそを云いっているとか、俺の反応を見ておもしろがっているとかなのか？

　普ふ段だんは冗談を云うようなやつではないけれど、もしかしたらキスをしろと俺が云ったりしたから、その仕返しでもしているのかもしれない。そうじゃなきゃ、簡単に責任を取るなんてことを云うわけがないんだ。そうだ、きっと冗談なんだ。

　だったら、ちょっとくらい本音を云ったって問題ないよな───そんな思いが俺の背中を押した。

「じゃ、じゃあさ、お…俺とつき合えよ。そんで、俺に尽つくしてもらおうか？　まあ、そうだな。卒業までの間だけで許してやるから」

　急に気が大きくなった俺は、普段では到とう底てい云えないようなことを口にする。

「男同士でつき合うってどうすればいいんだ？」

「そんなの自分で考えろよ」

　美人の彼女がいるくせに───ってそうか、国領には彼女がいるんだった……。

　夏休み前につき合い出したと噂うわさのある大人っぽくて美人で頭のいい彼女と国領は、学校内でも有名な秀しゆう才さいカップルだ。誰から見てもお似合いで、一いつ緒しよにいることが当然に見える二人なのだ。

「わかった。自分で考えていいんだな」

「わかったって、坂さか本もとのことはどうすんだよ」

　無茶なことを云っているのは自分のくせに、俺はつい国領の返事に難癖をつけてしまう。

　彼女がいるんだから、いつ「冗じよう談だんだ」と云ってくるんだろうと思いながらも、頭の隅すみでは彼女より自分を選んで欲しい、なんてありえないバカみたいなことを俺は考えていた。

「あいつとは……いや、何でもない。それは今日からでいいのか？」

「へ？　あ、ああ……」

　どうも国領は否定をする気はないようだ。もしかしたら、熱のせいで自分に都合のいい夢を俺は見ているだけなんじゃないだろうか。

「藍原……」

　ぼんやりとしていると、国領が俺の名前を囁いて、再び顔を近づけてくる。その動作に誘さそわれるようにして目ま蓋ぶたを下ろすと、唇くちびるに吐と息いきが触れた。

　三度目のキスは、それまでのものより優やさしく穏おだやかだった。

　唇を合わせ、お互たがいに舌を絡ませ合う。このたゆたうような幸福感はすぐに消え去ってしまうものだとわかっているからこそ、俺は夢中になって国領に縋すがりついた。

「ん……国領……き……」

「いま、何か云ったか？」

「……何でもない」

　口づけの合間にうっかり口にしそうになった本心をごまかすため、俺は自分から国領に口づける。

　この気持ちだけは、誰にも告げることはできない。

　相手が国領なら尚なお更さらだ。

　一生、云うつもりはないけれど、お前が好きだ。お前だけが好きなんだ───。

　　　　＊　　　＊　　　＊

「……ん……ぅ……？」

　懐なつかしい手の感かん触しよくを感じながら、ふと目を開けると心配そうな眼まな差ざしで自分を見つめている国領と目が合った。

「国領…？」

　名前を呼ぶと、あまり表情を動かさない国領の口元が少しだけ緩ゆるんだ。

「まだ寝ねてろ」

「ん……」

　そうか……やっぱり、いまのは夢だったんだ……。

　そう思って目を閉じかけた俺は、微かすかな違い和わ感かんを覚えて眉まゆ根ねを寄せた。髪かみ型がたもだけれど、顔がどことなく大人っぽくなっているような……。

　これもさっきの夢の続きなのだろうか？

　わけがわからず困こん惑わくしていると、額に冷たい濡れたタオルを当てられた。火ほ照てった肌はだには、ひやりとした感触は心地ここちいい。　>>>♥

「電車の中で倒たおれて駅長室に連れていったのを覚えてるか？」

「電車……？」

　そういえば、顧こ客きやくのところに行った帰りに気分が悪くなり、電車の中で貧血を起こしたんだった。うずくまっていたら車しや掌しように声をかけられて───そこから先の記き憶おくがない。

「全然覚えてないのか？　タクシーに乗るとき、自分の足で歩いただろう」

「何となくは……」

　誰かに支えられてどこかを歩いた記憶は断だん片ぺん的てきにあるけれど、その前後は曖あい昧まいでどういう経けい緯いだったのかさだかではない。

「……あのさ」

「何だ？」

「お前……国領、だよな……？」

「はあ？　何云ってるんだ。見ればわかるだろう」

「それは、そう……なんだけど……何で国領が……」

　根本的な問いかけをすると、国領はわかりきったことを訊きくなと云わんばかりの顔をした。

「お前が俺の乗車していた電車に乗ってたからだろう。終着駅で動かない客がいるから、酔っぱらいかと思って声をかけたらお前だったんだ。本当に覚えていないみたいだな」

　国領の説明のお陰かげで、頭の中が少し整理できた気がする。俺に声をかけてきた駅員が国領で、倒れた俺を介かい抱ほうしてくれたのも国領だったのだろう。

　あのとき、聞こえてきた声を懐かしいと思ったのも当然のことだ。一時期、よく耳にしていた声だったのだから。

「救急車を呼ぼうとしたら病院は嫌いやだって云うから、俺の家に連れてきたんだよ。半日以上目を覚まさないから、心配した」

「ご、ごめん」

「別に。怒おこっているわけじゃない」

「あのさ……俺、もう帰るよ。いつまでも邪じや魔ましてたら迷めい惑わくだろうし」

「何云ってる。まだ熱があるんだから、しばらく寝てろ」

「わっ」

　ベッドから抜ぬけ出そうと起き上がったけれど、すぐ強ごう引いんにベッドの中に押し込まれてしまった。

「ホントにもう平気だって……」

「じゃあ、家まで送っていく。それならいいぞ」

「い、いいよっ、一人で帰れるって！　子供じゃないんだから！」

「送られたくなかったら寝ておけ。いいな？」

「…………」

　肩かたまで布ふ団とんを引き上げられ、ぽんぽんと胸のあたりを叩たたかれた。無理に起き上がっても、再び押し戻もどされるのがオチだろう。

　諦あきらめてため息をついた俺は、布団からしてきた懐かしい匂においに胸を締しめつけられた。

　国領に抱だきしめられるときは、いつもこの匂いがしたっけ。

「……っ」

　やばい、さっきの夢を思い出してしまった。

　頭を撫なでる手の重さとかキスの感触とか、やけに生々しかったよな……。唇に触ふれた柔やわらかさがいまでもリアルに蘇よみがえってくる。

　顔が赤くなってきたのを自覚し、布団をさらに引き上げる。

　───っていうか、さっきのあれって本当に夢だよな？

「……なあ。俺、何か変なこと云ってなかった？」

　一いち抹まつの不安を覚えておずおずと問いかけると、国領は真顔で黙だまり込んだ。沈ちん黙もくがやけに重い。ドキドキしながら待っていると、国領は口くち癖ぐせとも云える短い返答を口にした。

「別に」

　寝ね惚ぼけて迂う闊かつなことを喋しやべったりはしていないとわかって、安あん堵どに胸を撫で下ろす。

　夢の中で呟つぶやいた言葉を口にしていたりしたら、本気で洒落しやれにならない。

　さっきのは、夢といっても完全に夢だったのではなく、過去に起こった出来事をなぞった内容になっていた。

　きっと、高校生のときの一件と似たような状じよう況きようが、記憶を呼び覚ましたに違ちがいない。

　だからこそ、目を覚ましたときに夢と現実の区別がつかずに困惑する羽目になったのだろうが、冷静に考えても、一いつ瞬しゆんにして成長しているなんてことあるはずがないではないか。

　まあ、八年前のあのときは、夢だと思っていたことが結局現実だったわけだけど。

　勢いで恥はずかしいことを色々云いってしまって後こう悔かいしたけれど、国領は真面目まじめにつき合ってくれた。

　本当なら俺の要求など「笑えない冗談だ」と一いつ蹴しゆうしても当然だったと思う。そうしなかったのは、国領の責任感と優しさと、その当時の俺の境きよう遇ぐうのためだろう。

　多分、国領は母親を亡なくしたばかりの俺に同情してくれていたのだと思う。

　一度、学校で堪こらえきれなくなり、校舎の裏で泣いていたことがあったのだが、国領にはその現場をたまたま目もく撃げきされてしまったのだ。

　それからはいつも俺を最優先してくれて、俺のわがままは何でも叶かなえてくれて。つき合っていた彼女と別れたのも俺のせいだ。国領は本気で責任を取ろうとしてくれたのだ。

　それにしたって、何て偶ぐう然ぜんだろう。

　国領とはもう二度と顔を合わせることはないだろうと思っていたのに……。

「……こんなふうにまた会うなんて……」

「何か云ったか？」

「あ、いや、また迷惑かけることになって悪かったなって」

　聞き咎とがめられ、言葉を換えて告げる。

「気にするな。目の前で倒れられて放っておけるわけないだろう？」

「う…うん……そっか……」

　責任感の強い国領らしい言葉に、口元だけで小さく笑う。俺だからというわけではなく、ただ見過ごせなかっただけだという理由を聞いて、心なしかガッカリしている自分がいた。

「貧血も起こしていたみたいだが、メシはちゃんと食ってるのか？」

「いや、あんまり食欲なくて……」

「だから、倒れたりするんだ。どうしても食えないときは、ゼリー飲料とかあるだろ」

「…………」

　こんな口うるささも懐かしい。面めん倒どう見みのいい国領は、俺が不ふ摂せつ生せいをしているとこうして細こま々ごまと注意してきた。こんなふうに注意されることも二度とないと思っていたのだが、本当に偶然というのは困りものだ。

「聞いてるのか？」

「……聞いてるよ」

　二度と会わないだろうと思っていたのには理由がある。

　俺は過去に国領の前から逃にげ出している。

　元々、時間が来たら終わる関係だったのだけれど、国領の口から終わりを告げられる前に、別れも告げずに海外に留学することで姿を消したのだ。

　責任感からだったとしてもつき合ってくれていたのだから、それなりの好意は抱いてくれていたとは思う。男同士でいるほうが気楽な面もあるから、もしかしたら卒業を迎むかえてもずるずると関係を続けていたかもしれない。

　だけど、俺とは違って国領はゲイじゃない。偏へん見けんは少しずつなくなってきているとは云っても、やはり同性同士の交際にはリスクがつきものだ。

　女性とつき合うこともできるのに、俺と交際し続けるのは国領にとってはマイナスだ。

　それに、社会に出れば国領も俺とつき合っていたことを後悔する日がきっと来るだろう。そんな彼を傍そばで見ていられる自信は、俺にはなかった。

　自分でも卑ひ怯きようだったと思っている。だからこそ、国領に対しての後ろめたさが消せない。だが、それ以上に俺を追い詰つめるのは自分の中に残っていた感情だった。

　もう、忘れられたと思っていた。あれは過去のことだと笑って云えるはずだった。

　だけど、離はなれていて消え去ったと思っていた恋こい心ごころは、少しも変わりなく自分の中に残っていた。国領の傍にいるだけで、必要以上に緊きん張ちようしてドキドキしてしまう。

　近くにいると鼓こ動どうが聞こえてしまいそうな気がして、さりげなく体を壁かべのほうに寄せ、国領から距離きよりを取る。

　身み動じろいだ俺は、自分がスーツを着ていないことに気づいた。慌あわててあたりに視線を巡めぐらせると、ハンガーにかけられた自分のスーツが目に入る。

　ってことはつまり、国領が着き替がえさせてくれたってことだよな……？

「……っ」

　以前つき合っていたときには体の関係もあったのだから、いまさら裸はだかを見られたくらいどうってことないはずなのに、羞しゆう恥ちに頰ほおが染まる。

　───違ちがう、どうってことないんじゃない。昔は必死にそういうふりをしていたのだ。

　他の誰に見られるよりも、好きな相手の視線に晒さらされるほうが恥ずかしいに決まってる。

　昔は心地ここちよかったはずの沈黙が、いまは気まずい。空気の重苦しさに耐たえきれなくなり、俺は自分から話を切り出した。

「あー…ええと、お前はいま何してるんだ？」

「何って鉄道員だよ。お前だって鉄道会社に就職が決まっていたことは知ってるだろう？」

「そ、そうだよな。それで、俺のこと助けてくれたんだもんな。本ほん条じよう駅で働いてるのか？」

「いまは車しや掌しようだから、駅務はしてない」

「じゃあ、電車に乗ってるんだ……」

　国領は周囲が進路に迷う前から、将来のことを決めていた。父親が鉄道会社に勤めていたこともあって、電車の運転士になることが小さい頃ころからの夢だったらしい。

　成績優ゆう秀しゆうな国領が大学進学をせず就職を希望していることを惜おしく思った教師たちが、何度も説得を試みていたけれど、彼の決意は変わらなかった。

　その夢をいまでも叶えようとしているということは、俺にとっても嬉うれしい。真面目で一本気な彼には、職人的なその仕事は適職だろう。

「親父おやじさんはどうしてるんだ？」

「去年引退して、趣味しゆみに没ぼつ頭とうしてるよ」

「じゃあ、元気にしてるんだな」

「まぁな」

　しかし、わかりきっていた質問をしてしまったことで、また会話が途と切ぎれてしまう。

　どうしよう、話すネタがなくなってしまった……。

　別に国領は俺のことなんか興味ないだろうし、自分の話をしても仕方ないし。困り果てていると、国領のほうから話しかけてくれた。

「お前は？」

「へ？」

「お前はいま、どうしてるんだ？」

　興味を持ってくれたというよりは、きっと空気を汲くんでくれたのだろう。俺は国領と同じように、仕事について話すことにした。

「……いまは一応、建築士をしてる。駆かけ出しだけど」

「へえ、留学先で資格を取ったのか？」

「いや、帰国してから建築会社に就職して、そこで建築士の資格を取ったんだ。最近になっていまの設計事務所に引き抜ぬかれて、下積み真っ最中ってとこだよ」

　とある賞に出した作品を目にした代表に声をかけられ、迷った末に転職することにした。見み出いだされた価値とやらがどれほどのものなのか、自分でも確かめてみたくて。

「すごいじゃないか。引き抜かれたってことは、それだけの才能があるってことだよな」

「そうだといいけどな。いまは夢中で仕事してるだけだよ」

　これは偽いつわらざる本音だ。大きな企き画かくに携たずさわらせてもらってはいるけれど、余よ裕ゆうなどあるわけがなく、ただただ目の前の仕事をこなしていくことで精せい一いつ杯ぱいだ。

　残業を奨しよう励れいしない事務所のため、仕事自体はそこそこの時間に終わらせているが、帰ってからも勉強して少しでも早く一人前になれるよう模も索さくしている。

　結けつ婚こんして父を安心させてやれないぶん、仕事で成功を収めたいのだ。

「夢中になるのもいいが、自分の体のことも顧かえりみろよ」

「……わかってるって」

「わかってたらあんなふうに倒たおれたりしないだろうが」

「う……これからは気をつけりゃいいんだろ」

「そうしてくれ」

　母親のような言葉に拗すねた口調で返しつつも、心配されるこそばゆさが嬉しくないわけじゃない。もう仮の恋こい人びと同士でもないのだからと自分に云いい聞かせているつもりでも、国領の優やさしさに触ふれるとつい甘えたくなってしまう。

　俺は必死で自制心を働かせ、気持ちをぐっと引きしめた。

「お前んとこの親父さんはどうしてるんだ？　一いつ緒しよに暮らしてるのか？」

「前の家に一人で住んでるよ。……あの家は手放せないって云って」

　父が海外への転勤を受けたのは、母が亡なくなった悲しみを忘れられればという思いがあったかららしい。仕事に打ち込むことで、淋さびしさの埋うめ合わせをしようとしたのだ。

　過ぎていく時間と共に母がいない生活も受け入れられるようになったようだったけれど、愛した人を忘れることなど到とう底ていできるはずもない。

　日本に戻もどってきてからは家族三人で住んでいたあの家に戻り、静かに暮らしている。その家に俺もつい先日まで住んでいたのだが、転職をきっかけに一人暮らしをするようになったのだ。

「お前はどこに住んでるんだ？」

「本条駅の近くのワンルームマンションだよ」

「何だ、じゃあ近いな」

「え？」

「ここも駅のすぐ近くだからな。南口まで五分で着く」

「本当にすぐそこだな……」

　昨日、国領に助けられたこともすごい偶ぐう然ぜんだと思っていたけれど、まさか、住んでいるところまで近かったなんて驚おどろきだ。

「……こんなことってあるんだな」

「ああ、ビックリしたよ」

　本条駅は俺たちの実家からは電車で三十分ほどかかる。地元で一人暮らしを始めたのならすぐ近くに知り合いが住んでいてもおかしくはないが、違ちがう土地で同じような場所に部屋を借りているのは、そうあることじゃない。

　二人で驚き合っているうちに、少しずつ硬かたかった空気が柔やわらかくなってきていた。

　こんなふうにまた自然に会話を交かわせることが、純じゆん粋すいに嬉しい。あんな別れ方をした以上、もっとわだかまりがあるだろうと思っていたけれど、それは杞き憂ゆうだったらしい。

　国領は一いつ貫かんして、まるでお互たがいの間に何もなかったかのような態度だ。

　万が一再会したときは、怒おこっているにしろ呆あきれているにしろ、あのとき俺が消えた理由くらいは訊きかれるだろうと思っていたのに。

　だが、何かを問いたそうな素そ振ぶりは微み塵じんもない。元々、表情の読みにくい男ではあったけれど、こんなふうに平然とした顔をし続けられると、さすがに少し淋しい気持ちになる。

　───つまり、ずっと気にかけていたのは、俺だけだったということだ。国領にとっては、大したことではなかったのだろう。

　責められなかったことに肩かたの荷が下りたような気分になると同時に、落らく胆たんする。そんな自分に笑いさえ込み上げてきそうになった。

　自分から逃にげ出したくせに、まだ何か期待してたなんて図ずう々ずうしいにもほどがある。

「……藍原」

「ん？　な、何だ？」

　不意に呼ばれた名前にはっと我に返った。いま考えていたことが顔に出ていなかっただろうかと急に不安になり、俺は急いで表情を取り繕つくろった。

「お前さ───」

　国領が何か切り出そうとしたその瞬しゆん間かん、携けい帯たい電でん話わの着信音が鳴り響ひびいた。微び妙みような間ができてしまい、国領はまた黙だまり込んでしまう。

　何で、よりによってこんなときに！

「ご、ごめん、俺の携帯だと思う」

　国領が云いかけたことが何だったのか、気になってたまらない。とりあえず電話に出るなり、電源を落とすなりして、この着信音をどうにかしなければ。

　携帯電話が入っているコートを探していると、国領が差し出してくれた。

「ありがと……って、もう一時!?　うわ、三み神かみさん!?」

　俺は受け取ったコートのポケットから取り出した携帯電話の液えき晶しよう画が面めんに表示されていた時刻に驚き、目に飛び込んできた名前に息を吞のむ。

　俺の携帯に電話をかけてきたのは、設計事務所の代表である三神さんだった。平日の昼間に連れん絡らくもなしに社員が休んでいれば、気にかけて当然だろう。

　すっかり時間の感覚がなかったけれど、まさかこんな時間になっていたなんて。連絡もなしに会社を休んでしまった事実に気づき、いまさらながらに青ざめた。

「も、もしもし、藍原です」

　さっきまでの怒いかりは鳴りを潜ひそめ、俺はびくびくと怯おびえながら電話に出る。すると、向こうから心配を滲にじませた声が聞こえてきた。

『藍原、今日はどうしたんだ！　家にかけても出ないし───』

「本当にすみません！　連絡もできなくて申し訳ありませんでした…っ」

『昨日、具合が悪そうにしていたが、体調を崩くずしてるんじゃないのか？』

「じ…実は昨日、帰りの電車の中で倒れてしまって……」

　事情を話すということは、自ら自己管理ができていないことを白状するようなものだ。しかし、無断欠勤をしてしまった以上、隠かくしておくわけにもいかない。

『倒れた!?　それでいまどこの病院にいるんだ!?』

「い、いえ、病院には行っていないんです。たまたま傍そばにいた友人の家に世話になったんですが、さっきまで眠ねむってしまって……」

『熱はあるのか？　気分はどうなんだ？』

「あ、もう大だい丈じよう夫ぶです。ご迷めい惑わくをおかけしました。遅おそくなりましたが、これから出社しますので───」

『今日は事務所には来なくていい。しっかり休んで体調を整えろ。とりあえず、これから迎むかえに行くからその友人の家の場所を教えてくれ』

「い、いえっ、平気です！　歩いて帰れる距離きよりですし、そこまでしていただかなくても……っ」

『水みず臭くさいことを云うな。私と君の仲だろう？』

「あ……はい……」

　三神さんの労いたわるような声こわ音ねと思わせぶりな言葉に、つい先日の出来事を思い出した。

　事務所の代表である三神さんが一スタッフの自分に親身になって接してくれているのは、紳しん士し的てきな性格からだけではない。

　俺と彼の関係が、上司と部下といったものだけではないからだ。

　三神さんは俺を事務所に引き抜ぬく際、違った意味でも俺を口説いてきた。

『君の才能に惹ひかれているのとは別に、君自身にも惹かれているんだ。プライベートでのつき合いも考えてもらいたい』

　初めは気の強い瞳ひとみに惹かれ、何度か会っているうちに人ひと柄がらにも引き込まれていったのだと彼は云っていた。

　俺が引き抜きの返答をする前に告白してきたのは、事務所に入ってからではフェアではないと思ったからだそうだ。そして、もちろん仕事とプライベートは混同しないとつけ加えてきた。

　だけど俺は、その告白を受け入れることはできなかった。

　国領の前から逃げ出したあと、何人かと関係したことはある。けれど、そのどれもが上辺だけのもので、お互いに遊びだと割り切った仲だった。

　恋人を作らなかった理由はただ一つ───国領のことが忘れられなかったからだ。

　似た雰ふん囲い気きの男に面おも影かげを求め、体だけの関係を持った。やがて、相手が本気で迫せまってくるようになると、また逃げた。

　こんなことをしていては相手にも悪いと頭でわかっていてもやめられなかったのは、どうしようもなく淋しかったからだろう。

　そんな所業を繰くり返していた俺は、三神さんの真しん摯しな告白に戸と惑まどい、そして、迷った。

　俺だって、いつまでも過去を引き摺ずっているのがいいことではないことくらい自覚している。これは国領を忘れるいいチャンスなのではないかと。

　しかし、人の真しん剣けんな気持ちをそんなふうに利用することに躊躇ためらいを覚え、告白は「ずっと好きな人がいるから」と丁てい重ちように断り、引き抜きの話だけ受けたのだ。

　だが、三神さんはそれで諦あきらめたわけではなかったらしい。先日、改めて告白されたのだが、俺の中の迷いを見抜き、提案をしてきた。

『試用期間を設けてみないか？』

『試用期間…ですか……？』

『期限をつけて私とつき合ってみないか、と云いってるんだよ。もちろん、その間君の嫌いやがるようなことはしない。一いつ緒しよにいる時間を増やして、お互いのことをより理解し合いたいだけだ』

『三神さん……』

『昔の恋こい人びとが忘れられないと云っているが、君は恋に臆おく病びようになっているだけだ。怪け我がや病気にリハビリはつきものだろう？　それと同じだと思えばいい。君は気き兼がねなく私を利用してくれていいんだよ』

『ですが……』

『もしも、それでも私に何の興味も持てないようなら潔いさぎよく諦めよう。私にもチャンスを与あたえてくれないか？』

　気負う必要はないと諭さとされた俺は、迷った末に断りきれずに頷うなずいてしまった。体の関係は一いつ切さいなくデートをするだけなら、と。

「……じゃあ、お願いできますか？」

　あのときと同じ言葉を口にする。

　仮だとしてもいまは恋人同士なのだから、迎えに来てもらうくらい当たり前のことだと自分に云い聞かせ、遠えん慮りよがちに頼たのむ。

　国領に家の住所を訊たずね、それを三神さんに伝えると「すぐに行く」と云って電話は切れた。

「───いまの、会社の上司か何かじゃないのか？」

「あ、ああ、うん」

　何な故ぜか国領が妙みように険しい顔をしている。普ふ段だんから難しい顔をしていることが多いけれど、いまはそれに輪をかけて不ふ機き嫌げんそうに見えた。

　口くち籠ごもっていると、国領が腕うでを強く摑つかんでくる。

「上司がわざわざ迎えに来るっていうのか？」

「それは、その……」

「つき合ってるのか？」

「……っ、お前には関係ないだろ！」

　直球の質問に、答えをはぐらかす余よ裕ゆうもない。口をついて出たのは、突つき放すような言葉だけだった。

　だけど、どうしてそんなことを訊きいてくるんだろう？

　ドギマギしながら次の言葉を待つけれど、国領は俺をじっと見つめるばかりでそれ以上何も云ってはこなかった。

　な、何なんだよ、いったい！

　見つめられてドキドキしていることへの後ろめたさと、摑まれている場所から鼓こ動どうが伝わってしまいそうなことが怖こわくて、思わず体を引く。

　この動どう揺ようがバレれば、いまの気持ちに気づかれてしまいかねない。そんな事態だけは何があろうと避さけなければ。

「き、着き替がえるから、悪いけど一人にしてもらえないか？」

「───わかった」

　国領はそう云って、キッチンのほうへ行ってくれた。

　襖ふすまが閉められ、部屋に一人になった俺は張り詰つめていた緊きん張ちよう感かんをようやく緩ゆるめることができ、ため息を深々とつく。

　本当に、どうしてこんなことになってしまったんだろう？

　国領の前で倒たおれることになるなんて、運命のイタズラにしたってほどがある。

　いるかどうかもわからない神の気まぐれを呪のろいながら、俺は袖そでの長さが余っているパジャマを脱ぬいだ。

「……相変わらず、でけーな」

　広げた上着の大きさに思わず苦く笑しようする。

　国領は高校一年のときから身長が高かった。制服の濃のう紺こんのブレザーが、一人別物のように見えていたものだ。

　俺も高校を卒業してから幾いく分ぶんは伸のびたのだが、それでもまだ追いつけていないことは少しだけ悔くやしい。きっと、横に立つといまでも見上げることになるのだろう。

　抱だきしめられれば肩かたに顔が当たり、自分からキスをするときはつま先立ちになって……。

「…………」

　何を考えてるんだ、俺は！

　こんなときに思い出さなくたっていいだろうと思いつつも、手にした洗い晒ざらしのパジャマを離はなしがたくて、つい胸に抱いてしまった。

　懐なつかしい洗せん剤ざいと国領の匂においに、胸が痛い。

　この気持ちを忘れられたらと、三神さんの申し出を受けてしまったけれど、本当にそれでよかったのかどうかわからない。

　自分でも過去に囚とらわれているだけだとばかり思っていた。

　だけど、ずっと心の奥おくに押おし込めていた想おもいは、決して過去のものにはなっていなかった。ドキドキしたり、そわそわしたり。一いつ喜き一いち憂ゆうする感情は確かにいま、存在している。

　ダメだ。ここにいたら、また気持ちが膨ふくらんでいってしまう。できるだけ早く、この家を出ていかなくては。

　そうは思っても、体が動かない。足が竦すくんでしまったかのように、その場から一歩も動いてはくれなかった。

「着替え終わったか？」

「……ッ！　ご、ごめん、もうちょっと」

　襖の向こうからかけられた声にギクリとして、パジャマに埋うずめるようにしていた顔を慌あわてて引き上げた。

　壁かべにかけられていたスーツを手早く身に着け、ネクタイを結んでいると「もういいよな」と云って国領が顔を出した。

「ちょっ…まだだって云って…！」

「何だ、ネクタイに手間取ってたのか？」

「あ、いや、その……」

「家に帰るだけなら、そんなのつけなくても大だい丈じよう夫ぶだろ。また貧血起こすかもしれないんだから、首周りは緩めとけ」

　首にかけていたネクタイが引き抜ぬかれてスーツのポケットに押し込まれたかと思うと、一番上まで留めてあったボタンを外された。

　微かすかに顎あごに触ふれた指の感かん触しよくに、ぞくりと首の後ろが震ふるえる。ぎゅ、と目を瞑つぶると、ピンッとおでこを弾はじかれた。

「てっ！　何すんだよ！」

　突とつ然ぜんの痛みに目を開けたときには国領はもう背中を向けていて、どんな表情をしているのかわからなかった。

「茶を淹れたから、こっちに来い」

「あ、うん」

　何なんだよ、いったい……。

　スタスタと先に行く国領についていくと、テーブルにお茶が用意してあった。おずおずとテーブルについた俺がすぐに手をつけずにいると、自分のぶんを飲んでいた国領が云った。

「温ぬるくしておいたから飲めるだろ」

「あ、ありがと……」

　俺が猫ねこ舌じただってこと、覚えててくれたのか。こういう優やさしさを見せられれば見せられるほど、いたたまれなくなってしまう。

　そっと湯ゆ吞のみを両手で包むと、柔やわらかな温かさが伝わってくる。ゆっくりと啜すすると、云われた通りちょうどいい温度になっていた。空っぽの胃の中が、じんわりと温かくなっていく。

「どのくらいで来るって？」

「え？」

「迎むかえ。ここに来るんだろ？」

「よくわからないけど、多分二十分もかからないと思う。いまは昼休みの時間だから……って、おい！　お前、仕事はいいのか!?」

　喋しやべりながら、はたと大変なことに気がついた。

　国領は涼すずしい顔で看病してくれていたけれど、今日は週末でも何でもないただの平日だ。普ふ通つうなら、仕事があるのではないだろうか。

　俺が目を覚まさないせいで家を出ることができなかったのだったら申し訳なさすぎる。

「今日は休みだ」

「まさか、俺のせいじゃ───」

「元々、公休だ。鉄道関係は一いつ般ぱんとは勤務時間が違ちがうからな。毎日、始発から終電までなんて働けないだろう」

「そっか……」

　その説明に、ほっと胸を撫なで下ろす。

　それでも、国領の休みを潰つぶしてしまったことに変わりはない。申し訳なさを覚えながら、残ったお茶を啜った。

「お前は？」

「俺？　俺は普通に月金だよ」

「それじゃあ、明日は休みなんだな。家で仕事してないで、安静にしてろよ」

「わかってるよ」

　何度も繰くり返される忠告に、ついひねた返事をしてしまう。心配してもらうのは嬉うれしいけれど、子供扱あつかいされてるような気にもなるのだ。

　国領を前にして素す直なおになれないのは、俺が意識しすぎてしまうせいだろう。いつも発言してから後こう悔かいするのだ。

　何かしらフォローしたいと思うけれど、云いうべき言葉が見つからない。歯は痒がゆさを嚙かみしめていると、部屋のインターホンが鳴った。

「……迎えが来たかな」

　国領はおもむろに立ち上がり、玄げん関かんへと向かう。その背中を見ながら、不意に引き止めたい気持ちに駆かられた。

　インターホンを鳴らしたのが迎えに来た三神さんなら、もう帰らなければならなくなる。さっきは国領の前から早く逃にげ出したいと思っていたはずなのに、いざとなると別れがたい矛む盾じゆんした気持ちになった。

　無意識に伸ばした手を空でぎゅっと握にぎりしめ、感情を押し殺す。

「はい」

「三神設計事務所の三神といいますが」

「ああ、はい。ちょっと待って下さい。藍原！」

　振ふり返って俺の名を呼ぶ国領は、何な故ぜかさっきよりも声が硬かたかった。それを不思議に思っても、どうしたんだと返すことはできない。

　自分には、いまさらそんなことを訊きく資格などない。何も云わずに逃げ出したことで、友人の座すら捨てたのだから。

「……いま行く」

　部屋に置いてあったカバンを取りに行き、冷たい風が吹ふき込む玄関へと向かう。

「藍原」

「三神さん……。あの、お手数をおかけしてすみませんでした」

「そういう水みず臭くさいことは云わないでくれと云っただろう？　思ったより顔色がいいようで安心したよ。───この度たびは藍原が大変お世話になりました。このお礼は改めてさせていただきますので」

　三神さんは俺の頰ほおを指の背で撫でたあと、国領に向き直って頭を下げた。

「いえ。これは俺と藍原のことですから、あなたに礼をしてもらう必要はありません」

「まあ、そうおっしゃらずに。ああ、そうだ。私でお役に立てることがありましたら、ここに連れん絡らくして下さい。力になりますよ」

「…………」

　コートの内ポケットから取り出された名めい刺しを、国領は渋しぶ々しぶといった体ていで受け取った。　>>>♥

　何となく、国領と三神さんの間に微び妙みような空気が流れているのは気のせいだろうか？

　三神さんもいい人なのだが、自信に満ちた態度が初対面の人には少し横おう柄へいに感じることもあるかもしれない。

　ぎこちない空気をどうにかしたくて、割り込むように間に入る。

「あのっ、ホントありがとな。お前がいてくれて助かったよ」

　礼を告げてそそくさと行こうとした俺の頭を国領ががしがしと搔かき回した。

「わっ、何すんだよ！」

「お前は無理しがちなんだから、食事くらいちゃんとしろよ。睡すい眠みんもしっかりとって、風ふ呂ろもシャワーじゃなくて湯船に浸つかれ」

「だから、わかってるって！　俺だって子供じゃないんだから、そういうこと云われなくたってちゃんとしてるよっ」

　ああ、もう……。スマートに別れたかったのに、思うようにはいかない。

　俺の言葉に気分を悪くしてもおかしくないのに、国領は少しも怒おこることなく何かを俺に押しつけてきた。

「わかってたって行動しないだろう、お前は。ほら、これ持ってけ」

「何これ」

「おにぎり。気分が悪くないときでいいから食え。包みは返さなくていいから」

　手の中のそれはほんのりと温かい。

　手作りのおにぎりなんて何年ぶりかわからない。俺が着き替がえている間に作っておいてくれたのだろうか？

「そ、そんなのわざわざ作らなくたってよかったのに」

　まっすぐに国領の顔が見られないのは、じわりと滲にじんだ涙なみだのせいだ。相変わらずの優しさに本当は感激してるのに、またそんな言葉を返してしまう。

　内心でため息をついていると、三神さんが俺の肩かたにポンと手を置いてきた。

「こんなところで立ち話をしていたら、また具合が悪くなる。鍵かぎは開いているから、早く車に乗りなさい」

「は、はい」

「あなたも外にいると風か邪ぜを引きますよ」

「おかまいなく。慣れていますから」

　それじゃあと云って、三神さんが俺の肩を抱だいてマンションの廊ろう下かを歩き出す。後ろ髪がみを引かれる気持ちで振り返ると、国領はじっと俺を強い眼まな差ざしで見つめていた。

「あ……」

　これでもう、国領とは二度と会うことはないだろう───そう思うと俺の胸は張り裂さけそうになった。

　高校の卒業式の日、「じゃあ」と云って何食わぬ顔で別れたときと同じ痛みに、俺はぎゅっと唇くちびるを嚙みしめる。

　さっきまでは快方に向かっていると思えた体調も、また怠だるく重たく感じられる。

　促うながされて乗り込んだ助手席に体を沈しずみ込ませていると、車を発進させた三神さんが唐とう突とつに云ってきた。

「いまのが好きだったって相手だろう」

「な……っ!?」

「当たりかな。私の勘かんはよく当たるんだ」

「……高校の同級生ってだけです」

　一応、ごまかしてはみたけれど、本心は見み抜ぬかれている気がする。

　この人は他人の感情の変化を察することに長たけているのだ。確実に、沈んだ気持ちでいることはバレているだろう。

　それに三神さんの告白を断っていたときは、ずっと「好きな相手がいるから」と告げていた。いまさら隠かくしても無む駄だかもしれない。

「隠さなくてもいい。君があんな態度を取るところなんて初めて見たから新しん鮮せんだったよ。好きな相手の前では素直になれないタイプだろう」

「……っ」

「ほら、図星だ。可愛かわいいね、君は。ますます好きになったよ」

「三神さんっ」

「ああ、ごめんごめん。可愛いは禁句だったね」

　朗ほがらかに笑う三神さんに毒気を抜かれ、もう何も云う気にならない。仮のつき合いを承しよう諾だくした理由の一つに、この明るさに押し切られたというのもある。

　三神さんと一いつ緒しよにいれば、気が小さく後ろ向きな自分自身が変われるかもしれない、そんなふうに思ったのだ。

　明るめの色の髪に彫ほりの深い顔立ち、バランスのいい体格にセンスのいい服装、磨みがき抜かれた革かわ靴ぐつ───それらは自信に満ちた彼の雰ふん囲い気きにとてもよく馴な染じんでいる。

　建築家としての実力は云うまでもなく、語学も堪たん能のうで海外で仕事をするときも通訳なしに企き業ぎようの大物たちと渡わたり合っているらしい。

　何でそんな人が俺なんかを気に入ってくれたのか、正直理解できない。才能を見み出いだしてくれたのだとしても、それと人としての魅み力りよくは別物だ。

　幾いく度どとなく断り続けているにも拘かかわらず、それでも積極的なアプローチを続けてくることが不思議で一度訊たずねてみたのだが、そのとき彼はこう云いっていた。

『人の気持ちは移うつろいやすい。君だって、いつ気が変わるかわからないだろう？』

　そのときはさすがに感心を通り越こして呆あきれた気がする。だけど、その前向きさを見習いたいと思ったのもまた事実だ。

　何事も諦あきらめずに突つき進んできたことが、彼の成功の秘ひ訣けつなのだろう。

「帰りがけに病院に寄っていこうか？　君さえよければ私が懇こん意いにしている医者のところに連れていくが」

「いえ、もう大だい丈じよう夫ぶですから」

「しかし、一度診しん察さつしてもらったほうが───」

「本当に大丈夫です！」

　思わず強い口調で云うと、三神さんは一いつ瞬しゆん押し黙だまった。云ってから、しまったと後こう悔かいしたけれど、発した言葉はもう戻もどってこない。

　せめて、フォローくらいしておかねばと思い、云い訳の言葉を探した。

「す、すみません、その……親のことがあって、病院にいい印象がなくて……」

「親おや御ごさんがどうかしたのか？」

「……母が亡なくなっているのはご存じかと思いますが、そのときにちょっと……」

　全てを云う気にはなれなくて、最後は言葉を濁にごしたけれど、三神さんは俺の云いたいことを察してくれたようだった。

「そうか、私こそ無理に勧すすめて悪かった。このまま君の家に向かおう」

「すみません……」

　三神さんが俺の体を心配してくれているのはわかっている。だけど、それでもやっぱり病院や医者というものに対する苦手意識はどうにもならなかった。

　せっかく、三神さんが明るくしてくれた車内の空気が重くなってしまった。

　断るにしたって、もっとやんわりと云えば場を壊こわすことだってないはずなのに、どうして自分は上手うまくできないのだろう？

　そうこうしているうちに、部屋を借りている単身者向けのマンションが見えてきた。

　仕事を抜け出させてまで家まで送ってもらったのだから、せめてお茶でも出すべきだろうか。

　だけど、まだ一度も他人を上げたことのない家に招き入れることに少し抵てい抗こう感かんがあることは否定できない。

　しかし、いまはそんなことを云っている場合ではない。俺は思いきって切り出すことにした。

「あ、あの…っ」

「それじゃあ、私は仕事があるから戻るよ」

「え？　でも」

「正直、君がいないと困るんだ。いま進めている企き画かくのためにも、週末しっかり休んで早く体調を立て直してくれ」

「は…はい……」

　三神さんは俺の迷いを見抜き、先回りしてくれたらしい。俺は去っていく三神さんの車を見ながら、好意に甘えていることへの自己嫌けん悪おに陥おちいった。

「……俺なんかのどこがいいんだか」

　気が利きかなくて不器用で。自分で取り柄えと云えるのは、男の割に小こ綺ぎ麗れいなこの顔くらいだ。だけど、その外見だって中身が伴ともなわなければ欠点にしかならない。

「寒っ」

　ぼんやりと立ち尽つくしていた俺は、吹ふきつけてきた北風に体を震ふるわせた。

　とりあえず、家に帰ろう。三神さんの云うように、この週末でしっかり療りよう養ようして、週明けには復活しなければ。

　自宅に戻り、ひとまずほっとする。せっかくだから、持たせてもらったおにぎりを食べようと思い、お茶を淹いれるためにコートを脱ぬぎながらキッチンに向かった俺は慣れた動作の中に違い和わ感かんを覚えた。

「あれ…？」

　コートやスーツのポケットを叩たたいてみたが、そこにあるはずの硬かたい膨ふくらみがない。慌あわててカバンの中を漁あさったが、そこにも見つけることができなかった。

「……どこにやったんだ？」

　青ざめながら、いったいいつなくしてしまったのだろうと考える。

　国領の家か、三神さんの車の中に落としてきてしまったか。車の中なら三神さんがすぐに気づいてくれるだろうが、国領の家だとしたら厄やつ介かいだ。

「かけてみるしかない、か……」

　色々と考えた末、確かく認にんをするために自宅の電話から自分の携けい帯たいに電話をかけることにした。

　自分の携帯にかけるのに、こんなに緊きん張ちようすることもないだろうというくらい緊張する。震える指でナンバーを押し終わると、耳に当てた受話器からコール音が響ひびき出す。

　たった三コールで繫つながった回線は、離れている国領の声をクリアに伝えてきた。

『はい』

「あの……」

　簡潔な応答に懐なつかしさを感じながら、おずおずと切り出す。しかし、何と云えばいいのかわからず、言葉が続かない。

『藍原？』

「あ、うん、そう」

　名乗る前にわかってもらえてほっとする。すぐにわかってもらえたことに、少し気持ちが上向いた。

『携帯忘れていったから、かかってくると思った』

「ごめん、ちょっとぼーっとしてて……」

『具合悪いんだから仕方ないだろ。これから家まで届けようか？　携帯がないと困るだろう』

「いっ、いいよ！　俺が取りに行くからっ」

　散々迷めい惑わくをかけたのに、これ以上国領の手間を増やすわけにはいかない。電話の向こうには見えないというのに、思わず首を横に振ふってしまう。

『バカ、病人は無理するんじゃない。どうせ暇ひまなんだ、届け物くらい買い物ついでにするよ』

「でも……。あ、それじゃ、駅とかで受け取らせてもらえるか……？　仕事のあととか、タイミングが合うときに渡してもらえればそれでいいし」

　お互たがいに主張し合っていても平行線を辿たどるだけだと思い、妥だ協きよう案あんを出した。何かのついでのときに持ってきてもらえば、国領の負担も少ないだろう。

『いいのか？　今日じゃなくて』

「元々週末はそんなに使わないし、今日明日はお前の云う通り大人しくしてるつもりだから、いっそ手元にないほうが仕事が気にならないですむよ。駅ならすぐそこだし、ついでに買い物とかもできるから」

『そうか。それなら、駅で落ち合うか』

「時間もお前の都合に合わせるよ」

『そうだな……明後日の日曜日はどうだ？　その日なら、泊とまり勤務明けで夕方に体が空く』

「そっか、泊まりがけの仕事もあるんだな」

『朝、駅に駅員がいなけりゃ始発が動かないだろう。で、その日でいいのか？』

「あ、ああ。よろしく頼たのむ」

　日曜日なら俺の体調も回復しているだろうし、出かけても問題はないだろう。俺が承しよう諾だくすると、国領が五時に改札前でと待ち合わせ時間を決め、あっさりと電話が切れた。

「はー……」

　緊張しすぎて、どっと疲つかれてしまった。受話器を元に戻した俺は、緊張をほぐそうと深呼吸を繰くり返す。

　余よ韻いんも何もない国領の電話での態度は、昔とちっとも変わっていない。国領は根本的に電話が苦手らしく、俺からかけても必要事じ項こうを話すとそれで通話が終わってしまうのだ。

　当時はそっけなさすぎると不満に思っていたけれど、緊張でカチコチになっているいまは簡潔な電話がありがたかった。

　そうだ……もう一度会うなら、何かお礼をしないとな。

　あれだけ世話になっておいて、「ありがとう」だけですますのは非常識だ。

　あんな顔をして、甘いものが好きだから菓か子し折おりでも用意しようか。洋菓子より和菓子が好きだったはずだから……って、俺は何を浮うかれているんだ！

　もう会わないほうがいいと思っているくせに、そわそわと浮き立つような気持ちも抑おさえきれない。そんな自分を否定したくても、どうしても込み上げてくる感情だけはごまかすことができなかった。

　友達に戻もどれたら、どんなにいいだろう。だけど、自分から逃にげ出しておいて高望みなどすべきじゃない。

　顔を合わせていたら、やがて自分の気持ちにも気づかれてしまうだろう。国領と会うのは今度で終わりにするべきだ。

　自分にそう云いい聞かせながら、国領が作ってくれたおにぎりにかぶりつく。

「……あ……」

　おにぎりの中に入っていた具はシャケマヨネーズだった。好物まで覚えていてくれたのかと、驚おどろきに目を瞠みはる。

　コンビニで同じおにぎりばかりを買う俺に、栄養が偏かたよるからと云って作ってきてくれた弁当についていたのもこれと同じものだったと思う。

「本当にあいつは……」

　遠ざけようとするたびに、優やさしさに胸を打たれる。誰に対しても向けられる厚意の一つなのだとはわかっていても、心を揺ゆさぶられずにはいられなかった。
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「まだ三十分以上あるな……」

　改札前で腕うで時計どけいを確認した俺は、早すぎる時間に眉まゆ根ねを寄せる。

　遅おくれないようにと気をつけていたこともあるけれど、それ以上に国領との待ち合わせということに浮かれていたせいで、早く着きすぎてしまった。

　時間を潰つぶすにしても構内のカフェは満席のようだったし、いまから買い物をする気にもなれない。

　仕方ない、ここで待ってるとするか……。

　人の邪じや魔まにならないよう脇わきにある柱に身を寄せると、そこに背中を寄りかからせて、改札の横の窓口で働く駅員に視線を送った。

　黒に緑のラインの入った制服をこうしてまじまじと見ることなど初めてだ。

　先日は気分が悪く顔を上げることもできなかったため、国領の姿を見ることはできなかったけれど、きっとあの制服も似合っているに違ちがいない。

　今日は仕事のあとに来ると云っていたけれど、着き替がえる前に顔を出してくれたら制服姿を見ることができるのに。

「藍原。ずいぶん早かったな」

「うわっ」

「そんなに驚くことないだろう」

「わ、悪い。ちょっと、考えごとしてて……」

　国領の制服姿を妄もう想そうしていたなどとは云えず、思いきり狼狽うろたえてしまう。変な顔をしていなかっただろうかと不安になり、表情を引きしめた。

　現れた国領は期待に反して私服姿で、ちょっとガッカリしてしまう。

　どんな格好をしていても見み栄ばえがいいことには変わりはないけれど、あの制服を身に着けているところを見てみたかった。

「つーか、お前も早いな」

　もっとギリギリに来ると思っていたのに。運行時間の決まっている鉄道の仕事で予定よりも早く上がれることなんてあるんだろうか？

「先に着いてようと思ってたんだよ。お前を待たせると、あとがうるさいからな」

「何だよ、それ」

「時間前でもお前が先に着いてるときは、いつも遅おそいって怒おこってただろうが」

「うっ……も、もう、そんな子供みたいなこと云うわけないだろ」

「そうだな。けど、待ってる間不安になるのは変わってないだろう？」

「……っ」

　そんなことまで気づかれていたのか。

　今日は余計なことを考えていたことと国領が早く現れたため、心細くなることはなかったのだが、普ふ段だんはこうはいかない。

　待ち合わせ場所に相手がいないと、時間は合っていただろうかとか場所を間違えていないかとか、そういう不安に苛さいなまれる。

　そんな気持ちは大たい抵てい心の奥に押し込めてやり過ごしてきたのだが、相手が国領となると不安はさらに大きくなってしまい、いざ現れた当人に八つ当たりしてしまっていたのだ。

　些さ細さいなわがままとして受け止められていると思っていたのに、心情まで見み抜ぬかれていたなんて。これ以上分の悪い話をされてはたまらないと、俺は無理矢理話題を変えた。

「えーっと、わざわざありがとな。これ、大したものじゃないんだけど」

　迷惑をかけてしまった詫わびにと菓子折を用意してきたのだが、紙かみ袋ぶくろを差し出すと国領は小さく笑った。

「バカ。何、気ィ遣つかってんだ」

「いや、だって一応さ……」

　普ふ通つうならお礼に食事にでも誘さそえばいいのだろうが、あまり一いつ緒しよにいるとボロが出てしまいかねない。俺なりに色々と考えた結果なんだから、笑わなくてもいいだろうに。

　昔、国領に見せていたわがままっぷりを考えると、あまり反論もできないけれど。

「本当に迷めい惑わくかけたし、いつかお礼はちゃんとするから」

　あれだけのことが菓子折一つですむとは思っていない。何かの機会に恩返しできればいいのだが。

「ちゃんとって何だよ」

「へ？　ええと、そこまではまだ考えてないんだけど……」

　しどろもどろに返すと、国領はまた噴ふき出した。

「だから、無理しなくていいって云ってるだろ。ほら、携けい帯たい」

「あ、ありがと」

「何回も鳴ってたけど、出るわけにもいかないから電源落としておいたぞ」

「ホントに？」

　電源を入れて着信履り歴れきを確かく認にんしたら、三神さんの名前が並んでいた。俺の体調を心配してくれているメールもたくさん届いている。

　そういえば、昨日家に電話が来たとき、携帯はどうしたんだと訊きかれたっけ。こんなにかけても繫つながらなければ、誰だって心配するに決まってる。

　携帯電話を国領の家に忘れてきてしまったことを前もって伝えておけばよかったのだろうが、そこまで気が回らなかった。

　三神さんには、あとで改めて謝っておこう。

「色々と迷惑かけて悪かったな。今日も手間かけさせることになって……反省、してるよ」

「何殊しゆ勝しようなこと云ってるんだ。そうだ、勝手に悪いと思ったが、携帯のナンバーを入れさせてもらった」

　真面目まじめに謝ったというのに、国領は軽く流してしまう。だが、それよりも俺はつけ加えられた言葉に目を瞠みはった。

「へ？」

「気が向いたら連れん絡らくしてくれ」

「国領……」

　当時のことを思えば自分には愛あい想そを尽つかしていてもおかしくはないのに、どうしてこんなふうに接してくれるのかわからない。

　卒業してからの数年で、わだかまりが消えたということなのだろうか？

　むしろ、お互たがいもういい歳なのだから、過去のことに拘こだわっている自分のほうがおかしいのかもしれない。

　やっぱり、俺だけが拘ってるんだろうな……。

　国領にとってみたら、若わか気げの至り程度のことなのだろう。

「藍原、時間があるならこれからメシでも食いに行かないか？」

「えっ!?」

　さらに思ってもいなかった誘いに、驚おどろきの声を上げてしまった。

　まさか、国領のほうから食事に誘ってくるなんて。何を考えているんだろう、こいつは。

　過去に何も云いわずに姿を消したような相手を怒ることなく、親しく接してくるなんてお人ひと好よしにもほどがあるんじゃないだろうか？

　こんな調子じゃ、簡単に詐さ欺ぎに引っかかってしまいそうだ。しっかりしているようで、ときどき抜ぬけていることがあったなと思い出し、余計な心配をしてしまう。

「気乗りしないなら無理にとは云わない」

「あー……えっと、そうじゃなくて、このあと予定があるんだ……」

　実はこのあと、三神さんと約束をしているのだ。昨晩、体調が戻もどったのなら一緒に食事をしようと誘われていた。

　どっちかというと気乗りしないのはその約束のほうだったが、そうも云ってはいられない。つき合うことを了りよう承しようしてしまったのは、他でもない自分なのだから。

「そうか」

「だから、ごめん……」

　ボロを出さないために、あまり一緒にいないほうがいいと考えていたくせに、いざ誘いを断るとなるとガッカリしてしまう。

「気にするな、先約があるなら仕方ない。メシは一人で食うさ」

　その簡潔な言葉にも気落ちした。

　国領は別に俺と一緒に食事がしたかったわけではないのだろう。誘ってくれたのはいまが夕方で、お互いに一人暮らしだからというだけの理由からに違ちがいない。

「そういえば、お前のとこに高校の同窓会の連絡は行っているか？」

「同窓会？」

「高三のときのクラスで集まるんだとさ。担任の寺てら田だが来年の三月で定年になるから、そんときに渡わたす記念品の相談もするとか云ってたな」

「へえ……全然知らなかった……」

　高校卒業と共に海外に行ってから、当時の同級生とは連絡を取っていなかったから、こちらの居所がわからず幹事も連絡の取りようがなかったのだろう。

　それにしても、当時の担任教師が定年だなんて、時間の流れはあっという間だ。

「来月の第一日曜なんだが、お前も行くだろ？」

「えっ…と……」

　当たり前のように問われ、口くち籠ごもる。行きたくないわけじゃないけれど、問題はこの目の前の男だ。できる限り接点をなくしたいと思っているのに、国領のほうから積極的に誘われると対処に困ってしまう。

「もうその日は予定が入ってるのか？」

「そうじゃないけど……」

「幹事は中なか島じまがやってくれてる。あいつもお前のこと気にしてたから、顔くらい出してやれ。俺が連絡しといてやるから」

　長い間連絡を取っていなかったことで気まずく感じていると思われているようだ。本心を知られるわけにもいかないため、敢あえて誤解させたままでおくことにした。

「……わかったよ」

　いま断っても、あれこれと説得されそうな気がしたため、今日のところは大人しく頷うなずいておくことにした。どうしても行きたくなければ、直前で断ればいい。

　電話で告げれば、深く追つい及きゆうされずにすむだろう。

　こっそりとそんなことを考えていると、受け取ったばかりの携帯電話が鳴り響ひびいた。

「ちょっとごめん」

　国領に断り、電話に出る。

『もしもし、藍原か？』

「三神さん。どうかなさったんですか？」

『君が出るということは、もう携帯を受け取ったんだな』

「あ、はい、ついさっき……。あの、まだ待ち合わせ時間じゃないですよね……？」

　三神さんとの待ち合わせには、まだ一時間以上ある。家に迎むかえに来てもらうことになっているのだが、いまから帰宅しても間に合うと踏ふんでいたのに、早めに着いてしまったんだろうか？

『そうじゃない。君に謝らなければならないことになったんだ』

「俺に？」

『すまない、今日の食事の予定を延期させて欲しいんだ。生あい憎にく、トラブルで急な仕事が入ってしまってね』

「トラブル!?　何があったんですか…？」

　三神さんの言葉に、驚きの声を上げる。いつでも完かん璧ぺきな彼の仕事に、急を要するトラブルが出たなんて信じられない。

『来週オープン予定の店てん舗ぽで規格ミスがあって、そこに収める予定のインテリアが中に入らなかったらしい。これから、現場に向かわなくてはならないんだ……』

「あのっ、俺に何か手伝えることはないんですか!?」

『ありがとう。でも、今回のことは私たちだけで充じゆう分ぶんだ。それより、この埋うめ合わせは後日させてくれないか？』

「それは気にしないで下さい。仕事のほうが大事ですから」

　現場の困こん惑わくぶりを考えると、自分まで気が重くなってくる。下手をしたら工事の一部やり直しで、店舗のオープンを先延ばしにしなければならない可能性だってあるのだ。

『私が気にしているんだよ。楽しみにしていたのに、本当に残念だ』

「はあ……」

　大変な事態に陥おちいっているはずなのに、彼の口調には余よ裕ゆうすら感じられる。これが経験の差というものなのだろうか？

『ところで、この間の彼はまだ傍そばにいるのかい？』

「彼…？　あ、ああ、はい」

『彼とはあまり仲よくしないようにね。君に私以外の男と二人きりになられると、嫉妬しつとで仕事が手に付かなくなりそうなんだ』

「な、何云ってるんですか！」

『それじゃあ、そういうことだから。また、夜にでも連絡する』

「ちょっ…三神さん!?」

　思わず、一方的に通話の切れた携帯電話を見つめてしまう。

　どうしてあの人は歯が浮うきそうなことを平気で口にできるんだろう？

　取引先の女性社員などにも自然に甘い台詞せりふを囁ささやいていることを考えると、生まれつきのたらしなのかもしれない。

　そのせいで女性にはかなりモテるのだが、ゲイである彼がなびくことは絶対にない。そんなところも人気のもとなんだろう。

「どうかしたのか？」

「へ？　まあ…ちょっと……」

　どっと疲つかれて肩かたを落としている俺の顔を国領が覗のぞき込んできた。ドキリとしつつ、近すぎる距離きよりを離はなそうとさりげなく後あと退じさる。

「ちょっとって顔じゃないだろう」

「仕事でトラブルがあったみたいなんだ。それで───」

「予定が流れたのか？」

「え？　あ、うん。三神さんがこれから現場に向かうって」

　どうして国領は、このあとの予定がキャンセルになったことがわかったんだろう？

　そのことが少し不思議になったけれど、気にするほどのことでもないと思い、すぐに頭の隅すみに追いやった。

「このあと、どうするんだ？」

「とりあえず、今日は帰るよ。もしかしたら、俺も呼び出されるかもしれないし」

　もしも自分の担当した設計で同じようなミスがあったとしたらと思うと、悠ゆう長ちように食事をしている気にはなれなかった。

　俺が何かの役に立つのなら、いますぐ現場に駆かけつけるのだが。

「……そうか」

「誘さそってくれたのに悪いな。よかったらまた今度声かけてくれ」

　一応、社交辞令を口にする。

　本心ではもう国領と会うつもりはなかった。こうして会っていたら、国領に惹ひかれる気持ちをきっと抑おさえきれなくなる。

「わかった。じゃあそこまで一いつ緒しよに行こう」

　国領と連れ立って、駅の外へと向かう。そして、ロータリーの前で別れようとした俺の視界の端はしに、見慣れた車が映った。

「あ」

　あれ、三神さんの車だ。視線を向けるとちょうど、助手席にスーツを着た髪かみの長い女性が乗り込むところだった。

　いまのって綾あや子こさんだよな？

　見慣れた後ろ姿は、三神さんの従姉妹いとこであり、三神設計事務所と専属契けい約やくをしているインテリアデザイナーの三神綾子さんだろう。

　多分、トラブルの件で三神さんに呼び出されたに違ちがいない。

　きっと、いつものように「従姉妹だからって人使いが荒あらいのよ！」といって文句を云いっている真っ最中だろう。

　せっかくの休日にご愁しゆう傷しよう様さまだと思っていると、隣となりの国領が何な故ぜか拳こぶしを握にぎりしめていた。

「あの男……」

「国領？」

「いいのか、藍原」

「何が」

「いま、お前も見てただろう。あの男が女を乗せていったのを」

「そりゃ、見たけど……」

　国領は何が云いたいのだろうと首を捻ひねっていて、はっとした。多分、妙みような誤解をしているのだ、きっと。

　三神さんが俺に約束のキャンセルの理由に噓うそを告げ、他の女性と会っていたのだと解かい釈しやくしたに違いない。

　つまり、三神さんが綾子さんと俺とで二ふた股またをかけていると思い込んでいるのだろう。

「あの人はいいんだ！　俺も知ってる人だし……っ」

「知ってるのか…？」

「う、うん。三神綾子さんって云って……」

　知り合いだから問題ないという意味で頷うなずいたのだが、国領はますます表情を険しくした。

「───ちょっと来い」

「なっ……何なんだよ!?」

「いいから。話がある」

　強く摑つかまれた手は振ふり解ほどくことができなかった。

　俺の言葉に国領はさらに誤解を深めてしまったようだ。もしかしたら、同じ名字ということから、綾子さんを奥おくさんだと思ったのかもしれない。

　どうにか訂てい正せいしたかったけれど、ぐいぐいと俺を引っ張っていく国領は気安く声をかけられる雰ふん囲い気きでもなかった。

　仕方ない……国領の話とやらを聞いてから、ゆっくり説明するしかない。いま何か云っても、誤解が深まるだけだろう。

　国領は基本的に聡そう明めいで優ゆう秀しゆうなのだが、それ故ゆえに思い込みの激しいところが昔からあるのだ。

　厄やつ介かいなことになってしまったと、俺はこっそりとため息をついた。










　強ごう引いんに引っ張って連れていかれたのは、先日も世話になった国領の部屋だった。道すがら、俺たちの間に会話はなく、いまも重苦しい空気が漂ただよっている。

　とにかく座れと云われ、コートを脱ぬいで畳たたんで横に置いてからローテーブルの前に正坐した。

「…………」

　いったい、どこから説明すれば誤解を解くことができるだろう？

　頭を悩なやませていると、国領も同じように上着を脱いでから俺の前に腰こしを下ろした。そして、真顔で詰つめ寄よってくる。

「───藍原。お前は自分のしていることがわかってるのか？」

「当たり前だろ」

　国領が誤解しているとは云え、意識が低いような云い方をされればこちらもカチンとくる。思わず強い口調で云い返してしまった。

「じゃあ、何であんな男とつき合ってるんだ」

「国領は誤解してるんだって！　三神さんはお前が考えてるような人じゃない」

「どうしてあいつを庇かばうんだ？　お前こそ目を覚ましたほうがいい」

「だから……っ」

　気持ちばかりが焦あせって、上手うまい説明が出てこない。もどかしさに歯は嚙がみしていると、国領はさらに詰め寄ってきた。

「お前はあの男のことが本当に好きなのか…？」

「……っ、そんなのお前には関係ないだろ」

　諦あきらめきれない想おもいを抱いだいている当人に問われ、ギクリとする。本心を悟さとられまいと、そっけなく突つき放すような云い方をしてしまう。

「都合よく遊ばれてるだけかもしれないだろう。いまのうちに考え直せ」

「関係ないって云ってんだろ！」

　思わず声を荒らげてしまった自分にはっとする。国領から逃にげてからの自分の所業が後ろめたくて、つい逆ギレしてしまった。

　……また、失敗してしまった……。

　こんなふうに云いたいわけじゃないのに。どうして、国領の前だと上手く言葉が出てこないんだろう？

　国領がこうやって諭さとしてくるのは、生来の正義感の強さから俺を心配してくれているからだと思う。早く誤解を解かなければ、ますます拗こじれるばかりだ。

　こういうとき、口の上手くない自分が恨うらめしい。海外に行っている間に自己主張の仕方はずいぶんと鍛きたえられたはずなのに、国領の前では昔のままだ。

「───関係なくはない」

「え？」

　重々しく告げられた低い声に顔を上げた瞬しゆん間かん、視界が急に暗くなった。何が起こったのか把は握あくできずに目を瞬しばたたいていると、唇くちびるが柔やわらかな何かで塞ふさがれる。

「ンっ!?　ん……んん……」

　国領にキスされているのだと気づくと同時に、頭の中が真っ白になった。何な故ぜ、どうしてと疑ぎ問もん符ふがいくつも浮うかぶけれど、その答えは出てこない。

　関係なくはないってどういう意味なんだよ！

　昔つき合ってた義理があるって云いたいのか？

　歯列を割られ、口こう腔こうにぬるりとしたものが潜もぐり込んできてようやく、俺は我に返った。

「……っ、国領！　お前、何考えてるんだよ!?」

　ドン、と国領を突き飛ばし、濡ぬれた唇を手の甲こうで拭ぬぐう。

　キツい眼まな差ざしで睨にらみつけたけれど、国領は動じることなく俺の肩かたを摑み、その場に押し倒たおしてきた。

「好きでもない相手に抱かれるくらいなら、俺だっていいだろう」

「何云って───」

「もう黙だまってろ」

「ちょっ……な……っん、く、ぅん……っ」

　国領は俺の体をのしかかるようにして押さえつけ、両りよう腕うでを拘こう束そくしたまま強引に口づけてくる。唇の隙す間きまから再び舌を捩ねじ込まれ、口の中を探さぐられた。

　キスを解こうと抗あらがうけれど、国領の力には敵かなわない。舌がざらりと擦こすれ合うたびにぞくぞくと背筋が震ふるえ、体の奥が甘く疼うずいていく。

　必死に身み動じろいでいた体から、徐じよ々じよに力が抜ぬけていった。

「んんっ……、ん、ふ……っ」

　両腕を押さえつけられたまま全すべてを奪うばい去ろうとするかのように口腔を搔かき回されて、濡れた音がくちゅくちゅといやらしく響ひびく。

　搦からめ捕とられた舌先をキツく吸い上げられると、酷ひどく感じてしまう。久しぶりのキスは、俺をあっという間に酔よわせていった。

「んっ、んぁ……っ、はっ……ぁ……」

「藍原……」

「何…で、こんな……っ」

　抵てい抗こうすることを諦め、唇を啄ついばむようにキスしてくる国領に問いかける。

「───何で？　そんなこと考えればわかるだろう」

「そ…なこと……っ、あ……ッ！」

　首筋を吸い上げられると高い声が上がり、服の上から腰こし回まわりをまさぐられれば込み上げてくる快感に身み悶もだえるしかない。

　国領は俺の問いに答えるつもりがないようだった。無言で攻せめ立ててくる男をようやく自由になった手で引き剝はがそうとしたけれど、指先は震えるばかりで力が入らない。

「や……っ、あ、だめ……あ、ぁ…っ」

　浅い呼吸を繰くり返しながら喘あえいでいると、ウエストからシャツを引き抜かれ、直接素す肌はだに触ふれられた。熱い手の平が押し当てられた瞬間、びくんっと大きく体が跳はねる。

「あ……っ」

　国領は仰のけ反らせた喉のどを甘あ嚙まがみし、歯を立てたそこに舌を這はわせる。熱く濡れた感かん触しよくは皮ひ膚ふを粟あわ立だたせ、神経を過か敏びんにした。

　腰回りを撫なでられながら首筋を吸い上げられると、腰の奥の疼きが酷くなる。体の中心がどんどん熱を持って張り詰めていくのが、自分でもよくわかった。

　やがて、羞しゆう恥ち心しんを快感が凌りよう駕がしていき、頭の中がぼうっとしてくる。

「はっ……ぁ、あ……っ」

「相変わらず感じやすいな。抱かれたくて仕方なかったみたいじゃないか。本当にあの男に可愛かわいがってもらってるのか？」

「……っ」

　明け透すけな質問に声を詰まらせていると、国領は意地の悪い笑えみを浮かべて張り詰めた股こ間かんを握にぎり込んできた。

「満足してたら、もうこんなになってないよな？」

「…っあ！　や…め……っ、ぁん！」

　昂たかぶったそこを布地越ごしに擦られる強きよう烈れつな感覚に目を瞠みはり、上う擦わずった声を上げる。しばらく他人に触さわられることなどなかったそこは、僅わずかな接せつ触しよくだけで過敏に反応してしまう。

　そんな自分が恥はずかしくて、ぎゅっと目を瞑つぶって顔を逸そらす。体の変化を知られるだけでもいたたまれないのに、感じている顔など見られたくもない。

　なのに、国領は俺の顎あごを摑つかんで向きを変えさせ、口づけてくる。喘ぐ吐と息いきを奪われ、傍ぼう若じやく無ぶ人じんに口腔を探られた。

「んん、んー…っ」

　増していく快感に、流されてはダメだと諭す理性が突き崩くずされていく。昂ぶりをさすってくる指に力が込められた瞬間、俺は熱を爆はぜさせてしまった。

　ぬめった体液で濡れた下着が気持ち悪い。遠とお離ざかりかけていた意識が俄にわかに戻もどり、羞しゆう恥ちと困こん惑わくで頭の中がいっぱいになる。

「もうイッたのか？」

「……っ」

　驚おどろきのまじった声に、カッと頰ほおが熱くなる。誰のせいでと云いいたかったけれど、唇を嚙かんで堪こらえた。好きな相手に触られて感じてしまうのは当然だけれど、そんなことを口にするわけにはいかない。

　気持ちを知られて同情されるくらいなら、淫みだらな体だと罵ののしられたほうがまだましだ。

「や……ッ!?」

「こんなに濡らして……。だいぶ溜たまってたみたいだな」

　目を瞑ったままでいたせいで、国領がウエストを緩ゆるめていたことに気づかなかった。躊躇ためらいもなく差し込まれた手で下着の中を探られる。

「あっ、やだ、やっ……ぁあ！」

　ぬるぬると擦られ、再び欲望が昂ぶってくる。先せん端たんの窪くぼみにはじわじわと体液が滲にじみ、指が動くたびに水音が立った。

「嫌いやなのに、こんなにしてるのか？」

「あ……！」

　下着ごとズボンを引き下ろされ、はしたなく勃たち上がった自身を露あらわにされた。云い逃のがれのできない状態を見せつけられ、息を吞のむ。

　混乱し、身動きの取れなくなった俺に国領が囁ささやいてきた。

「いいから素す直なおに抱かれとけ」

「……っ！」

　掠かすれた低音が鼓こ膜まくに甘く響く。傲ごう慢まんにも思えるその言葉に、俺はどうしても逆らうことができなかった。

　慈いつくしむように頰を撫でられ、唇を押し当てられる。刹那せつな、電流のようなものが走り抜け、四し肢しの力がすっかり抜け落ちた。

　国領は抗わなくなった俺の下肢から全てを取り去り、両足を左右に押し開くとその間に顔を伏ふせる。それと同時に敏びん感かんなそこに熱く濡れた感触を覚え、びくりと腰こしが大きく跳ねた。

「ぅあ……っ」

　国領は俺の昂ぶりの裏側を根本からゆっくりと舐なめ上げ、先端から口に含ふくむ。そこを軽く嚙まれ、大だい胆たんに舌を絡められると、強烈な快感に目が眩くらんだ。

　根本の膨ふくらみを指で揉もまれると、下腹部がズンと重くなる。同時に先端の窪みを舌先で抉えぐられ、体液の滲んだそこを吸い上げられると一層高い声が上がった。

「……っあ、ん、あ…ぁあ……っ」

　かぶりを振ふりながら反射的に足を閉じようとしたけれど、逆にさらに大きく開かされてしまう。思わず目を開けた俺は、自身を嬲なぶられる淫らな光景にかぁっと顔が熱くなる。

　だが、言葉にできないほどの羞恥を感じても、この快感を拒こばむことはできなかった。

「やっ…あ、あ、ぁん……っ」

　唾だ液えきと体液でべとべとに濡れた自身は、もう痛いほどに張り詰つめている。一度達したはずなのに、そこはまた欲望を放つことを望んでいた。

「も……っ、離はなし……出るっ、また、いっちゃ……っ」

「出せばいいだろう。何度でもイカせてやる」

「そ…な……っ、…っあ、ん、んぅ…っ」

　唇くちびるを当てながら喋しやべられれば、その振しん動どうすら快感に変わる。

　どうしようもない気持ちよさに腰が勝手に揺ゆれそうになるのを必死に堪えていると、絶頂を促うながすかのように強く吸い上げられた。

「だめ、あっ、あ、あ…あぁあ……っ」

　びくびくと下腹部が震え、国領の口の中に欲望を解き放ってしまった。国領は躊躇いもなく全てを飲み下し、俺の足をさらに深く折り曲げてくる。

「待っ……そこやだ、やめ……っ」

　何をされるのか察して戸と惑まどう俺にかまうことなく、後ろの窄すぼまりに舌が触れた。普ふ段だんは秘ひめた場所を執しつ拗ように舐められる耐たえがたい羞恥に泣きたくなる。

　舌を差し込まれ、中を探さぐられると、ぞわぞわと奇き妙みような感覚に襲おそわれる。国領とつき合っていた当時から、これが苦手でたまらなかった。

「ひぁ…っ、ぁん、やめっ……！」

　後ろを舐められながら濡ぬれそぼった昂ぶりを握り込まれ、ゆるゆると擦られる。同時に与あたえられる刺し激げきに、俺はひっきりなしに喘いだ。

　どんどん鋭えい敏びんになっていく神経は、いまにも焼き切れてしまいそうなくらい感じている。

　どうにかやめさせたくて国領の頭を押し返したけれど、力の入らない手では髪かみを搔かき回すことくらいしかできなかった。

「も、や……っ、あっ、だめ……っ」

　啜すすり泣きながらやめてくれと懇こん願がんすると、今度は体液にまみれた指を窄まりに強ごう引いんに押し入れられた。指を奥までぐっと突つき入れられ、昂ぶりが小さく爆ぜる。

「あ……あぁあ…っ」

　体内に埋うめ込まれた指が小刻みに揺れるたびに、喉からは甘い声が零こぼれ落ちた。

　二本、三本と指が増やされても、俺の体は違い和わ感かんなく受け入れた。それどころか、入り口は待ちわびていたと云わんばかりに柔やわらかく綻ほころび、内ない壁へきの粘ねん膜まくは蠢うごめく指を締しめつける。

「あぅ、ん……っ、ああっ」

　感じやすい場所を酷ひどく擦られ、びくんっと背中を撓しならせる。いつしか額に浮ういていた汗あせが空に散った。

　抜ぬき差しを繰り返されるうちになけなしの理性はどこかへ行き、どうにか抑おさえていたはずの腰が揺れ動く。

「ぅん……っ、は……ぁ、も…っ」

「もう何？」

「おねが……っ、い…れて……っ」

　焦じらされ、はしたなくねだる。体の奥にある熱が酷く疼うずいて、もうどうしようもない。

　ずるりと指を引き抜かれた代わりに押し当てられたのは、いまにも火傷やけどしてしまいそうに熱い塊かたまりだった。

「ン…っ、あ…あぁあ……っ」

　じわじわと満ちていくようにゆっくりと押し入ってくる熱に、思わず目を瞠る。

　本来異物を受け入れるようにはできていない狭せまい器官は、奥深くまで飲み込んだ昂ぶりをぎっちりと締めつけた。

「まだキツいな。少し緩めて」

「は……っ、あ……できな……」

　快感に麻ま痺ひした体は俺の云うことを聞いてくれない。力を抜こうとすればするほど、内壁の粘膜はひくひくと打ち震ふるえた。

「仕方ないな……」

「あ…っ！」

　そんな俺に国領は肩かたを竦すくめ、繫つながったそこをやや強引に揺さぶってくる。不規則な律動に、零れる声が一層甘くなった。

「ぁん…っ、あ、あ…っ、あ！」

　熱くて硬かたいもので中を擦こすられるのが気持ちよくてたまらない。徐じよ々じよに大きくなっていく腰の動きと強い突き上げに酷く乱れてしまう。

　感じるたびに撓る背中を掬すくい上げるように抱だきしめられ、さらに奥を抉るように穿うがたれると、頭の中までもが犯おかされているような気分になってくる。自らも腰を擦りつけるように動かし、快感を貪むさぼった。

「そこ、い……っ、すご……ぁああっ」

「ここがいいのか？」

「あぁあ…っ、ん、あ、んー…っ」

　ガクガクと揺さぶられる中で国領の顔を覗のぞき込み、同じように余よ裕ゆうのない表情をしているのを確かく認にんしてほっとする。

　熱い吐と息いきを零す唇に自分のそれを押しつけると、さらに激しいキスを返された。お互たがいに舌を絡からめ合い、溢あふれる唾液を啜る。

「んぅ……はぁ……っ、あ…国領……熱い……」

　着たままの服が汗で肌はだに貼はりついて気持ち悪い。それを訴うつたえると抱き起こされ、国領の膝ひざに跨またがるような体勢を取らされる。　>>>♥

　繫がりが一層深くなったことに耐えていると、万歳の格好で服から頭を抜かれ、上半身が露あらわになった。

「んっ」

　湿しめった肌が外気に触ふれ、一いつ瞬しゆんひやりとした冷たさを感じる。だが、背中を撫なで上げられる感かん触しよくに、すぐに体温は上じよう昇しようした。

　触れる指の心地ここちよさに目を瞑つぶっていると、不意に胸の先を指で押し潰つぶされ眉まゆ根を寄せる。両方のそれを親指で捏こねるようにされれば、痛いた痒がゆさに身み悶もだえた。

「あっ…ん、や……っ、痛っ」

「痛い？　そんなに感じるのか？」

「っあ！」

　胸の粒つぶをキツく抓つままれ、びくりと体が跳はねる。痛みを覚えるのは、国領の云いう通りそこが感じすぎてしまうからだ。

　国領は弄いじられて赤くなったそこに唇を寄せ、舌先でそっと触れてくる。濡れたもので丸く撫でられるのが、たまらなくいい。

「はっ……あ、ん…んん…っ」

　舌の上で転がされたかと思うと、今度は強く吸われる。

　そこだけでイッてしまいそうなほど感じるけれど、突き上げが緩ゆるんだことで物足りなさを覚えた俺は半ば無意識に腰を揺すってしまった。

「ぁんっ、あ…ぁ……っ」

　さっき上から穿たれていたときとは違ちがう場所が擦れ、腰こしの奥からぞくぞくと震える。控ひかえめに動いていると、国領が耳みみ朶たぶを甘あ嚙まがみしながら囁ささやいてきた。

「もっと好きに動けばいいだろう？　こっちは弄っててやるから」　>>>♥

「好きに……？」

「ああ、どこが気持ちいいんだ？」

「ん…っ、あ……あっ、あ…っ」

　おずおずと腰の動きを大きくする。やがて動きは大だい胆たんになっていき、中が抉えぐられるように腰を回すと、快感が増した。

「ね……動い…て……っ、一いつ緒しよに……っ」

　胸に搔き抱いだいた男にあさましくねだる。すると、願いはあっさりと聞き入れられ、ズンと下から突き上げられた。

　国領は膝に抱いた俺を激しく揺さぶる。もっとと譫うわ言ごとのように告げると、再び床ゆかに体を押しつけられ、体の奥を搔き回してきた。

「ぁあ…っ、あっあっ、あっ」

　初めは窮きゆう屈くつだったそこも、いまではすっかり蕩とろけ、穿つ昂たかぶりにいやらしく絡みついている。全身を支配する甘い感覚に啜り泣き、意味もなくかぶりを振ふった。

「ぁん……っ、も、いか…せて……っ」

「ああ」

　限界を訴えると、送り込まれる律動が激しさを増し、突き上げが強くなる。何度か荒あら々あらしく揺ゆさぶられ、高みへと駆かけ上る。

「ひぁ…っ、あ、あー…っ」

「……っ」

　絶頂と共に体の奥に熱いものを感じる。国領もほぼ同時に達したらしく、俺の中で自身をびくびくと震わせた。

　不意に熱が冷めていく体が心細くなる。国領に縋すがるような眼まな差ざしを向けると、優やさしく抱きしめられた。

「どうしたんだ？」

「───もっと……」

「え？」

　ぎゅっとしがみついて呟つぶやくと、国領は小さく聞き返してきた。今度はややはっきりと願いを告げた。

「もっと、して」

　それ以上問われることが厭いとわしく、俺は自分から口づける。長い間欲ほつしていた熱がいま、この腕うでの中にあるのだ。いまだけは何もかも忘れて抱かれたかった。

「んぅ…っ、ン、ん……っ」

　微かすかに戸と惑まどいを見せた国領も、すぐにキスに応こたえてくる。壊こわれてしまいそうなほどお互いを貪り合い、求め合った。

　愉ゆ悦えつに溺おぼれていく自分を諫いさめる声も頭の中でしたけれど、そんなものに耳を傾かたむける理性などとうにない。俺はただひたすらに国領の熱だけを求め、喘あえぎ続けた。
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「藍原」

「……ッ」

　突とつ然ぜん、肩を叩たたかれた俺はびくりとなり、はたと我に返る。肩に置かれたままの手を辿たどって後ろに立つ人物を確認すると、それは三神さんだった。

「精が出るな。それはあとどのくらいで一段落つくんだ？」

　パソコンの画面を指さして問われ、慌あわてて保存をかける。画面とキーボードだけに神経を張り詰つめさせていたため、他のことが疎おろそかになっていた。

　アルバイトの女の子が淹いれてくれたコーヒーもすっかり冷めてしまっている。

「最近、根を詰めて仕事をしているようだが、何かあったのか？」

「い、いえ……」

　何かしていないとこの間のことを思い出してしまいそうで、ムキになって仕事にのめり込んでいたとは云えずに口くち籠ごもる。

　仮の恋こい人びととはいえ、国領と関係を持ったことは誠実に接してくれている三神さんに対する裏切りだ。絶対に、知られるわけにはいかない。

　───実は国領に抱だかれたあの日、国領がシャワーを浴びている間にまた逃にげ出してしまった。

　どんなつもりで国領が俺を抱いたのかはわからないけど、素面しらふで顔を合わせて平然とした態度なんて取れるわけがない。

　あのときは、俺もどうかしてたのだ。

　久々の行こう為いに理性が飛んでいたからといって、あそこまで我を忘れてしまうなんて本当にどうかしていたとしか云いようがない。

　多分、過去と混同してしまっていたんだと思う。そうじゃなければ、自分から国領に行為の続きを求めるはずがない。

　正直なところ、途と中ちゆうからは完かん璧ぺきに意識が飛んでいて、結局何回したのか覚えていないのだ。

　国領の家を出たあと、まっすぐ歩くのさえ困難だったことを考えると、覚えていなくてよかったと云えるかもしれない。

　だが、数日経たったいまでも、体のあちこちに抱かれた感触が残っている。感触だけでなく、征せい服ふくの跡あともあちこちに散っており、その赤い鬱うつ血けつはなかなか消えることはなかった。

　風ふ呂ろに入るたびに目に入るそれらのせいで、国領との行為を何度も反はん芻すうすることになり、そのたびに言葉にはしがたいほどの羞しゆう恥ちにいたたまれなくなるのだ。

「もう昼休みになっていることに気がついているか？」

「え？　あ、ホントだ」

　云われてあたりを見てみると、スタッフはみんな出で払はらっていた。仕事に夢中になるあまり、周りが見えなくなっていたのだろう。

「しばらく見ていたんだが、全然気がつかないからとうとう私から声をかけてしまったよ」

「み、見てたんですかっ!?」

「ああ。真しん剣けんに仕事をしている君の顔は本当に素す敵てきだ」

「なっ……ここは事務所ですよ!?」

　さらりと告げられる甘い台詞せりふに頰ほおを赤らめる。三神さんのこういう言動にだいぶ慣れたとはいえ、面と向かって囁かれると動どう揺ようしてしまう。

「いまは君と私の二人だけだ。それに、スタッフのみんなは俺が君に首っ丈たけなのを知っているだろう？」

「だから困るんです！」

　ここのスタッフはみんな三神さんに協力的で、ことあるごとに冷やかされる。嫌いやな感じではないのだが、軽く流せない俺は毎回対応に苦心するのだ。

「それは君が可愛かわいい反応をするからだろう。みんな、君をかまいたくて仕方ないんだよ。それにそうやって困っている顔も悪くない」

「本当にもういいですから！　それより、俺に何か用があったんじゃないですか？」

　俺はとうとう音を上げた。

「ああ、これから食事に行こうと云いおうと思ってたんだ。薬やく膳ぜん料理を出してくれるいい店があるんだが、一緒にどうだ？」

「え、それってこの近くじゃないですよね…？」

　本条駅の近くにそんな店があるなんて聞いたことがない。三神さんの行動範はん囲いの広さを考えると、昼休みに往復できるような場所ではない気がする。

「車で行けばすぐだ。夕方、打ち合わせに出る時間には間に合うよ」

「でも……」

「仕事に熱心なのはいいが、この間のように根を詰めて体調を崩くずされたら困る。あのプロジェクトは君がいないと成り立たないんだからな」

「あ、ありがとうございます」

　三神さんは俺にコートを押しつけ、急せかしてくる。俺たちは慌ただしく出かけることになった。

「あのっ、事務所に鍵かぎは……」

「河こう野のに早めに帰ってくるように云ってあるから大だい丈じよう夫ぶだ」

　三神さんの愛車が停とめてある駐ちゆう車しや場じようへ行くと、ちょうど赤のジャガーから降りる女性の姿があった。

「綾子さん」

「あら、藍原くん。こんなところで会うなんて奇き遇ぐうねえ」

　彼女は俺の姿を見つけると、嬉うれしそうに歩み寄ってきた。三神さんより年上らしい彼女は、見た目年ねん齢れい不ふ詳しようだ。もちろん、正確な年齢は怖こわくて聞けない。

「相変わらず、肌はだもすべすべで羨うらやましいわ。これから、食事？」

「あ、はい」

「それなら、私と一いつ緒しよにどう？　ランチの美お味いしいお店を見つけたの。きっと口に合うと思うわ」

「は、はあ……」

　綾子さんはすぐ横にいる三神さんのことを綺き麗れいに無視して、俺にばかり話しかけてくる。

「あからさまに無視するな、綾子」

「まあ、そんなところにいたの。全然、目に入ってなかったわ」

「この間のことまだ怒おこってるのか？　デート中に呼び出して悪かったよ」

　どうやら、先日の仕事のトラブルの一件でヘソを曲げているらしい。綾子さんもプロなので仕事はきちんとこなしたのだろうが、本来のスケジュールをキャンセルさせられたことについて従兄弟である三神さんに当たっているのだろう。

　さしもの三神さんも、綾子さんにだけは頭が上がらないようだ。幼少のときから姉弟のように育ってきたという話を聞いたことがある。思い出話を聞かせてくれようとした綾子さんを三神さんが慌てて制止することも幾いく度どとなくあった。

「悪いと思うんなら、藍原くん貸してくれない？　打ち合わせの時間までに戻もどるから」

「こっちだって久々のデートなんだ。今回ばかりは譲ゆずれない」

「そうなの？」

「ええ、まあ……」

　綾子さんは驚おどろいた顔で俺を見つめてきた。俺に話を振ふられても困る。

　デートかどうかはさだかではないが、一緒に食事をするのは久しぶりのことだ。

「なぁに、案外甲か斐い性しようないのね。じゃあ、今回はいいわ。留守番しててあげる」

「そうしてくれ」

「でも、こんな男やめたほうがいいわよ？　鬱うつ陶とうしくなったら、あたしに云いなさい。追い払はらってやるから」

　綾子さんは内ない緒しよ話ばなしをするように、俺に顔を近づけて囁ささやいてくる。いったい、どう答えたらいいのやら。

　三神さんは綾子さんにも、俺たちが『試用期間』を設けていることを云っていないようだ。誰にも云わないでくれと頼たのんだのは俺のほうだけど、約束はちゃんと守ってくれているらしい。

「あ…ありがとうございます……」

「行くぞ、藍原」

「はいっ」

　耐たえきれなくなったのか、三神さんは苛いら立だった様子で急き立ててくる。三神さんのこんな顔が見られるのは綾子さんの前だけだ。

　普ふ段だんは隙すきのまったくない人だけれど、こういう面は微笑ほほえましい。込み上げてくる衝しよう動どうをこらえきれず、くすくすと笑っていると、三神さんは苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

「まったく……あいつがいると、カッコつけるのも難しいな」

「でも、そういうとこがあったほうがいいですよ」

「そうか？」

　三神さんは納なつ得とくがいかないと云わんばかりの顔をしながら、愛車の運転席に乗り込んだのだった。










「あー……間に合わなかった……」

　改札の上の電光掲けい示じ板ばんに目をやると、ちょうど乗ろうと思っていた急行電車が行ってしまったばかりだった。事務所を出るときにバタついていたのがよくなかったのだろう。

　仕方ない、次の急行を待つか……。

　この時間は急行の本数がピーク時に比べて減るため、次の急行電車が来るまで少し時間があるのだ。

　これから図面を見せにいく顧こ客きやくの家までは距離きよりにしたらそう遠くはないのだが、乗り換かえがやや面めん倒どうで意外に時間がかかる。

　だから、少し早めに行っておきたかったのだが、いまさら悔くいてもどうしようもない。

　せめて乗り換えをスムーズにしようと、ホームの後方で待っていることにした。

　階段を下りると到とう着ちやくしたばかりの各駅停車の電車が停まっていた。流れている放送によると、次の急行を待ってからの発車になるらしい。

「！」

　電車の最さい後こう尾びを目指して何気なく歩いていた俺は、向かう方向に見知った姿を見つけて息を吞のんだ。

　あれって国領だよな……？

　急行を待っている各駅停車の最後尾の車両の横で引き継つぎのようなことをしているのは、間ま違ちがいなく国領だった。俺は慌あわてて柱の陰かげに隠かくれ、驚きに高鳴り出した心臓を宥なだめる。

　どうして会いたくないやつに限って鉢はち合あわせるんだ……。

　俺は自らの不運を呪のろって歯嚙みする。

「はあ……」

　ため息も何度ついたかわからない。後こう悔かいだって、いくらしたってしたりないくらいだ。

　……だけど、わからないのは国領の気持ちだ。

　何を思って、俺にあんなことをしたんだろう？

　三神さんの車に綾子さんが乗っていったのを見て誤解し、俺が二ふた股またをかけられていると思い込んで怒っていたのだろうということは察しがつく。

　そこまでは、友人思いで正義感の強い国領らしい反応だと思う。解げせないのは、そこから先の行動だ。

　何な故ぜ、俺を無理矢理抱だこうとしたのか、それだけがどうしてもわからなかった。

　苛立ち故ゆえに極きよく端たんな行動に走ったと考えるのが、一番納得がいく。

　恥はずかしい話だけれど、国領は俺がああいった行こう為いから縁えん遠どおくなっていたことを見み抜ぬいていたようだった。淋さびしさを紛まぎらわしたくて人ひと肌はだを求めるためだけに、三神さんとつき合っていると思ったのだとしたら、一応辻つじ褄つまは合う。

『好きでもない相手に抱かれるくらいなら、俺だっていいだろう』

　たしか、あいつはそう云いっていた。

　国領は俺に三神さんとの関係をやめさせたいようだった。不ふ倫りんという社会倫理に反することをするくらいなら自分が相手をしてやると思ったのかもしれない。

　というか、他の理由が思いつかない。

　万が一、あいつが俺に好意を抱いてくれているのだとしたら───いや、それだけはないだろう。

　もしそうなら、何も云わずに海外へと逃にげた俺を許すことはできないだろう。それに、つき合っていた当時、その手の言葉は一度として聞いたことがない。

　何度考えても答えは出ず、かといって本人に問う勇気もないため、ただ思い悩なやむ毎日だった。

　本人にそれを確かめる機会がなかったわけじゃない。国領の家を飛び出してからすぐに電話がかかってきた。だが、それに出る勇気は俺にはなかった。

　それから、たびたび携けい帯たい電でん話わに着信があるけれど、ずっと無視し続けている。

　だって、何を話せばいいのかわからないじゃないか！

　気持ちを隠していることでただでさえ後ろ暗いというのに、あんなみっともない姿を見せてしまって平静など装えるはずがない。

　意識せず、接することができるようになりたいと思っていたのに、いまでは希望というより儚はかない夢だ。

　やはり、あのとき断固として拒こばんでいれば───。

　最終的に同じところに辿たどり着き、ため息をつく。

　そう簡単にあの誘ゆう惑わくを拒めていたら、苦労はしない。理由はどうあれ、好きな相手に求められて理性を保てるほど、俺はできた人間じゃないのだ。

　国領も後悔してんのかな……？

　携帯電話の留守電に入っていたメッセージには、「ごめん」と入っていた。あれはどういう意味だったのだろうか？

　元々、言葉で飾かざるタイプではないため、発言の意図がわからないときがある。短いメッセージだけでは何に対して謝っていたのか、推おし量ることはできなかった。

「ごめん、か……」

　それは俺の言葉だよな……。

　後ろめたさを感じながらも、こっそりと国領の様子を窺うかがってみた。引き継ぎのようなことはすでに終わり、手にした時刻表らしきものに目を通している。

　やっぱり、国領にはあの制服がよく似合ってる。会いたくないと思っていたくせに、きびきびと働く国領の仕事ぶりを見ることができて嬉うれしい自分も否定できず、思わず苦く笑しようした。

　制服で仕事をしている姿はいつも以上にカッコよくて思わず見み蕩とれていると、国領に近づく人影があった。

　見るからに派手な女子高生が小走りで近寄り、数人で国領を取り囲む。

「何なんだ、あれ……」

　距離があるせいで話し声は聞こえないけれど、女子高生たちがやけに盛り上がっているのは伝わってくる。そのうちの一人が何かをカバンから取り出し、国領に手て渡わたした。

　多分、あれは国領のファンみたいなものだろう。

　高校のときにもよくああやって、近くの女子高の生徒に声をかけられていたことを思い出す。

　相変わらず、モテるんだな……。

　あれだけ男前なら、それも当然だろうけど。　>>>♥

　彼女たちは差し出したそれを国領に渡すと、きゃわきゃわと囀さえずりながら国領から離はなれていく。つまり、俺のほうへと向かってきた。

「やば…っ」

　自おのずと国領の視線は俺に向けられ、驚おどろいた様子で凝ぎよう視ししてくる。しまったと思っても、もう遅おそい。

　さりげなく離れたくても、あんなにばっちり目が合ってしまっては不自然すぎる。さすがに走って逃げるわけにもいかず、つかつかと歩み寄ってくる国領を小さくなって待った。

「藍原」

「よ、よう。相変わらず人気者だな」

「そんなことはどうでもいい」

　目を逸そらしながら応こたえると、抑おさえてはいるけれど苛いら立だちを隠しきれない声で詰つめ寄よってくる。手て袋ぶくろをはめた手で強く肩かたを摑つかまれ、間近から顔を覗のぞき込むようにされて息を吞んだ。

「どうして電話に出ないんだ」

　思った通りの詰きつ問もんに、困り果てる。

「……いまは仕事中だろ、無む駄だ話してる暇ひまないんじゃないのか？」

「問題ない、これから休きゆう憩けい時じ間かんだ」

「俺は仕事中なんだよ」

「次の急行が来るまで五分はある。いいからこっちに来い」

「ちょっ、国領……！」

　問いかけをはぐらかそうとしたけれど、すぐに一いつ蹴しゆうされてしまう。そして、人目を避さけるように、無理矢理階段の陰に連れていかれた。

「体の調子はどうだ？」

「え？」

「体調を崩くずしてるとき無茶をして悪かったな。歯止めを利きかせられなくてすまなかったと思ってる」

「別に……全然、平気だし……」

　意外なことを謝られ、こっちがしどろもどろになってしまう。

　もしかして、留守電で云っていた「ごめん」はこのことだったのだろうか？

「───で、この間逃げたのはどうしてだ？」

「……っ」

　やっぱり、そのことを訊きいてくるよな……。

　どうしてと云われても、恥ずかしかったからと云うしかない。その裏に複雑な感情があるのだが、やはり一番大きな理由は羞しゆう恥ちだった。

　だけど、下手なことを云うわけにもいかず、俺は頑かたくなに黙だまり込むことしかできなかった。

「いきなり、あんなことをしてしまって反省してる。その前にすべき話があったのに、頭に血が上って自分を抑えられなかった」

「話？」

「……ここじゃ話せない。近いうち、時間を取ってくれ」

「…………」

　沈ちん黙もくを続けていると、ホームに急行電車が入ってくるという放送が流れた。時間切れの通告に、国領は小さく舌打ちする。

「同窓会は行くよな？　そのあとならかまわないだろう」

「あっ」

　そういえば、そんなものもあったっけ。

　色々思い悩むことが多くて、すっかり忘れてた……。

　当日にキャンセルすればいいと思っていたけれど、こう何度も念を押されるとそれも難しくなってしまう。

「忘れてたんじゃないだろうな？」

「いや、そういうわけじゃ……」

「中島にはもう伝えておいたからな。詳しよう細さいが書かれたハガキをお前のとこに送るって云ってたから、そろそろ届くだろ」

　時間はそれで確かく認にんしておけと云われれば、頷うなずくしかない。

「……う、うん」

　小さな声で返事をする俺の肩を引き寄せると、国領は耳元で囁ささやいてきた。

「今度こそ逃にげるなよ」

「……っ！」

　胸のうちを見み透すかされ、釘くぎを刺さされた俺は言葉を失う。

　国領はそんな俺を到とう着ちやくしたばかりの急行電車に送り出し、改札のほうへと流れていく乗客と共に去っていった。

　反論する間もなく、ドアが閉まる。ゆっくりと走り出した電車の中で、俺は途と方ほうに暮れることしかできなかった。
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　行こうか、それともやめようか───迷いながら家を出た俺は、店の前に来てまでぐるぐると思い悩なやんでいた。

　自宅に届いていた同窓会の案内が印刷されたハガキを見つめながら、小さく唸うなる。

　旧友には会いたい。いままで不義理をしたことも謝りたいし、いまどうしているのかという話もしてみたい。

　だが、このドアを潜くぐってしまったら、確実に国領に摑つかまってしまう。ケジメをつけるべきだということはわかっているけれど、まだその度胸は決まっていない。

　この優ゆう柔じゆう不ふ断だんな性格は、どうしたら直すことができるのだろう……。

「……やっぱり、帰ろう」

　中島たちには電話で謝っておこう。いまはまだ、国領に向き合う勇気が持てない。

　そう思って踵きびすを返した俺は、ドンと誰かにぶつかった。

「すみませ───」

「何やってるんだ、藍原」

「こ…国領!?」

　どうしてこう俺は間が悪いんだ……。

　こうなったら、もう腹を括くくるしかないのかもしれない。いつまでも逃げ回っていては何も解決しないだろうと自分に云いい聞かせ、ぐっと気持ちを引きしめる。

「中に入らないのか？　店はここだろう？」

「い、いま入ろうと思ってたんだよ」

　そう云って、国領に背中を向ける。気まずさに苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をしながら、店内に足を踏ふみ入れた。

　店員に同窓会のハガキを見せると、大人数用の個室に案内される。集まっている人数はまだ半分ほどだろうか？

　それでも部屋の中はすでに盛り上がっており、その賑にぎやかさに圧あつ倒とうされていると、すぐに入り口近くにいた幹事の中島がこちらに気づき、声を上げた。

「藍原!?　本当に来てくれたんだ！」

「久しぶり。ずっと連れん絡らくもしなくて悪かったな」

「本当だよ！　お前がどうしてんのか心配してたんだからな」

　忘れられていてもおかしくないのに、こうして覚えていて気にかけてくれていたことに胸が熱くなる。

　連絡を取れずにいたのは、過去を振ふり返りたくなかったからだ。あの頃ころのことを思い出すと、否いやが応でも国領のことも思い出すことになる。俺はずっとそれが怖こわかった。

　そこまで徹てつ底ていしていたというのに、まだ想おもいを捨てきれていない自分の未練がましさに呆あきれてしまう。

「何だ、国領も一いつ緒しよか。それにしても、お前ら相変わらず仲がいいな」

「へ？　いや、まあ……」

　いまも昔も仲がいいかどうかは微び妙みようなところだ。高校生のときは俺が無む理り強じいした関係だったし、いまは……前以上によくわからない。

「それより、どこ座ればいい？」

「お前らはこの辺にいとけ。女子共がお前らに会うの楽しみにしてるみたいだから」

「何だよ、それ」

「藍原と国領が来るっつったら、いきなり参加率上がったんだよ。仕事ぶっちぎっても来る！って云ってるやつもいるみたいだし。まったく、少しは俺にも気を遣つかえよなぁ」

　ぼやく様子は相変わらずだけど、今回こんなに集まったのは高校のときからムードメーカーだった彼の人ひと柄がらのお陰かげだろう。

「まあ、中島には何でも云いやすいんだろ。それより、その写真なに？」

　入り口近くの席に腰こしを下ろしながら、中島が手にしていた写真に目が留まる。問いかけた途と端たん、彼の目め尻じりが脂下やにさがった。

「よくぞ聞いてくれた！　俺に似て可愛かわいいだろ？　この間生まれたばっかなんだよ！」

「えっ、子供!?　ていうか、結けつ婚こんしてたんだ！」

　よくよく見てみれば、彼の左手の薬指には銀色に光る指輪がはめられている。結婚したことも知らなかった俺には、驚おどろきの連続だった。

「もうっ、ようやくこの話終わりそうだったのに！」

「あ、そうだったんだ、ごめん」

　さっきまで散々惚気のろけられていたらしく、周囲からうんざりとした声が上がる。彼はそんな非難をよそに、俺に手にしていた写真の束を差し出した。

「いいから聞け。その一番上の写真はな───」

　とうとうと我が子の自じ慢まんが始まる。他のみんなは聞き飽あきたといった様子だったけれど、周囲に小さな子供を持っている知り合いのいない俺にとっては興味深い話だった。

　何より、友人が幸せそうにしていることが嬉うれしい。

　中島はひとしきり写真の解説をしたあと、こっちに話を振ってきた。

「そういや、お前らはどうなんだよ？」

「どうって？」

「結婚だよ。もういい歳じゃねぇか」

「それは……」

　何気ない問いかけに、ギクリとした。

　この歳になると、結婚は身近な話題になってくる。しかし、俺には縁えんのない単語だった。

　いままで国領しか好きになってはいないけれど、女性に興味が持てないことを鑑かんがみると自分は根っからのゲイなのだろう。

　淋さびしさを紛まぎらわすためにつき合った相手も全すべて男だった。時折、父にもいい相手はいないのかと聞かれることはあったが、そういうときは大たい抵てい「仕事が忙いそがしい」と云ってごまかしてきた。

「残念ながら仕事が忙しくて、そんな余よ裕ゆうはなかったよ」

　いつもと同じ言葉でかわしつつ、俺は隣となりにいる国領が気になった。

　国領は俺と関係を持っていても、高校のとき彼女がいたこともあるからゲイというわけではないのだと思う。

　国領のようにモテる男なら、その気になればすぐに相手が見つかりそうだ。

　あまり言葉は上手うまくないけれど、よく気が利きくし優やさしいところもあるから、家庭に入ればいい夫、いい父親になるだろう。俺とは違ちがい、そういう普ふ通つうの幸せを摑つかめるはずだ。

　そう考えた途端、胸が嫌いやな感じにざらつき、喉のどの奥に何かが閊つかえているような不快感を覚えた。

「機会がなかったからな」

　国領はさらりと返していたが、中島にはその返事は物足りなかったらしく、さらにツッコんでいた。

「何云ってんだよ！　お前すげぇモテてたじゃん。彼女くらいいるんだろ？」

「いまはいない」

「ホントかよ？　信じられねぇなぁ」

　訝いぶかしがる中島に、国領は小さく笑って答える。

「本当だって」

「気になる相手とかもいないのかよ」

「……いなくはない」

　しつこく詰つめ寄よる中島に、国領はとうとう白状した。中島は国領が零こぼした言葉に即そく座ざに食いつく。

「マジで!?　誰だよ、それ」

「別にいいだろ、誰だって」

「よくねぇよ、気になるじゃねぇか！　教えろよ！　職場……は男だらけか。コンパとか行かなさそうだしなぁ、お前」

　興きよう味み津しん々しんな中島とは逆に、俺はショックを受けていた。国領に好きな相手がいてもおかしくはないということは頭では理解できるのに、動どう揺ようを禁じ得ない。

「前につき合ってたやつが忘れられないってだけだよ」

　しつこい追つい及きゆうに音を上げたと云わんばかりに零した国領に、それまで黙だまって話を聞いていた女子が口を挟はさんできた。

「ねえねえ、もしかして、それって坂本のこと？」

「え？」

　坂本というのは、俺とつき合う前に国領の彼女だった子だ。当時ファッション誌の読者モデルをしていたような背の高い美人で、国領とは誰から見てもお似合いのカップルだった。

　別れることになったのは、俺が国領につき合えと云ったからだ。そうじゃなければ、もしかしたら二人はいま頃ごろ結婚していたかもしれない。

「…………」

　俺は何てことをしてしまったんだろう。

　いくらチャンスだったからって、国領の優しさにつけ込むようなことをしたのは、やはりしてはならないことだったのかもしれない。

　俺のわがままが、あいつの幸せを奪うばってしまったのだとしたら罪深すぎる。

「違ちがうよ」

「遠えん慮りよしないでいいって！　坂本なら、いまフリーだよ。国領のこと、まだ好きらしいし……って、あ、やば。あたしが喋しやべったの内ない緒しよにしといてね、バレたら怒おこられちゃう」

「だから、そうじゃない」

「もう、またまたー。照れなくていいのに。ねえ、藍原くんもそう思うでしょ？」

「あ、ああ……」

　国領は否定しているけれど、盛り上がっている周囲は聞こうとしない。あまつさえ、俺は同意を求められ返答に困ってしまった。

　本当のところどうなのだろう？

　忘れられない相手とは、いったい誰のことなんだろう。坂本なのか、それとも俺の知らない誰かなのか。

　八年も離はなれていたのだから、知らないことはたくさんある。俺だって、あまり人には云いえないような経験をしてきた。国領にだって、そういう思い出があるはずだ。

「遅おくれてごめーん」

「あー！　やっと来た！　遅おそいよ～」

「ごめんごめん、ちょっと撮さつ影えいが長引いちゃって」

「ほら、そこ。空けてやれよ」

　気を利かせた周囲が、国領の隣の席を空ける。坂本はそれが当たり前のことのように、そこへ腰を下ろした。

　坂本は相変わらずの美人で、いまの会話を聞く限りまだモデルのような仕事を続けているようだ。本当に彼女が国領のことをいまでも好きなら、国領も満まん更ざらではないのではないだろうか。

「久しぶりだね、聖二」

「ああ」

　久しぶりという割に親しげな様子の坂本に、ますます胃のあたりがもやもやしてくる。

　不快感をごまかそうと目の前のグラスに手を伸のばしたけれど、まだ乾かん杯ぱいをしていないことに気がついた。

「何？　腹減った？」

「うん、まあ……」

　俺の様子を見ていた中島が問いかけてくる。お腹なかが空すいたわけではなかったけれど、せめて食事が始まれば黙っていても場を持たせることができると思って頷うなずいておいた。

「俺もいい加減腹減ったな。んじゃあ、もう時間だし乾杯しとくか。まだ来てないやつもいるけど、そんときにまた乾杯ってことで」

　中島はぐるりと見回し、声を上げて乾杯の音おん頭どを取る。グラスが合わせられる音があちこちで鳴なり響ひびき、座はますます盛り上がった。

　周りに合わせてビールに口をつける。胸の中にわだかまる嫌な気持ちを振ふり払はらおうと、俺はグラスを一息に飲み干した。

「ねえ、最近どうしてるの？」

「どうって、仕事だよ」

「だから、そういうことじゃなくて。聖二が仕事に一いつ生しよう懸けん命めいなのはわかってるってば！　休みの日とか何してるのかなって」

「────」

　いい雰ふん囲い気きの二人に、どんどん気持ちが沈しずんでいく。もうこの想おもいは諦あきらめなければと思っているくせに、いざとなると気になってたまらない。

　年月を経へてもなお、二人はお似合いだった。結けつ婚こんして子供を作って……彼女となら、きっと幸福な家庭を築けるに違いない。

　どうがんばっても、俺には与あたえることのできない幸せだ。

　俺には嫉妬しつとする資格なんてないのに……。

　注つぎ足したビールを再び煽あおったけれど、酩めい酊ていはほど遠い。もっと強い酒を頼たのもうかと思いかけた俺は、自分が酔よいに逃にげようとしていることに気がついた。

　どうして俺は、どこまでも意い気く地じがないんだろう。

「藍原くん、お酒強いねー。何か食べなくて平気？　こっちの取ってあげようか」

「あ、うん、ありがとう」

　気落ちしていることを悟さとられまいと無理に笑え顔がおを浮うかべると、料理を取り分けてくれていた子が頰ほおを染めた。

　ここに来ているということは同じクラスだったはずだけど、どうしても名前が思い出せない。というか、正直なところ女子のほとんどを覚えていなかった。

　本人に訊たずねるわけにもいかないから、あとで中島にこっそり聞いておこう。

「国領から聞いたんだけど、藍原はいま建築士なんだって？」

「ああ。駆かけ出しだけど」

「すごーい、どういうのを造ってるの？」

「いまは助手みたいなものだから───」

　こうして会話をしていれば気も紛まぎれるだろう。お互たがいに名めい刺しを交こう換かんし、連れん絡らく先さきを教え合う。

　食欲は少しも湧わかなかったけれど、取り分けられた料理を義務的に口に運び、無理矢理胃の中に収めていった。

　それでも、右みぎ隣どなりにいる国領のことが気になってたまらない。時折触ふれ合う肩かたに、一層意識させられてしまう。徐じよ々じよに口数が少なくなっていくのは、どうしようもなかった。

　幸い中島が喋り始めたため、聞き役に徹てつしているふりをすることができたけれど、本格的に気分が悪くなってきた。

　俺が膝ひざの上で拳こぶしを握にぎりしめて青ざめていると、国領が心配そうに顔を覗のぞき込んできた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ……ああ……」

　突とつ然ぜんの国領の顔のアップに心臓が止まりそうになる。笑って大丈夫だと返せばよかったのだろうが、動揺しきった俺は上手うまく口を動かすことができなかった。

「すまん、こいつ気分悪そうだから連れて帰る」

「ええっ、もう!?」

「こいつ病やみ上がりなんだ。悪いけど、また今度な」

　国領はそう云って自分の財さい布ふから二人ぶんの会費を抜ぬいてテーブルに置くと、腕うでを摑つかんで俺を立たせ、呼び止める声を気に留めることなく部屋の外へと引き摺ずっていく。

「え、ちょっ、ちょっと待てって……！」

　俺の制止も同級生たちの呼びかけも無視して、国領は俺を部屋の外に連れ出した。そして、レジで預けておいたコートを受け取ると、店のドアを躊躇ためらいもなく潜くぐってしまう。

　アルコールで体温の上じよう昇しようした体がひやりとした空気に包まれると、少しだけ思考がクリアになった。自覚はなかったけれど、幾いく分ぶん酔よっていたようだ。

「いきなり何なんだよ」

「……見てられなかったんだ」

「はあ？　いいから、お前は戻もどれよ。俺は一人で帰れるから」

　見てられなかったというのは、俺が具合が悪そうにしていたことを云っているのだろうか？

　気分が悪くなっていたのは、国領と坂本の仲を見せつけられていたからで体調が悪いせいではないから、国領が心配するほどのことではない。

　だけど、席を外せたのは幸いだった。あのまま二人の様子を隣となりで見ているのは辛つらかったから。

　立て替かえてもらった会費を渡わたそうと財布を探さぐると、国領は俺の手を制してきた。

「あとでいい。家まで送る」

「そこまでしてくれなくていいって！」

「また、この間みたいに電車の中で倒たおれられたら困る」

「う……」

　それを云われると弱い。この間も平気だろうと思っていて、意識を失ってしまったのだ。もしものときを考えると、大丈夫だと自信を持って告げることはできなかった。

「それに、お前とは話があるからな」

　有う無むを云いわせない強い口調に、俺は押し黙だまる。

　さっき、腹を括くくっただろうと自分自身に云い聞かせながら、国領に諾だく々だくと従うことにした。










　気まずさを拭ぬぐえないまま、帰き途とに就く。いつもは足早になる冷え冷えとした夜道も、今日ばかりは隣を歩く国領に意識が向いてしまい、寒さが気になることはなかった。

　あまり会話もないまま、家に辿たどり着いた。

「あ……っと、体冷えただろ？　何か飲んでくか？」

「いいのか？」

「まあ、大したものは出せないけど。……てきとうに座ってて」

　部屋の鍵かぎを開け、国領を中に招き入れる。室内を手早く片づけ、暖だん房ぼうを入れてからちらりと国領の様子を窺うかがった。

　何か、変な感じだな……。

　自分の部屋に国領がいることが信じられず、否いや応おうなく心臓が高鳴り出す。いったいいつになったら、緊きん張ちようせずにいられるんだろう？

「あ、何飲む？　お茶とコーヒーしかないけど」

「じゃあ、コーヒーを頼む」

「わかった。ちょっと待ってて」

　やかんを火にかけながら、ドリップの用意をする。だが、向こうにいる国領のことが気になって、手元が注意散さん漫まんになってしまう。

「うわ！」

　コーヒーの袋ふくろを取り落としてしまい、キッチンの上に粉が散る。焦あせってかき集めていると、今度はやかんの湯が沸ふつ騰とうし、甲かん高だかい音を鳴り響かせた。

「あちっ」

　慌あわてて手を伸のばした俺は噴ふき上がる蒸気に触れてしまい、指先を火傷やけどする。何度も声を上げていたため、国領が様子を見に来てしまった。

「おい、大丈夫か？」

「だ、大丈夫だから！　もうちょっと待っててくれ」

　こんなんじゃ、コーヒーすらまともに淹いれられないようで情けない。

　これでも、父と海外に行っていた間は俺が家事を一手に引き受けており、料理もそこそこできるようになっているのだが。

　名めい誉よ挽ばん回かいとばかりにやかんに再度手を伸ばしたところで、自分の失態が恥はずかしくて隠かくしていた手を目め敏ざとく見み咎とがめられてしまった。

　湯気に触れた指先が見事に赤くなっている。

「その手、どうしたんだ？」

「いま、ちょっと湯気に触さわっちゃって……。あ、でも、もう火も止めたし問題ないから」

「バカ云え、赤くなってるじゃないか！　ちゃんと冷やしたのか？」

「いや、まだ───」

「ったく！　貸してみろ」

「わっ」

　苛いら立だった様子の国領に強ごう引いんに手首を摑まれ、流しのところまで引っ張られたかと思うと、勢いよく水をかけられる。

「冷た……っ」

　その冷たさに俺は、思わず小さく悲鳴を上げた。勢いよく流れていく水は、どんどん熱を奪うばっていく。

「冷たくしてるんだ。火傷したらすぐに冷やせ。あとが残るぞ」

「大おお袈げ裟さだな……。別に残っても気にするほどのことじゃないって」

「俺が嫌いやなんだ」

「え？」

「いいからしばらくこうしてろ。薬は置いてあるか？」

「ああ、うん、テレビの下に救急箱が……」

　国領はすぐに救急箱を持ってくる。そして、痛くなるほどに冷やした俺の指の水気を拭ふき取り、軟なん膏こうを塗ぬって絆ばん創そう膏こうを貼はってくれた。

　その真しん剣けんな表情に、つい見み蕩とれてしまう。ずきりと甘く痛む胸に、自らの恋こい心ごころを思い知らされた。

　本当にこいつは優やさしいんだよな。こんなふうに甲かい斐甲斐がいしく世話を焼いてくるから、つい自分の都合のいいように誤解したくなるんだ。

　でも、いつまでもそうやって甘えているわけにはいかない。

「その……悪かったな」

　帰途、ずっと云おうと思っていた言葉をようやく口にする。絞しぼり出すようにして謝ると、国領は訝いぶかしげな表情を浮うかべた。

「何だ、いまさら。別に気にするな」

「本当にごめん」

「藍原？」

　絆創膏を貼ってもらった指が、小さく震ふるえる。何を云っているんだと問いたげな国領に、怯ひるみそうになる気持ちを奮い立たせ言葉を続けた。

「お前の気持ちも考えずに甘えて悪かったと思ってる。八年前も、この間も……」

「……何？」

「もう、会うのはよそう。俺たちは一いつ緒しよにいるべきじゃないんだ」

　傍そばにいたら、また甘えてしまう。そして、国領だって性格上、俺のことを放っておけないだろう。俺がいることで、国領は普ふ通つうの幸せから遠とお離ざかっていってしまう。

「何を云ってるんだ？」

「ごめん」

「お前に俺の気持ちがわかるのか!?」

「国領───」

　声こわ音ねの変化に顔を上げると、嚙かみつくようにキスされた。強引で乱暴な口づけに頭の中が一いつ瞬しゆん真っ白になる。　>>>♥

「んく、んんん……っ」

　捩ねじ込まれた舌が口こう腔こうを傍ぼう若じやく無ぶ人じんに搔かき回す。舌が触ふれ合うとぞくぞくと背筋がわななき、体から力が抜ぬけていく。

　腰こしを引き寄せられると、キスはもっと深くなった。

「ん…んぅ、ん……っ」

　搦からめ捕とられた舌がいいように嬲なぶられ、じんと痺しびれる。鼻に抜けていく声は甘ったるく、自分のものではないみたいだ。

　濃のう厚こうな口づけに流されそうになった意識を理性で引き止め、渾こん身しんの力で国領を引き剝はがした。

「…っや、だ……！」

「……ッ!?」

「あ……ごめ……」

　夢中だったせいで爪つめが引っかかってしまったらしく、国領の頰ほおに赤い線が走っていた。

「いや……俺のほうこそ悪かった。お前のことになると、すぐに頭に血が上る」

「え？」

　自己嫌けん悪おに満ちた声。悔くやむようなその表情に俺は視線が釘くぎづけになる。

　ドクン、ドクンと緊張に心臓を高鳴らせていると、国領はまっすぐ俺の目を見ながら告げてきた。

「俺はお前とやり直したいんだ」

「……は？」

　いま、何て云った……？

　やり直したいって、そう云わなかったか？

　告げられた言葉が信じられず、聞き間ま違ちがいだったのではないかと思ってしまう。

「お前が姿を消してから、ずっとそう思ってた。もう一度、初めからやり直したいって」

「で、でも、お前、あのときのことは何にも───」

　どういうことなのか、さっぱり理解できない。

　あのときの理由を訊きいてこようともしないし、過去のことは何も引き摺ずってはいないと云いわんばかりの顔をしていたくせに、いまさら何を云い出してるんだ？

　予想外の国領の告白に、頭がついていかない。俺は混乱し、視線をうろうろと泳がせる。

「そりゃ、初めは怒おこったよ。いや、お前と再会するまでずっと怒ってた。恋こい人びとが何も云わずに姿を消したら、誰だってショックを受けるだろう？」

「……っ」

「どうして何も云ってくれなかったのか、藍原にとって俺はその程度の人間だったのかって落ち込んだし、何がいけなかったのかって散々悩なやんだ」

「国領……」

「だけど、お前に会ってあんなことを聞いたら、怒いかりなんてどこかへいった。お前にも思うところがあったんだろう？　だから、あのときのことを聞くつもりはない。そんなことに時間を割さくよりも、俺たちはもっと他ほかの話をするべきだ」

　つまり、さっき中島に忘れられない相手がいると云っていたのは、俺のことだったのか？

　でも、まさかそんなこと───。

　困こん惑わくし、黙だまり込んでいると不意に力強く抱だきしめられた。

「……っ！」

「俺はあの男よりもお前を幸せにできる。お前が傷つくのは見たくないんだ」

　温かい腕うでの中。ずっと、欲しくてたまらなかったものだ。

　だけど、俺は本当にこれを受け入れてしまってもいいのだろうか？

　これが高校生のときなら、素す直なおに喜べたかもしれない。だけど、大人には様々なしがらみがある。世せ間けん体ていや常識を考えると、悩まずにはいられなかった。

「……考えさせてくれ」

　ようやく絞り出した声は、細かく震えている。

　そっと国領の腕から抜け出したけれど、その顔を見上げることはできなかった。
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　……どうしたらいいんだろう……。

　あまりのことに、昨日は一いつ睡すいもできなかった。いまも国領に云われた言葉が頭の中に響ひびいている。

『俺はお前とやり直したいんだ』

　まさか、国領があんなことを云ってくるなんて。

　本気なのか、あいつは。いや、冗じよう談だんや噓うそを云うようなやつじゃないことは俺自身、よくわかってる。だからこそ、困惑しているのだ。

　国領は、俺が何も云わずにいなくなったことがショックだったと云っていた。つまり、あんな別れ方をしたから、未練が残ってしまったんじゃないだろうか？

　あいつが俺を好きなのだと考えるよりも、情と未練を恋れん愛あい感情と取り違ちがえているのだと考えたほうが納なつ得とくがいく。

「……はあ……」

　頭を抱かかえてため息をついていると、急に肩かたを叩たたかれた。驚おどろいて、はっと振ふり返るとやはりそこには三神さんが立っていた。

「今度はどうしたんだ。全然、仕事が手についていないみたいじゃないか」

「す、すみません！」

　そうだ、いまは勤務中なんだ。プライベートを持ち込むべきではない。

「ちょっとこっちにおいで。いい茶葉をもらったんだ。美お味いしい紅茶を淹いれてあげるから」

「え、でも、仕事中───」

「これは命令だ。スタッフのメンタルケアをするのも雇こ用よう者しやの義務だからね」

「はい……」

　三神さんは有う無むを云わせず、俺を会議室へと連れていく。そこにはすでにティーセットが用意されており、芳かんばしい香かおりを立てていた。

　三神さんはポットから青磁のカップに紅茶を注ぎながら、優やさしい声で語りかけてくる。

「ここなら、他の子たちには話も聞かれない。悩みごとがあるなら、話してごらん」

「…………」

「私では頼たよりにはならないかい？」

「そういうわけじゃないんです……。これは、俺の問題だから……」

　俺は自分に云い聞かせるように呟つぶやく。

　それに俺はいま、この人とつき合っているのだ。期間限定とはいえ、他の男のことで頭を悩ませているなんて知られるわけにはいかない。

「私のことで思い悩んでいるのなら、正直に云ってくれ」

「そうじゃありません。そうじゃ、ないんです」

「だったら、愚ぐ痴ちくらい聞かせてくれてもいいだろう？」

　何度も優しい声をかけられ、気持ちが揺ゆらぐ。だが、甘えてしまいそうになるのを必死にこらえた。

「───すみません」

「まったく、君は頑がん固こだな。そういうところも個人的には好ましいんだが、仕事に支障を出さないようにしてくれよ。君もウチの戦力なんだからね」

「はい」

　三神さんは経営者の顔に戻もどって釘を刺さしてくる。俺は自身の甘さを改めて反省し、気持ちを引きしめた。

　自分の問題だと云いきるなら、プライベートを仕事に持ち込むべきではない。

　頑かたくなな俺に、三神さんが温かいうちにと紅茶を勧すすめてくる。云われて口に運んだ紅茶は、本当に美味しくて、ほっとすることができた。

　ゆっくりと味わっていると、ポケットに入れっぱなしにしていた携けい帯たい電でん話わが震ふるえ出した。

「ん？　私のではないみたいだな」

　三神さんは胸ポケットを触さわり、震えているのが自分の携帯電話ではないことを確かく認にんする。俺は慌あわてて自分のものを取り出し、画面を開いた。

　液えき晶しよう画面に表示された電話番号は、見知らぬものだった。

「すみませんっ、すぐに切りますから！」

「いいから出なさい。仕事の電話かもしれないだろう」

「は、はい……」

　おずおずと通話ボタンを押し、携帯電話を耳に押し当てる。スピーカーから聞こえてきたのは、意外にも女性の声だった。

『もしもし、藍原くん？』

「えっと…どちらさまですか？」

　本気で誰なのかわからず、聞き返してしまう。

『坂本だけど、あたしのことわかるよね？』

「坂本？　でも、何でこの番号……」

　同窓会のとき、他の人には番号を教えたけれど、坂本には名めい刺しを渡わたしていなかったはずだ。不思議に思って問うと、答えは簡単だった。

『美み佳かに教えてもらったの。勝手にごめんね。大事な話があったから……』

「大事な話？　何かあったの？」

　話が長くなりそうだったので、三神さんに頭を下げつつ声を潜ひそめる。

『実はね、藍原くんにお願いがあるの。いまでも聖二と仲いいみたいだから』

「え？」

　出てきた国領の名前にドキリとする。動どう揺ようを悟さとられないように、震えそうになる手を膝ひざの上で拳こぶしにした。

『あのね、都合のいいときでいいから飲み会のセッティングしてくれないかなぁって思って。メンバーはできたらあたしと美佳と藍原くんと聖二の四人で。ほら、あいつも藍原くんがいれば出てくるでしょ？　本当は二人きりがいいんだけど……』

　どうして、自分がそんなことをしなければならないのか。悪いけど…と断ろうとしたけれど、その前に云いわれた言葉に黙らされてしまう。

『ほら、この間はゆっくり話す暇ひまもなかったじゃない？』

「う……そうだったね……」

　青い顔をしていた俺を国領が連れ出してしまい、二人で中座することになってしまったのだ。それまで国領と会話を弾はずませていた坂本には、それが不満だったんだろう。

　本音ではもちろん断りたかったけれど、暗にお前のせいだと云われているようで、無下にはできなかった。

『あたしね、ずっと聖二と別れたことを後こう悔かいしてた。彼女がいるなら仕方ないと思ってたけど、いまフリーだって聞いてがんばることにしたの。チャンスがあるなら諦あきらめたくない。……だって、あいつのことまだ好きなんだもん』

「…………」

『お願い！　協力して！』

　熱い想おもいを切々と語られ、何も云えなくなる。彼女の言葉が、自分の気持ちと重なってしまったのだ。

「……わかった。いつなら、都合がいいんだ？」

　ため息まじりに告げると、弾んだ声が返ってきた。

『ホントに!?　ありがとう、藍原くん！　あたしはいつでもいいよ。聖二の都合に合わせてくれればいいから』

「じゃあ、あいつに聞いとくから。連れん絡らくはこの番号にかければいいの？」

　俺の都合はどうでもいいのかと嫌いや味みの一つも云えない八方美人な自分にため息が出る。昔も、この性格で追い詰つめられたくせに、未いまだに直すことができていない。

　これまでに気が小さくて捻ひねくれもので意地っ張りな自分自身を曝さらけ出すことができたのは、家族と国領の前だけだ。

『あ、そういえば具合はどう？　あのあと、平気だった？』

　電話を切る前、ついでのように訊きかれ苦く笑しようする。一番の問題が片づいてようやく思い出してくれたのだろう。

「ああ、平気だったよ。風か邪ぜが治りきってなかっただけみたいだから」

『そう、よかった。それじゃ、お願いね』

　嬉き々きとしながら、坂本は電話を切る。

　これでよかったんだ───そう思いながら、俺は携帯電話を握にぎりしめる。胸に広がる不快感をこらえようと、ぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめた。

　やっぱり、あいつには幸せになって欲しい。

　どう考えたって男の俺とつき合うよりも、坂本とつき合うほうが自然に決まってる。女性に興味が持てないわけではないのに、男である自分を相手にする必要なんてない。

　普ふ通つうの幸せが摑つかめるのに、敢あえて荊いばらの道を選ぶなんて愚おろかなことだ。

「藍原、もういいのか？」

「あ、はい、失礼しました」

　壊こわれてしまいそうなほど強く携帯電話を握りしめていると、三神さんがさりげなく声をかけてきた。

　すっかり、三神さんの存在を忘れていた俺は慌てて居住まいを正し、強こわ張ばっていた表情も無理矢理笑えみを浮うかべて取り繕つくろった。

「紅茶が冷めてしまったね。新しいのを淹いれ直そう」

「いえっ、これで充じゆう分ぶんです」

　すっかり温ぬるくなってしまった紅茶に手を伸のばそうとしたけれど、さっと奪うばわれてしまう。

　三神さんは冷めた中身を空になっていたカップに移し、まだ温かいポットの紅茶を注ぎ入れてくれた。

「私は戻るが、君はゆっくり飲んでおいで。一息したら仕事に戻るように」

「あ…ありがとうございます……」

　三神さんは俺に柔やわらかく微笑ほほえみかけ、そして会議室をあとにした。余よ裕ゆうのない俺の様子を察し、一人にしてくれたのだろう。

　無む償しようで与あたえられる優やさしさに、ずきりと胸が痛む。

　どうして、俺が好きな人はあの人じゃないんだろう。彼を好きになれたのなら、こんなふうに苦しむことなんてないのに。

「……国領……」

　無意識に呟つぶやいた名前の響ひびきに、胸の奥が熱くなる。

　あの日、再会なんてしなければよかった。助けの手を振ふり払はらえていれば、会わずにすんだかもしれない。そうしたら、せめて忘れたふりくらいしていられたんだ。

　後悔してももう遅おそいけれど、残ざん酷こくな運命のイタズラを恨うらまずにはいられなかった。










「…………」

　帰宅してから俺はずっと携帯電話を見つめ続けていた。坂本に頼たのまれた飲み会の話を国領にするためだ。

　電話をするだけなのだから、さっさとすませてしまえばいいのだが、なかなかかける度胸が出ない。

　多分、正直に坂本のことを話しても、すんなりと承しよう諾だくしてはくれないだろう。国領を呼び出すには、それなりの理由が必要だ。

「……よし」

　ようやく覚かく悟ごを決めた俺は国領のナンバーを呼び出し、躊躇ためらう指で通話ボタンを押す。何度かの呼び出し音のあと、国領は珍めずらしく慌あわてた様子で電話に出た。

『藍原…！』

「あ……俺、だけど……いま平気か？」

『ああ、大だい丈じよう夫ぶだ』

　俺も緊きん張ちようしているけれど、国領の声も心なしか強張っている気がする。この間の返事の電話だと思っているのかもしれない。

　俺は罪悪感を押し隠かくしながら、用件を告げた。

「話が…あるんだ。その…会って話をしたいから、時間を作ってくれないか？」

『わかった。いつがいい？』

「お前に合わせるよ」

『藍原は週末のほうがいいんだよな。そうだな……今週の金曜なら明けの日だから、夜は空いてる』

　トントン拍びよう子しに予定が決まる。心の奥底で申し出を断ってくれたらと思っている自分がいることに気づいていたけれど、気づかぬふりをする。

「じゃあ、その日に。場所はあとでメールしておくから」

　できるだけ明るく喋しやべったつもりだったけれど、国領は違い和わ感かんを覚えたらしく問いかけてくる。

『お前、声が変じゃないか？　また体調崩くずしたんじゃないだろうな』

「別に何もないって。会議でいっぱい喋ったからかも。それじゃ、俺これから風ふ呂ろ入るから」

『藍原───』

　痛いところを追つい及きゆうされないように、忙せわしなく電話を切った。

　国領を騙だましていることにちくちくと痛む胸をぎゅっと摑む。これでいいんだと自分に云い聞かせるけれど、重苦しい気持ちは拭ぬぐうことができなかった。
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　金曜日の夜、俺は自宅にいた。

　約束の時間はとっくに過ぎている。遅ち刻こくではない。元々行くつもりがなかったのだ。

　いま頃ごろ、あいつは坂本とどんな話をしているんだろう？

　上手うまくいくことを祈いのりながらも、虚むなしい気持ちはごまかしようがなかった。

　ベッドに横たわったまま、何気なく携けい帯たい電でん話わに手を伸ばす。時間を見ようとしたのだが、その瞬しゆん間かん、携帯電話が鳴り出した。

「！」

　驚おどろきに取り落としそうになったけれど、すんでのところで握り直す。かけてきていたのは案の定、国領だった。

「も…もしもし……」

『藍原？　お前、どこにいるんだ。待ち合わせ時間はとっくに過ぎてるぞ。それに何でここに坂本がいるんだ？』

「あー…ええと、坂本がお前に会いたいって云いうからさ。俺は急な仕事が入ったから、あとよろしく頼む」

　できる限り、さばさばとした口調で告げる。電話の向こうの国領は、珍しく怒いかりをこらえきれないといった様子だった。

『頼むって何考えてるんだ！』

「じゃあな」

『おい！　藍───』

　呼び止める国領の声を無視して、通話を切った。

　今日の計画は国領と坂本を二人きりにすることだ。美佳にもそう云ってある。

　以前つき合っていたのだから、二人でじっくり話せば直にいい雰ふん囲い気きになるだろう。

　携帯電話にはすぐに国領からの着信が入る。けれど、俺はそれを無視してベッドに倒たおれ込んだ。一いつ旦たんは途と切ぎれる着信音もすぐにまた鳴り響き出す。その繰くり返しに俺は耳を塞ふさいだ。

　これでよかったんだ。俺は間ま違ちがってない。

　頭の中で呪じゆ文もんのように何度も自分に云い聞かせる。やがて、着信音も途切れ、静かになった。

　早く鳴り止やんでくれと思っていたくせに、鳴らなくなると寂せき寥りよう感かんが込み上げてくる。いくら国領でも、こんな騙し討うちのようなことをすれば愛あい想そを尽つかすだろう。

　苦い気持ちを嚙かみしめていると、部屋のチャイムが鳴らされた。

「こんな時間に何だ…？」

　宅配便か何かだろうか。そう思って玄げん関かんを開けた俺は、そこに立っていた人物に目を瞠みはった。

「三神さん…！　どうかしたんですか？」

　退社するとき何も云っていなかったし、メールだってもらってはいないはずだ。三神さんがこういう突とつ然ぜんの行動を起こすことはあまりないから、驚いてしまった。

「急に君の顔が見たくなったんだ。いま、いいかい？」

　にこやかに告げられ、つられるようにして返事してしまう。

「え、ええ。あ、どうぞ。狭せまい部屋ですけど……」

　招き入れてから部屋が少し散らかっていることを思い出したけれど、いまさらどうしようもない。

「何か飲みますか？」

「いや、いいよ。持ってきたから」

「え？」

「いいワインを手に入れたから、君と飲もうと思ってね。つまみも用意してきたから、グラスと皿だけ出してもらえるかな」

「は、はい」

　三神さんのこういうところはさすがだ。

　つまみを盛る皿はともかく、ワイングラスがあっただろうか？

　戸と棚だなを探していてようやく、それらしいものを見つけた。

　箱に入ったまましまい込まれていたのは、前の会社の同どう僚りようの結けつ婚こん式しきに出たときに引き出物でもらったペアのシャンパンフルートだ。

　ワイン用ではないけれど、普ふ通つうのグラスに注つぐよりはいいだろう。

「こんなのしかないですけど……」

「ああ、充じゆう分ぶんだよ」

　洗って持っていくと、あらかじめ開けておいてくれたワインを注いでくれる。

　駅の地下で買ってきたらしいサラダやチーズがセンスよく皿に盛りつけられると、それまでは何も食べる気になれなかった俺の食欲を少しだけ誘さそう。

「じゃあ、乾かん杯ぱい」

「か、乾杯」

　合わせられたシャンパンフルートがカチンと音を立てる。

　あまり赤ワインは得意ではないのだが、口に含ふくんだそれは芳ほう醇じゆんで飲みやすかった。

「美お味いしい……」

「だろう？　君の口に合うと思ったんだ」

「ありがとうございます。でも、本当にどうしたんですか、今日は」

「云っただろう？　君の顔が見たくなったって」

「俺の顔なんて見てもつまらないですよ」

　三神さんの言葉を苦く笑しようしながら否定する。

　とくにいまは辛しん気きくさい顔をしているはずだ。わざわざ見に来るような価値もない。

「そんなことない、充じゆう分ぶん魅み力りよく的てきだ。最近の物もの憂うげな顔も悪くないしね。だが、私としては気にかかっているのもまた事実だ。このところ思い悩なやんでいたようだけど、何かあったのかい？」

「…………」

　やはり、三神さんは俺を気にかけて、顔を出してくれたようだ。仕事に支障を出さないようにはしていたけれど、食が細くなっていたことは隠かくしきれなかった。

　また心配をかけてしまったのかと自責の念に駆かられる。

「当ててみようか」

「え？」

「───あの彼に何か云われたんじゃないのか？」

「……ッ!!」

「図星か。まったく、油断も隙すきもない……。彼とはあまり仲よくしないようにと云っただろう？」

「すみません……」

　悄しよう然ぜんと謝ると、三神さんは小さく噴ふき出した。

「君が謝ることはないんだよ、これは私の八つ当たりだからね。まだ正式につき合っているわけじゃないんだから、君は開き直っていればいいんだ」

「はあ」

「だけど、そろそろ私も本気にならせてもらおうかと思ってね」

「本気って───ん……っ!?」

　何を云い出すのかと目を瞬しばたたかせていた俺に、三神さんは無理矢理口づけてくる。突然のことに驚き、固まってしまった。

　触ふれるだけのそれはすぐに離はなれていったけれど、俺は固まったまま何も反応することができない。

「み…三神さん……？」

「君には少し強ごう引いんにしたほうがいいということがわかってきた。頑がん固こなところもあるが、意外と押しに弱いようだからね」

　小難しい顔で滔とう々とうと語っていたかと思うと、自然な所作で俺を押し倒してくる。

「え？　え？？？」

「私のものになってしまいなさい。私なら、君をそんなふうに苦しませるようなことは絶対にしないと約束する」

「ちょっ…待って下さい！」

「悪いが、もう待たないことにしたんだ。君があの男を忘れられないというのなら、それでいい。気持ちの整理がつくまで私を利用してくれればいいんだ」

　三神さんは俺の体に手を這はわせながら、囁ささやき続ける。甘い言葉によろめきそうになるけれど、俺は必死にかぶりを振ふった。

「ダメ…です……そんなこと、できません……っ」

「流されてしまったほうが楽なときもある」

「三神さん……やめ……っ」

　どうにかやめさせようともがくけれど、三神さんは見た目以上に力が強い。

　力で抵てい抗こうするよりも、言葉で説得したほうがいいかもしれない。そう思い、何と云いおうか考えていると、ドアのほうから物音が聞こえてきた。

　押さえ込まれたまま視線だけをそちらに向けた俺は、またもや心臓が飛び出てしまいそうなほど驚おどろいた。

「国領……！　何でここに!?」

「……っ」　>>>♥

　国領はショックを受けた表情を浮うかべていた。俺の問いかけに答えることなく、踵きびすを返して去っていく。

　あいつはこの時間、坂本と一いつ緒しよに過ごしているはずだ。

　なのに、どうしてこんなところに……。

「彼と約束をしていた……わけじゃなさそうだな、その様子だと」

　動どう揺ようを隠せない俺に、三神さんはやれやれといった様子で体をどけてくれた。俺はのろのろと体を起こし、混乱した頭の中を整理する。

　国領がいまここにいたということは、坂本は放ってきたということだろうか？

　時間を考えると、鳴り続けていた携けい帯たい電でん話わの着信音が途切れてからすぐに、こちらへ向かってきたに違ちがいない。

　そのとき、携帯電話が鳴り出し、ドキリと心臓が大きく跳はねる。恐おそる恐る手を伸のばして表示を確かく認にんすると、坂本からだった。

　躊躇ためらいつつ、ことの経けい緯いを知りたくて電話に出る。

「……はい、藍原です」

『もしもし、藍原くん？　いま、いい？』

「あ…ああ。どうかしたの？」

　たったいま、国領がウチに来たとは云えず、何も知らないふりをしてしまう。国領が何かしら云い訳をして帰ってきていたのなら、余計なことを云うわけにはいかない。

　それにしても、どことなく声に覇は気きがない。今日の打ち合わせをしていたときの浮かれた様子が、まるで噓うそのようだ。

『……あのね、振られちゃった。協力してもらったから、一応、報告しとこうかと思って』

「え？」

　前置きもなしに告げられた内容に、言葉を失う。坂本はそんな俺にかまうことなく、一人喋しやべり続けた。

『今日は二人だけだってわかったら、あいつ機き嫌げん悪くしちゃってね。仕方ないから、その場で理由を云ったの。あたしが協力してくれるように藍原くんに頼たのんだんだって。流れで告白することになったんだけど、見事玉ぎよく砕さい』

「そっか……」

　わざとさばさばと喋ってはいるけれど、坂本の声が心なしか元気がないような気がしたのは、そういう理由からだったのだろう。

『あいつ、ずっと好きな人がいるんだって。見込みなさそうだけど、好きでいることはやめるつもりはないって云ってた。協力してくれたのに、ごめんね』

「う、ううん、俺は別に……」

『藍原くんにもホント迷めい惑わくかけちゃったよね。噓ついて呼び出したこと怒おこってたみたいだから、あとが大変かなって……』

「あ、うん、気にしないでいいよ。多分、大だい丈じよう夫ぶだから」

　友人関係にヒビが入りはしないだろうかと心配してくれているようだ。多分、そのことを告げるために電話をかけてきてくれたのだろう。

　何度も謝る坂本を宥なだめて通話を切った俺は、呆ぼう然ぜんとなった。

　国領のためにと思ってしたことだったけれど、逆に怒らせてしまったらしい。

　……いや、そうじゃない。

　あいつの幸せのためにと云いながら、本当は自分が正面から向き合うことができなかっただけなのだ。世せ間けん体ていや常識ばかりに囚とらわれて、肝かん心じんの気持ちを汲くもうとしなかった。

「────」

　俺は何てことをしてしまったんだろう。

　いい加減、国領も俺に愛あい想そを尽つかしたに違いない。あいつの真しん摯しな気持ちを踏ふみにじってしまったのだから。

　……謝らないと。

　そうは思っても、体が動かない。いまさら、謝る資格なんて俺にあるのかと自問してしまう。

「追いかけないのかい？」

「え？」

「迷っているなら、行動したほうがいい。何もしないで後こう悔かいするより、何かして後悔したほうがいいだろう？　彼と話して、はっきり答えを出しておいで」

「三神さん……」

　迷いを見み抜ぬいた三神さんの言葉に、俺は何も返せなかった。

　そんな俺に彼はなおも優やさしく声をかけてくれる。

「私のことは気にしないでいい。君はもっと自分に素す直なおになりなさい」

「……っ」

　俺は三神さんの言葉に弾はじかれたように立ち上がる。部屋を飛び出そうとして、一いつ旦たん足を止め、深く頭を下げた。

　マンションを出て、国領の姿を捜す。

　これだけ時間が経たってしまっていては国領を摑つかまえることは難しいかもしれない。それでも、俺は諦あきらめたくなかった。

　とりあえず、駅の方向へと足を向ける。小走りに進み、大通りに出たところで見覚えのある背中を見つけた。

「国領！」

　全力疾しつ走そうで追いついた俺は、最後の力を振り絞しぼって大声で呼び止める。

　国領はぴたりと足を止め、それからゆっくりと振り返った。

「……何しに来たんだ。俺を笑いに来たのか？」

「話を、聞いて欲しいんだ」

　息を切らせながら、言葉を紡つむぐ。けれど、国領の表情は険しいままだった。

「いまさら、何を話すって云うんだ？」

「……謝りたいんだ。それこそ、いまさら許してはもらえないとは思うけど……」

「何に対して？　俺の気持ちを知ってて他のやつを宛あてがおうとするなんて、そんなに俺が邪じや魔まだったってことだろう？」

「違ちがう！　そうじゃない……っ」

　俺は必死にかぶりを振ふる。わかって欲しいだなんておこがましいけれど、一つだけどうしても伝えておきたいことがあった。

「だったら、どうだって云うんだ」

「俺は……お前に幸せになって欲しかったんだ……」

　もちろん、いまでもそう思ってることに変わりはない。だけど、それを云い訳にして逃にげている自分もいた。

「お前はゲイじゃないだろ？　女の子とつき合えるなら、そっちのほうが絶対にいい。男同士じゃ結けつ婚こんすることも子供を作ることもできないんだ。俺とつき合ってたっていつか後悔するに決まってる」

「お前……そんなこと気にしてたのか……」

　初めて吐と露ろした本音に、国領は驚きを隠かくせないようだった。

「だって、高校のときに俺がバカなことを云い出さなきゃ、お前はこっちの道を知らずにすんだんだ。彼女とだって別れることにならなかったかもしれないじゃないか……」

　改めて口にして、どれだけ自分がそのことを気にしていたか思い知った。

「いったい何を云ってるんだ？」

「わかってるんだ。お前は何も云わなかったけど、俺のせいで別れることになったんだって。だから俺は───」

「ちょっと待て、お前は誤解してる」

　あまり口にはしたくないことのため、早口になっていた俺を国領が怪け訝げんな顔で制止する。

「云いっておくが、俺が坂本と別れたのはお前とつき合う前だ」

「う、噓だ……」

　国領の口から告げられた事実は、俄にわかに信じることができなかった。

　そんな俺に、国領は言葉を重ねる。

「噓じゃない。夏休みのあとにはもう別れてた。あいつがみんなには知られたくないって云うから、黙だまっていたんだ」

「どうして……上手うまくいってたんじゃないのか？」

　責任を取れと迫せまった立場で問うのもおかしな話だと思うけれど、俺はどうしても納なつ得とくできなかった。国領と坂本は、誰から見ても理想のカップルだったはずだ。

「お互たがいに合わせるのに疲つかれたのもあったけど、一番の原因は俺に好きなやつができたことだろうな。坂本のことも好きだったけど、恋れん愛あい感情よりも友情に近かったからな……あのまま続けていくのは難しかったんだよ」

「え……？　好きな……？」

「云わなくてもわかるだろ。お前のことだよ」

　国領は云いにくそうに、視線を逸そらす。苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔で告げられたそれも、すんなりと頭には入ってこない。

「やっぱり噓うそだ……」

　やはり、理解できなかった。

　国領が、どうして俺なんかを好きになるんだ。あんな美人の彼女を振ってまで俺を選ぶなんて、信じられるはずもない。

「噓じゃねぇって云ってるだろ。……お前はあの頃ころ、俺のことを避さけていただろう？　何とかして接せつ触しよくを持ちたいと思ってたら、あの日俺の横で倒たおれたんだよ。チャンスだと思って当然だろ？」

「何で……お前はゲイじゃないだろ……？」

「バカだな。そんな括くくりよりも、気持ちのほうが重要だろう？　だいたい、男であるお前を好きになった時点で、俺だってとっくにゲイだろ」

「……っ！」

　単純かつ明快な理論を振りかざされ、言葉を失う。それまで世間体や常識に囚われ、悩なやんでいたことが下らないものだったように思えてきた。

「───あの日、お前につき合えって云われたとき、初めはからかわれてるのかもしれないって思った。からかわれてたんだとしても、真に受けておけばお前が手に入る。そう考えたんだ」

　だから、その後のつき合いがあんなに積極的だったのか。

　わがままを云っていて振り回していたのは俺のほうだったけれど、デートなどに誘さそってくれて外へ連れ出してくれたのは国領だった。

「…………」

　国領がそんなことを考えていたなんて、全然知らなかった。

　初めて知らされた真実に呆ぼう然ぜんとしたあと、ふつふつと怒いかりが込み上げてくる。

　後ろめたさを感じながらつき合い、ずっと思い悩んでいた自分はいったい何だったんだ。深刻に考え、悲ひ愴そうな覚かく悟ごで姿を消した自分がバカみたいだ。

「……んで……」

「ん？」

「何で、あの頃にそう云ってくれなかったんだよ！」

　感情を抑おさえきれずに声を荒あららげる。この憤いきどおりは八つ当たりに近いものだったけれど、云わずにはいられなかった。

「つき合ってたんだぞ？　云わなくたってわかると思うだろ、普ふ通つう」

「黙ってたらわかんねーよ！　俺はずっと同情でつき合ってくれてるんだって……っ」

「同情？　お前、そんなふうに思ってたのか!?　誰が同情で男とつき合うか！」

「国領が誰にでも優しいのがいけないんだろ!?　俺だって、そのうちの一人なんだって思うに決まってる！」

「お前だって、何も云わないで俺の前からいなくなったくせに人のこと云えるか！」

　頭では、お互いに言葉が足りなかったのだとわかる。けれど、勢いのついた言葉は止まらない。そうやって云い合っていた俺たちに横やりを入れたのは、意外な人物だった。

「君たち、痴ち話わゲンカは家の中でやったらどうだ？　大声を出していたら、近きん所じよ迷めい惑わくだよ」

「み、三神さん……っ」

　呆あきれた様子で俺たちを見ていたのは、三神さんだった。

　……もしかして、いまの云い合いを聞かれてしまったのだろうか？

　気まずさと羞しゆう恥ちに頰ほおが染まる。

「それにこんな寒いところに薄うす着ぎでいたら、また体調を崩くずすだろう。せめて、これを着ていなさい」

　俺の動どう揺ようをよそに、三神さんは手にしていたコートを肩かたにかけてくれる。そこでようやく、吹ふきつける北風が冷たいことに気がついた。

「あ…あの……っ」

「私は分が悪いようだから、今日のところは帰るよ。……試用期間はこれでお終しまいでいいね？」

「……っ」

　何か云わなければと視線を泳がせる俺に代わって云った三神さんの言葉に目を瞠みはる。

　ケジメをつけなければならないのは俺のほうなのに、どうしてこの人はこんなにも優やさしいのだろう？

「そんな顔をするな。無理を云っていたのは、私のほうだったんだから。ああ、そうそう。云っておくが、君を諦あきらめたわけじゃない。作戦を練り直して出直すつもりだから。懐ふところが深いところを見せておいたほうが有利だろう？」

　三神さんはそう云って、俺に向かってウインクする。そんな気き障ざな仕草も様になるところがすごい。

「三神さん……」

「それじゃ、おやすみ。また月曜日に」

　肩を引き寄せられ、頰に口づけられる。不意打ちの行動に、俺は再び固まった。

「！」

「お前……っ」

「このくらいの役得はあって当然だろう？」

　憤る国領にさらりと返し、三神さんは笑いながら俺たちに背中を向ける。

　そんな飄ひよう々ひようとした三神さんの様子に毒気を抜ぬかれた俺たちは、去っていくその後ろ姿を呆然と見つめる。

「……ウチ、行こうか？」

　三神さんの云う通り、こんなところで云い合いを続けていても仕方ない。

　俺たちは場所を変え、仕切り直すことにしたのだった。










「はい。熱いから、気をつけろよ」

　とりあえずは落ち着こうということで、お茶を淹いれた。三神さんが持ってきてくれたワインもあったが、アルコールではまたヒートアップしかねない。

　注意しながらマグカップを渡わたすと、逆に心配されてしまった。

「お前こそ火傷やけどしなかったか？」

「するか！　この間は緊きん張ちようしてたんだよ！」

「緊張？　どうして」

　一回のドジを通常のことだと思われるのは癪しやくで反論したけれど、都合の悪いところをツッコまれてしまう。

　未いまだに国領の前だと緊張してしまうなんて、本人には知られたくない。

「うるさいな、そんなことどうでもいいだろ」

　国領の横に腰こしを下ろしながら、ぼそぼそと云いい返す。気き恥はずかしさから、声に力が入らない。

「どうでもよくはないが……それより、聞きたいことがある」

「な、何だよ」

　国領は俺の緊張の理由より知りたいことがあるらしい。いったい、何を訊きかれるのだろうかと身構える。

「あいつとはつき合ってるんじゃないのか？　試用期間っていったい何なんだ？」

　やっぱり、そのことか……。

　国領にはちゃんと説明しておかないと、また誤解のもとになりかねない。しかし、どう云えば簡潔に伝えることができるのだろう。

「それは……つき合ってはいたけど、ちゃんとつき合ってたわけじゃなかったっていうか……」

「わかるように説明しろ」

「三神さんにはずっと口説かれてて、そのたびに断ってたんだけど、試用期間を設けてお互たがいのことをもっと知ってから返事をしてくれってことになって……何て云えばいいのかな、恋こい人びとごっこをしてたっていうのが一番近いかも……」

「じゃあ、あの男とは恋人でも何でもなかったってことか？」

「ま、まあ、そういうことになるかな？」

　俺の答えに、国領は脱だつ力りよくした様子で肩を落とした。

　三神さんとつき合えば国領のことを忘れられるかもしれないと思っていたことは、隠かくしておいたほうがよさそうだ。

「けど、何もしなかったわけじゃないだろう？」

「ばっ……何にもしてねぇよ！」

　元々、そういう約束だったのだ。体に触ふれることはあっても、キスとセックスは俺がいいと云わない限りしないという……。

　だから、さっき強ごう引いんにキスしてきたときにビックリしたのだ。

「さっきあいつに押し倒たおされてたのは何なんだ」

　国領もやはりそのことが気にかかるらしい。俺の目をじっと見つめながら詰つめ寄よってくる。

「あっ、あれは不ふ慮りよの事故っていうか……大したこと、してないし……」

「事故であんな体勢になるか。大したことしてないって、何かされたってことだろう」

「ホントにキスしかしてないって！」

　しつこさに、つい白状してしまったが、口にしてから後こう悔かいした。俺の言葉に国領はさらに険しい表情を浮うかべ、苛いら立だった様子で責めてくる。

「されてるじゃないか！」

「い…一回だけだよ。ちょっと、油断してて……」

　望んでしたのではないことを主張したくてそう云ったけれど、ますます口うるさく返されてしまう。

「まったく……お前は隙すきがありすぎる。もう少し、警けい戒かい心しんを持て」

　ため息まじりに云われ、カチンと来る。

「お前にそんなこと云われる筋合いはねぇよ！」

「あるに決まってる。好きなやつが他の男に手を出されて、黙だまっていられるわけないだろう」

「な……っ」

　直球すぎる理由に、羞恥で頰が染まる。いつの間に、こんな恥ずかしいことを云う男になっていたんだろう。昔はそんなこと、一いつ切さい口にしなかったくせに。

「それ以外はされてないんだな？」

「しつこいな！　そんなに気になるなら自分で確かめりゃいいだろ」

　念を押すように確かめてくる国領にうんざりする。やきもちは嬉うれしいけれど、信じてもらえないのはもどかしい。

　俺の云うことが信用ならないのなら、三神さんにでも聞きに行ってくれ。

「そうさせてもらおう」

「わっ、ちょっ、何してんだよ！」

　何を思ったのか、国領は俺の服を大きくめくる。慌あわてて服の裾すそを押さえて文句を云ったけれど、国領とは話が嚙かみ合わない。

「確かめろって云ったのはお前だ」

「そういう意味で云ったわけじゃ……っ、おい！　こら、放せって……！」

　攻こう防ぼうが続き、取っ組み合いのような状態になってしまう。服を脱ぬがされないように押さえつつ、国領の腕うでの中から逃のがれようと試みる。

　セーターだけは剝はぎ取られてしまったけれど、インナーとして着ていたシャツだけは死守しなければ。

　背中を向けて体の下から這はい出そうとした瞬しゆん間かん、背後から抱だきしめられた。押さえつけようとするのではなく、大事なものを抱くような感かん触しよくに思わず動きを止める。

「国領……？」

　抵てい抗こうをやめて恐おそる恐る振ふり返ると、国領の表情を見る前にさらに強く抱き竦すくめられた。

「───もう逃にげるなよ」

　切実な響ひびきを持った囁ささやきに、はっとなる。俺が思っている以上に、国領は八年前のことを引き摺ずっているのかもしれない。

　恋人だと思っていた相手が何も云わずに手の届かないところへ行ったのだ。気にしていないほうがおかしい。

　俺を搔かき抱いだく腕の強さは、国領の感じていた不安の大きさの現れなのかもしれない。俺はかける言葉も見つからず、ただ肩かた口ぐちに顔を埋うずめる国領に謝ることしかできなかった。

「……ごめん……」

「今度はお前が責任取れよ」

「どうやって……？」

「一生、俺の傍そばにいろ。俺はお前がいないと幸せになんてなれない」

「……っ」

　今日は国領から、一生ぶんの口説き文句を云われている気がする。

　三神さんで恥ずかしい台詞せりふはだいぶ慣れたと思っていたけれど、国領から云われるとその衝しよう撃げきは比べものにならない。

　赤面だけですむわけはなく、ただの言葉だとわかっていても腰こし砕くだけになってしまう。

「好きだ。ずっと、お前だけが好きなんだ」

「……も、もう、いい」

「云わなきゃわからないんだろ？」

「も、わかったから」　>>>♥

　これ以上甘い言葉を囁かれたら、それこそ恥ずかしさで死んでしまう。もう勘かん弁べんしてくれと音を上げると、国領は俺に要求してきた。

「お前は？」

「え？」

「お前はどうなんだ？　俺のことどう思ってるか、一度しか聞いたことがないんだが」

「一度しかって……いつ云ったんだよ!?」

　威い張ばれることではないけれど、正直なところ云った覚えはない。八年前もいまも明確な言葉を口にしたことはないはずだ。

「駅で倒れたあと、俺の家で寝ね惚ぼけて云っただろ」

　寝惚けてってことは、もしかして夢だと思っていたことが一部現実だったってことか!?

　じゃあ、あのキスも本当にされてたのか……？

「お前……っ、俺が変なこと云ってなかったかって聞いたら別にって答えただろ!?」

「変なことではなかったからな」

「なっ……」

　そんなの詭き弁べんだ。絶対に俺の云いたいことがわかっていたくせに、白々しい。

　だけど、これで色んな疑問が解けた。国領は俺の気持ちを知っていたからこそ、積極的に接点を持とうとしてきたのだろうし、昔のことをひとまずは責めることなく鷹おう揚ような態度でいられたのだろう。

　そしてきっと、それ故ゆえに俺の態度がもどかしく、苛立ちを見せることがあったのだ。

「ほら、もう一回云いってみろよ」

「覚えてないことは云えないな」

　どこまでが夢でどこからが現実だったかは聞かないほうがいいだろう。過去の失態はいまさらどうすることもできないのだから、しらばっくれるのが一番だ。

「顔には忘れてないって書いてあるが？」

「覚えてない」

「じゃあ、体に聞こう。明日は休みだから問題ないな」

　強固に主張すると、国領は真顔でそう云った。

「ばっ……その顔でエロオヤジみたいなこと云うな！」

　寡か黙もくで真面目まじめが売りだろう、お前は。このくらいのことで幻げん滅めつするわけじゃないけれど、あまりそういうことは云って欲しくない。

　そんなふうに思ってしまうあたり、俺はどれだけこいつに夢を抱いているのだろう。

　そして、意外な一面を知ったことが内心ではほんの少しだけ嬉しいなんて思ってしまう自分自身に、我ながら呆あきれてしまう。

「へえ。いまでも俺の顔に弱いのか、お前」

「……っ、知るか！」

　本人に図星を指されることほど恥ずかしいことはない。

　あまり豊かではない表情の中で、目だけを楽しそうに細める国領と視線を合わせていることなどできず、俺はむくれた顔を横に背そむける。

「……好きに決まってるだろ」

「ちゃんと聞こえなかった。もう一回」

「二度と云うか！」

　こんな恥ずかしいこと、そう簡単に素面しらふで云えるわけないだろう！

　言葉の足りなさが俺たちに遠回りをさせたのはわかっているけれど、この性格がすぐに治るわけもない。

　体を捻ひねってしつこい国領の胸むなぐらを摑つかんで引き寄せると、キスで口を塞ふさいでしまう。一いつ瞬しゆん、驚おどろいていたけれど、国領はすぐに反はん撃げきに出てきた。

「…っん、ぅ…ん……」

　やんわりと唇くちびるを嚙まれ、隙す間きまから舌を差し入れられれば、ぞくりとした震ふるえが背筋を走り抜ぬける。リードはあっさり奪うばわれ、舌を搦からめ捕とられた。

　キスを交かわしながらのろのろと腕を伸のばしてしがみつくと、国領も俺の体を搔き抱いてくる。

「んん、ん、ふ……っ」

　もつれるように抱き合いながら口づけを深くしていけば、密着する体はどんどん熱くなっていき、さっきまで北風に冷やされていたとは思えないくらい肌はだが汗あせばんできた。

　乱れた服の裾から手が差し込まれ、脇わき腹ばらを撫なで上げられる。国領はその手で胸元を探さぐり、指先で小さな粒つぶを捉とらえた。

「ん！……っあ、ぁん」

　唇が離はなされた瞬間、甘い声が零こぼれる。胸の先を捏こね回されると感じやすいそこは、すぐに硬かたく凝しこった。

　気がつくとシャツのボタンは全すべて外されており、肌がすっかり露あらわになっている。そのことに驚く間もなく国領は顔を伏ふせ、それまで指で弄いじっていた場所に舌を這わせてきた。

「あっ……ん、ん……っ」

　硬くなったそこを舌の上で転がされ、甘あ嚙まがみされる。微かすかな痛みは快感へと変わり、体の中の熱を増ぞう幅ふくさせていく。

　痛いた痒がゆさを感じるほどになったそこを吸い上げられると、びくんっと体が跳はねた。

「そこ、ばっか……や……っ」

「いいの間ま違ちがいだろ」

「ん！　あ…ぁあ……っ」

　同じ場所ばかり責められるもどかしさに体を捩ると、膝ひざで足を割られて動きを制限される。国領は開かせた足の間にぐっと膝を押しつけ、反応しかけていた中心を刺し激げきしてくる。

「やぁ……っ、あっ、あっ」

　さするような動きに上う擦わずった声が上がる。ぐいぐいと押されているうちに、そこは下着の中が窮きゆう屈くつに感じるほどに張り詰つめていった。

　もっと確実な刺激が欲しい。あさましい願いが脳のう裏りを掠かすめる。

　しばらく理性と欲望との間で揺ゆれ動いていたけれど、熱を帯びた体がそう長く持つはずもない。もっと刺激が欲しくて自ら腰こしを揺らすと、意地悪く囁ささやいてくる。

「ここをどうして欲しいんだ？」

「……っ、わかるだろ…そんなこと……！」

「お前の口から聞きたい」

　涼すずしい顔でとんでもない要求をしてくる国領を恨うらめしげに睨にらみつける。

「そっ……んなの、自分で考えろよ！」

　真っ赤になって云うと、国領は口の端はしだけ上げて笑った。やっぱり、俺のことをからかっていたらしい。

「じゃあ、気持ちよかったら云って」

　ベルトを引き抜かれ、腰回りを緩ゆるめた国領はジーンズの中に手を入れてくる。下着の上から硬くなった俺自身を握にぎり込み、揉もみしだいてきた。

「んぁ……っ、あ…あ……っ」

　硬くなりかけていたそこははっきりと芯しんを持ち、布地を押し上げる。形をなぞるように擦られるとひくひくと震え、先せん端たんから滲にじんだ体液が下着を汚よごした。

　国領の指の感かん触しよくは気持ちいいけれど、一枚布を隔へだてた刺激では物足りない。だからといって言葉にするのも躊躇ためらわれた。

「あっ……も、ちゃんと、触ふれ…って……」

「ちゃんとって？」

「だから……っ」

　散々迷った末、俺は自ら下衣に手をかけ、押し下げた。自分の行動が恥はずかしくてたまらなかったけれど、背に腹は替かえられない。

「今日はやけに積極的だな」

「うるさい…っ」

　感心したように云われ、羞しゆう恥ちに頭の中が沸ふつ騰とうする。涙なみだ目めで睨ねめつけると、国領は目め尻じりにキスを落とし、剝むき出しになった性器に指を絡めてきた。

　国領の指は大だい胆たんに動き出す。潤うるんだ先端を親指で丸く撫でられると、先走りの体液が塗ぬり広げられ、ぬるぬるとした感触に一層感じてしまう。

「あ…っ、あ、あ、あっ……」

　直じかに触れられ、喉のどから零れる嬌きよう声せいが艶つやを増した。その声に媚こびるような甘えが滲んでいることに、自分でも気づいていた。

　下腹部の奥がずきずきと高鳴る鼓こ動どうに合わせて疼うずく。濡ぬれた音を立てて手の中のものを弄られれば、煽あおられた熱が際限なく膨ふくらんでいった。

「ん、あっ、あ……もっ、いく……っ」

　もう耐たえきれずに訴うつたえる。すると、国領は指の動きをさらに淫みだらにし、俺を追い上げた。膨れ上がった欲望はすぐに爆はぜ、白はく濁だくを国領の手の中に吐はき出してしまう。

「……っは、あ……」

　射精感に強こわ張ばった体はやがて弛し緩かんし、俺は目を瞑つぶって四し肢しを投げ出した。しかし、国領は荒あらい息をつく俺の体を無造作に返し、自らの手に受け止めた体液を足の間に塗りつけてくる。

「ん…っ、ちょっ…すぐは、無理……っ」

「今日は俺が持たない」

　そう云って、後ろの窄すぼまりを指で探ってくる。入り口を何度か撫でたあと、強ごう引いんに指先が埋うめ込まれた。

「や……っ、あ…あ……」

　そのまま、ぬめりを纏まとった指が体内に沈しずんでくる。ゆっくりと、だが確実に奥へと進んでくる感触に俺は唇を嚙かみしめた。

　敏びん感かんな粘ねん膜まくは微かな振しん動どうにすら感じてしまい、指で搔かき回されるとそこから溶とけていってしまいそうになる。

「ひ、ぁ……っ、ああ、あ……っ」

　狭せまい器官を押し広げようと動いていた指がある場所を掠めた瞬しゆん間かん、背筋に電流のようなものが走った。

　感じやすいそこばかりを弄られ、ひっきりなしに上がる声を抑おさえられない。指の抜き差しに合わせて身み動じろぐと、絨じゆう毯たんに当たっている自身が擦こすれてしまう。

「あ…っ、あ、ん…っ、んー…っ」

　このままでは絨毯を汚してしまう。どうにかして腰を浮うかさなければと足に力を入れるけれど、なかなか思い通りにはいかない。

　そのうちにまた昂たかぶりの限界が近づいてくる。しかし、絶頂を迎むかえそうになった瞬間、自身の根本を強く握り込まれた。

「い……っ」

　痛みに体を強張らせていた俺から指が引き抜かれ、代わりに腰を抱かかえ上げられて熱いものを押し当てられる。

　溶かされてしまいそうな熱さにわなないた俺の体は、宛あてがわれたものに勢いよく貫つらぬかれた。

「や…っ、あー…っ！」

　入り込んできた国領の欲望は圧あつ倒とう的てきな存在感で、まだ充じゆう分ぶんに解ほぐされていなかった狭い器官をいっぱいにした。

　内臓が押し上げられるような圧あつ迫ぱく感かんに、息が詰まる。擦り上げられた内ない壁へきはジンジンと疼きながら、入り込んできたものを締しめつけた。

「動かない…で……あぁあ…っ」　>>>♥

　中に馴な染じむのを待っていた俺にかまうことなく、国領は奥まで一息に突つき入れてくる。あまりの衝しよう撃げきに目の前がチカチカした。

　絨毯に爪つめを立てて、指先にまで伝わる甘い痺しびれを堪たえ忍しのぶ。けれど、国領は身動ぐこともできない俺の腕うでから羽織っているだけになっていたシャツを引き抜ぬくと、俺を容よう赦しやなく揺さぶってきた。

「……っあ、いっ……待っ……」

「待てない」

「ぁあっ、あ…っ、あ！」

　後ろから内壁を抉えぐるような抽ちゆう挿そうに悲鳴じみた声が上がった。強すぎる快感に支配され、ただ感覚を追うことしかできない。

　体の中で起こる摩ま擦さつに、頭の芯が痺れる。乱暴な律動が繰くり返されるうちに隙す間きまなく繫つながり合っていたそこは柔やわらかく綻ほころんできた。

「ああっ、あっ、あっ、ぅん…っ」

　国領は箍たがが外れたように俺を荒あら々あらしく攻せめ立て、激情をぶつけてくる。俺はそんな激しさに翻ほん弄ろうされ、ただひたすらに乱された。

　屹きつ立りつを突き入れられるたびに背中が撓しなり、もう何も考えられなくなる。

「ひぁ…っ、あっ、んん……っ」

　背中に覆おおい被かぶさるようにされ、穿うがたれるたびにずり上がっていく肩かたを摑つかまれる。国領は大きく腰を使いながら、肩けん胛こう骨こつのあたりに口づけてきた。

　柔らかいものが触れるくすぐったさに身を捩よじると、今度は背骨を舐なめ上げられ、首の後ろを甘く嚙まれる。

「ん……あ…ぁあ……っ、ぁん！」

　肩を押さえていた手が滑すべり、後ろから脇わきの下に差し込まれた。俯うつぶせで押し潰つぶされていた胸の尖とがりをまた捉とらえられ、捏こね回される。

　同時に与あたえられる快感に、さっき強引に抑え込まれた衝しよう動どうが再び込み上げてきた。

「あ、あ…っ、国領……も、いって、いい……？」

　またギリギリのところで我が慢まんさせられるのが怖こわくて伺うかがいを立てると、耳の後ろにキスを落とされる。

「じゃあ、一いつ緒しよに」

　吹ふき込んでくるその低い声にも感じてしまうことを国領は知っているのだろうか？

　鼓こ膜まくの震ふるえが全身に伝わり、繫がり合った場所を締めつけてしまう。国領はその狭せばまった粘膜を搔き回すように腰こしを動かし、それまで以上に強く突き上げてきた。

「あぁ……っ、あっ、ぅん…っ、あ…あー…っ」

　激しい揺ゆさぶりの中、内壁を抉るように突き上げられた瞬間、絶頂を迎える。耳元で国領の小さな呻うめき声が聞こえたかと思うと、体内で熱が弾はじけるのを感じた。

　全力疾しつ走そうを終えたあとのように酸素を求めて浅い呼吸を繰り返していると、無造作に体の中に入っていたものを引き抜かれた。

「ン……っ」

　それまで自分の中を押し広げていたものが抜け出ていく感触に小さく震える。余よ韻いんの残った体が喪そう失しつ感かんに戸と惑まどっていると、膝ひざのあたりに固まっていたジーンズを取り去られ、再び仰あお向むけにされた。

「国領？……わ！」

　何気なく視線を向けると国領は、自分の着ていた上着を全すべて脱ぬぎ捨てているところだった。視界に飛び込んできた鍛きたえ抜かれた肉体に目を奪うばわれていると、足を左右に開かれ、あられもない格好をさせられる。

「なっ……すぐは無理……っ、つーか、せめてベッドに───」

「それは俺が無理だ」

　今日は余よ裕ゆうがないと至し極ごく真ま面じ目めに告げてくる。その真しん剣けんな表情に見み蕩とれているうちに、足を抱え上げられ、自由を奪われた。

　足の間に体を割り込ませてきた国領に待ったを云いう間もなく腰を進められ、息が止まる。

　一度受け入れた場所は抵てい抗こう感かんどころか、招き入れるかのように猛たけったままの国領を飲み込んだ。

「はっ……いいって、云ってない……っ」

「あとでいくらでも謝ってやる」

「この、バカ……っ」

　ともすれば傲ごう慢まんな言葉を告げられ、怒おこりきれない自分も悪いのだろう。

　獣けもののように求めてくる男の首にしがみつき、謝罪の代わりに口づけを要求したのだった。










「体、平気か？」

「……なわけないだろ……」

　あれだけされて平然としていられたら、それこそ異常だ。箍が外れた国領になかなか放してもらえず、それこそ腰が立たなくなるまで求められた。

　カーテンの向こうはすでに白み始め、小鳥の囀さえずりも聞こえてくる。

　全身が怠だるくて、もう指の一本すら動かすことが億おつ劫くうだ。もう三十路みそじ手前のくせに、どこにそんな体力があるのか。

「何か飲むか？　喉のど渇かわいただろう」

「別にいい」

　散々喘あえいだせいで声も掠かすれ気味だったけれど、いまは何もする気力が湧わかない。

「それじゃあ、体拭ふいてやるからちょっと待ってろ」

「いいってば」

　国領が甲かい斐甲斐がいしく世話を焼こうとしてくれているのは、無茶をした自覚があるからだろう。

「よくないだろ。かいた汗あせをそのままにしていたら体が冷える」

「いいって云ってるだろ……お前がいれば寒くねぇよ」

　そう云ってベッドを抜け出そうとした国領の手を摑んで引き止め、そっけなく云い放ったのは、当然気き恥はずかしさからだ。

　もう少しこうしていたいだなんて、どんな顔で告げればいいのかわからない。

　それにしたって、国領ももう少しムードというものを大事にしてくれてもいいのではないだろうか？　終わってすぐにてきぱきと動かれては、余韻も何もなくなってしまう。

「わかった」

　素す直なおな返事だったが、本当に俺の意図をわかっているのかどうかはさだかではない。

　呼吸も落ち着き、体の熱も引いていく。ほんの少し肌はだ寒ざむさを感じた俺は、もぞもぞと国領のほうへと体を寄せた。

　スポーツをしていたせいか、国領は俺よりも体温が高い。寒い日に無言で体を寄せると、何も云わずに抱だきしめてくれた。

「寒いのか？」

「……別に」

　移ってしまった口くち癖ぐせを返し、眠ねむいふりで頰ほおをすり寄せる。目ま蓋ぶたを下ろすと、本当に眠気が込み上げてきた。

　いまだけは素直に甘えていようと、髪かみを梳すく指の心地ここちよさに身を任せた。
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　指先で操作した携けい帯たい電でん話わの画面に呼び出した画像を見つめながら、俺、藍あい原はら陸りくは深いため息をついた。この写真をこっそり撮とったのが十日前のことだから、同じ日数だけあいつに会っていないことになる。

　携帯電話のキーで送りながら見ている粗あらい画像に映し出されているのは、恋こい人びとに戻もどったばかりの国こく領りよう聖せい二じの寝ね顔がおだ。

　本人に撮らせてくれと告げる勇気はなかったから、寝ているときに内ない緒しよで撮さつ影えいさせてもらった。シャッター音で起きてしまわないかとハラハラしながら撮ったため、あまりいいアングルではないけれど、それでも昔から変わらない寝顔を見ていれば少しは気持ちが和なごむ。

　国領とめでたく縒よりを戻したのはいいけれど、いざつき合い始めるとすれ違ちがう日々だった。

　あいつは仕事上、勤務が不規則なシフトだし、俺は俺でいま抱かかえている仕事が大おお詰づめで土日も現場に行くことが多く、なかなか空いている時間が重ならない。

　電話はしているけれど、積極的に喋しやべるほうではない国領と会話が弾はずむわけもなくすぐに終わってしまう。

　つき合い出す前は一週間だろうが十日だろうが、会わないことが当然だったけれど、いざ恋人同士になってからこういう状態が続くと、切なさが募つのっていくばかりだ。

　お互たがいに仕事もある大人なのだから、時間が合わなくて当たり前なのはわかっているから文句を云いうつもりはない。

　あいつもいまがんばってるんだろうなと思うことで、自分も多た忙ぼうな日々を乗り越こえることができるのもまた事実だ。

　ただ、淋さびしいと思う気持ちはどうしようもない。

　……あいつは俺に会えないことをどう思っているんだろう？

　俺と同じように、淋しいと思ってくれているだろうか……。

「藍原、ちょっといいかな」

「は、はい！」

　突とつ然ぜん、背後から聞こえてきた声に居住まいを正して振ふり返った。もちろん、手の中の携帯電話は閉じてできるだけさりげない仕草でポケットに忍しのばせる。

　まさか、画面は見られてないよな…？

　仕事中に恋人の寝顔を眺ながめていただなんて、上司に知られるわけにはいかない。

　声をかけてきたのは、俺の勤めている三み神かみ設計事務所の代表、三神利とし晴はるだった。業界では気き鋭えいの建築士として有名で、俺をこの事務所に引き抜ぬいてくれたのも彼だ。

「えっと…どうしたんですか？」

　動どう揺ようを押し隠かくしつつ、問い返す。すると、三神さんはにっこりと笑って云った。

「君に相談したいことがあってね。いま、時間取れるかい？」

「もちろんです。でも、ご用のときは呼んで下されば、こちらから伺うかがいますから」

　ここでは一番偉えらい人間なのだから、もっとどっしりと構えていればいいのに、フットワークが軽いのか、よく事務所内をふらふらと歩き回っている。

　職場を見回っているというより、スタッフとコミュニケーションを取ることが目的らしいが、こちらから出向くべきことでも足を伸のばされたり、率そつ先せんしてコーヒーを淹いれてもらったりしてしまうと、部下の立場がなくなってしまう。

「三神さんはここのトップなんですから、もっと偉そうにしていて下さい」

　何度もそう云っているのだが、三神さんはそれを改める気はないようだ。他のスタッフにはよく云うだけ無む駄だだと諭さとされるけれど、まだ諦あきらめの境地には至れない。

「気にするな。相談なんて君の顔を見に来る口実なんだから」

「気にしますよっ」

　思わせぶりな笑えみで告げられ、狼狽うろたえる。この反応がからかわれる原因だとわかっていても、俺の性格上、はいはいといって聞き流すということはなかなかできなかった。

　まったく……どうして、三神さんは自分の職場でこうも恥はずかしい台詞せりふを真顔で口にすることができるんだ。

　ここの事務所では三神さんがゲイなことは周知の事実だし、俺が三神さんに口説かれていることもみんな知っているからってあからさますぎじゃないだろうか。

　ここでは性的嗜し好こうについての偏へん見けんはまったくなく、まるで家族のようなアットホームさだが、のんびりしているように見えてスタッフのこなしている仕事の量は半はん端ぱではない。

　優ゆう秀しゆうなスタッフが揃そろっているというのもあるけれど、どんなに忙いそがしくても、大変だとは思わずに仕事を楽しむというのがこの事務所のモットーだそうだ。

「それで、本題は何ですか？」

　代表を立たせたまま訊たずねるのは妙みような感じがしたけれど、こんな場所で二人で立ち話もおかしいしこのままでは埒らちが明かないと判断し、仕方なく俺のほうから切り出した。

「ああ、夕方から入ってる打ち合わせのことなんだが」

「書類は揃えてありますよ。何か他に用意しますか？」

　今日は三神さんと二人で、今度一いつ緒しよに仕事をする建設会社に行くことになっている。顔合わせを兼かねた軽い打ち合わせの予定だ。

　午前中に必要な資料は揃えておいたし、確かく認にんすべきことも終わっているが、わざわざ相談に来たということは何か懸け念ねん、もしくは提案したいことでもあるのだろうか？

「いや、打ち合わせのあとの予定が聞きたかったんだ。せっかくだから、帰りに二人で食事でもどうかな」

　……そういうことか。

　俺が国領と縒りを戻してからは一歩引いて接してくれるようになったのだが、かけてくる誘さそいは前より増えた。むしろ、以前より本ほん腰ごしを入れて口説こうとしてきているような気もする。

　好意を持ってくれているのは嬉うれしいけれど、俺には国領がいる。一時期あいつを忘れようとしていたことはあったが、そんなことはできなかった。

　思い出にしてしまおうとすればするほど、あいつへの想おもいが膨ふくらんでいく。他の誰であろうと国領以上に好きになることはできないことを最近、再確認した。

　三神さんは人間的に魅み力りよく的だし尊敬もしているし、好感も持てるけれど、やはり恋れん愛あい感情を抱いだくことはできない。

「あー、ええと……今週中に終わらせておきたいものがありまして、戻って仕事しようかと思ってるんですが……」

「あまり残業は奨しよう励れいしていないんだがな」

「あの、お気持ちはありがたいんですが、今日はちょっと……すみません」

　他のスタッフも一緒なら構わないのだが、やはり三神さんと二人きりは気が引ける。

　強ごう引いんなことをしてくる心配はないけれど、はっきりしない態度を取るほうが三神さんに対して失礼な気がするのだ。

　本当は先約があるときっぱり云えればいいけれど、そんなものは一いつ切さいない。約束を入れたくても、今日は国領の泊とまり勤務の日だった。

　明日は早朝からシフトが組まれている国領の負担になるかもしれないことを考えると、夜に電話をすることもできそうにない。

「そうか、それならまたの機会にしよう」

「残念でしたねぇ、三神さん」

「ああ、本当に残念だ」

　素知らぬふりをしてくれていると思っていた女性スタッフが口を挟はさんでくる。二人でわざとらしく肩かたを落とす様子に、俺は語気を強めた。

「いいから、二人とも仕事して下さいっ」

　二人は俺の言葉に弾はじかれたように笑い、自分の席に戻っていく。

「まったく、もう……」

　どっと疲つかれを感じ、ため息まじりに呟つぶやいた。

　どうしてあの人たちは俺をからかうのが好きなんだろう。可愛かわいがってくれるのはいいけれど、あまり人で遊ぶのはやめて欲しい。

　俺も真面目まじめに仕事しよう……。

　携帯で撮った写真を見ながら淋しさに浸ひたるくらいなら、忙しさに追われていたほうがいい。俺は腕うでまくりをして気合いを入れると、パソコンに向き直った。










「寒っ」

　吹ふきつけてきた北風から身を守るべく、コートの襟えりを寄せ合わせた。今夜は一段と冷え込んでいるせいか、月が空で冴さえ冴えと輝かがやいている。

　今日くらい、遠回りをせずに普ふ通つうに帰ればよかったと後こう悔かいしたけれど、もうここまで来てしまったのだからどの道を通ったところで同じだ。

　人には云えないけれど、最近は国領のマンションの前を通って帰るのが癖くせになってしまっている。本当は直接会いたい。だけど、会ってしまえば離はなれがたくなる。だから、明かりのついた窓を見上げるだけで我が慢まんしているのだ。

　今日は家にいないことがわかっているのに、つい癖で足を向けてしまった。見上げた先には、短期間で通い慣れたマンションがある。

　国領の部屋は一番上の左ひだり端はし。留守にしている今日は当然、明かりはついていなかった。

「……俺はストーカーか」

　自分の行動を顧かえりみて、思わず声に出してつっこんでしまう。何をしてるんだと呆あきれつつも、国領を恋こいしく想う気持ちは切実だった。

　せめて、一緒に過ごす時間が充じゆう実じつしていれば、こんなふうに淋しくならずにすんだかもしれない。けれど、戸と惑まどいが先に立ち、国領と二人きりになるとどう振る舞まっていいのかわからなくなってしまい、そっけない態度を取ってしまうことが多かった。

　昔はそれなりにわがままを云いったり、無茶なことを頼たのんだりしていたけれど、それは甘えていたからではなく、どうせ別れるのだからと自や棄けになっていたからだ。

　いざ、両思いだと思うと、どうしていいかわからず、意地っ張りな面ばかりが表に出てしまう。そんな自分がもどかしく、国領にどう思われているのかも不安でたまらない。

　そんなふうに全すべてが悪い方向へと作用してしまうのだ。

「……帰るか」

　この様子では、明日の朝もかなりの冷え込みだろう。あいつが風か邪ぜを引いたりしないといいと思いつつ、ぶるりと震ふるえた体をさすりながら家路を急いだ。

　早足で自宅にたどり着いた俺は、冷えきった室内を暖めるためにエアコンを入れる。メールをチェックするためにパソコンを立ち上げていると、携けい帯たい電でん話わの着信音が鳴り響ひびいた。

「あれ？　どこ入れたっけ？」

　着たままのコートのポケットを探さぐってみたけれど、見つからない。事務所を出るときにカバンに放り込んだのを思い出し、雑然としているカバンの中を覗のぞき込む。

　早く出ないと電話が切れてしまいかねない。焦あせりながら搔かき回していると、チカチカと光るライトが見えた。着信のときに青く光るよう設定してあるのは一人だけ。

「も、もしもしっ」

『藍原？　悪い、もう寝ねてたか？』

　聞こえてきた国領の低い声に、間に合ってよかったと胸を撫なで下ろす。今夜は声を聞くこともできないだろうと思っていたから、そのぶんだけ嬉しさが大きい。

「いや、ちょっと携帯がカバンの中で行方ゆくえ不明になって」

　咄嗟とつさに云ってしまってから、何も本当のことを云わなくてもよかったのではないかと後悔する。電話の向こうで慌あわてている姿を想像されていると思うと恥はずかしい。

『そうか。帰ってきたばかりなのか？』

「うん、たったいま」

『大変だな、こんな時間まで』

「お前のほうが大変だろ。時間も不規則だし、泊まりの仕事はあるし」

『もう慣れたよ。俺の場合、どこでも眠ねむれるから問題ない』

　泊まり勤務の場合、終電のあとに仮か眠みんを取り、早朝から乗務するのが通例だそうだ。多くの乗客の命を預かる仕事をしている以上、ミスは許されない。

　少しでも多く睡すい眠みん時間を取り、体調管理に気をつけることも仕事のうちだ。だから、長く引き止めるわけにはいかない。

　それでも、こうして喋しやべっている間だけは募つのる切なさを感じずにすむ。

「そうだ、もう寝ないとまずいんだろ？」

『ああ。だけど、寝る前にお前の声を聞いておきたかったから』

「……っ、何、バカなこと……」

　国領の言葉にじわじわと顔が熱くなる。

　声が聞きたかったのは、俺も同じだ。電話越ごしでも話せて嬉しいと素す直なおに云えればいいのだが、いざ口を開こうとすると声が出ない。

『今日は寒いから、ちゃんと温かくして寝ろよ。お前は風か邪ぜ引きやすいんだからな』

「わ、わかってるよ。お前だってたくさんの人と会うんだから気をつけろよ」

　心配してるのだと云いたいのに、つい憎にくまれ口になってしまう。

『俺は平気だ』

「それなら、いいけど……」

　会話が途と切ぎれ、沈ちん黙もくが続く。声を聞くための電話なのに、これじゃ意味がない。

　国領は元々そんなに喋るほうではないし、俺も意識すればするほど何を話せばいいのかわからなくなる。

　高校のときはどうしていただろうかと思い返してみたけれど、参考にはならなかった。当時は電話をするよりも一いつ緒しよに過ごしていることのほうが多かったから、会話がなくて気まずい思いをすることはなかったのだ。

『……藍原』

「な、何？」

　国領が電話の向こうで躊躇ためらっているのがわかる。

『最近、あの男とはどうなんだ？』

「あの男って、三神さんのこと？　いまはもうただの上司だよ」

　云いにくそうに告げられた内容に、俺は眉まゆ根ねを寄せた。

　国領は未いまだに三神さんのことを気にしているらしい。気にするなというほうが無理なのかもしれないけれど、もう少し俺のことを信用して欲しい。

　今日だって、ちゃんと誘さそいは断ってきたのだから。

『お前がそう思っていても、あっちは違ちがうだろう。あいつの前で隙すきを見せるなよ』

「大だい丈じよう夫ぶだって。俺が嫌いやがるようなことする人じゃないよ、三神さんは」

　以前、押し倒たおされているところを見たせいで、強ごう引いんなことをするような印象があるのだろう。その誤解を解こうと言葉を重ねるが、国領の声はますます険しくなるばかりだ。

『そうやって懐なついてたら、都合よく解かい釈しやくするかもしれないだろう』

「懐くって……自分の上司なんだから、信しん頼らいして当然だろ!?」

　あまりの云いようにむっとして、つい声を荒あららげてしまう。

『信頼するなとは云っていない。気を許しすぎるなと云っているんだ』

「そこまでお前に云われる筋合いはない！　それにお前だって、女子高生に囲まれてたりするだろ！　あれはどうなんだよ!?」

　思わず反論してしまった。云ってから、自分がそのことを気にしていたのだと、いまさらながらに思い知る。ヤキモチと不安が入り交じった感情は、俺をますます意固地にした。

『どうって、ただの客だろ』

「じゃあ、何で手紙なんか受け取ってたんだよ！　どうせ携帯番号でも書いてあったんだろ!?」

『だから、何だ。別にかけるわけじゃないんだから、どうでもいいだろう』

「なっ……もう知るか！」

　頭に血が上り、勢いで電話を切ってしまう。

　どうして、国領はこうも無神経なんだ！

　自分が云っていることと、俺が云っていることは同じようなことだと、どうしてわからないんだろう。自分のことを棚たなに上げて、人のことばかり云わないで欲しい。

「……ケンカしたかったわけじゃないのに」

　国領の云いたいことはわかるし、自分が云いすぎたことも自覚してる。

　俺が始めから大人しく忠告を聞き入れていれば、あんなふうに云い合いになることもなかったのに。

　だけど、国領だって悪い。

　まるで俺が何も考えていないように云われれば、云い返したくもなる。

　せめて顔を見て話していたら、こんなふうに齟そ齬ごが生まれることもなかったかもしれない。俺があんなにムキにならなければ、もっと和なごやかに電話を終えることができたはずだ。

　もしもを考えても仕方がないことはわかっているけれど、そうすることでしか、いまの自分を慰なぐさめることはできなかった。







　　　　２




「思ったより、遅おそくなったな……」

　電車を降りた俺は、腕うで時計どけいに目を落とす。二つの針が指し示す時間に、ため息をつく。

　今日は施せ工こうの始まった現場に顔を出しに行っていたのだが、確かく認にんすることが多く、思っていたより時間を食ってしまった。

　急いで事務所に戻もどらなければ、顧こ客きやくに電話をかける約束の時間に間に合わない。他のスタッフに勧すすめられた通り、駅まで自転車に乗ってくればよかったと思ったけれど、いまさら悔くやんでも仕方がない。

　やむなく走って帰ることにした俺は、早足で改札を潜くぐる。事務所に急ごうとしたそのとき、見慣れた背中を発見した。

「！」

　券売機の近くに立っていたのは、国領だった。仕事を終えたあとなのか、いまは私服を身に着けている。

　予想もしていなかった偶ぐう然ぜんに、嬉うれしさと戸と惑まどいで胸が高鳴り出す。

　実はこの間、電話でケンカして以来、まともに連れん絡らくを取っていない。こちらからは気まずくて電話ができないし、国領からもかかってこない。

　さっさと謝ってしまって、いまの状じよう況きようをどうにかしたいと思ってはいるのだが、そのきっかけがなかなか摑つかめない。毎日、家では携けい帯たい電でん話わを眺ながめて過ごしているけれど、自分からはなかなか行動を起こせずにいた。

　でも、これってチャンスじゃないか…？

　この偶然を利用して声をかけて、さりげなく「この間は云いいすぎて悪かった」と謝ればいいのではないだろうか。

　あいつだって狭きよう量りような人間ではないし、俺が素直に謝れば許してくれるはずだ。

「こっ……」

　国領と呼びかけた口を慌てて押さえ、物もの陰かげに姿を隠かくす。声をかけられなかったのは、国領の傍そばに駆かけ寄った人物がいたからだ。

　パンツスーツを着た女性と立ち話を始めた国領に、知らずと足が竦すくんでしまう。俺が呆ぼう然ぜんと見つめていると、二人は駅構内にあるカフェに入っていった。

　俺は思わずそのカフェに近づいて中を窺うかがうと、国領たちが向かい合わせの席につくのが見える。国領に向かって微笑ほほえみかける女性は理知的に整った顔立ちをしていた。

　……どういうことなんだ……？

　雰ふん囲い気き的てきに職場の同どう僚りようといった様子には見えないし、友人同士といったふうでもなかった気がする。

　まさか……いや、そんなわけはない……でも……。

　嫌な考えに至りそうになり、俺は必死に思考を止めた。

　あいつは俺のことを好きだと云ってくれた。いまはケンカしてすれ違ちがってはいるけれど、その気持ちが簡単に変わることはないと信じたい。

　だけどいま、あの二人の間に入っていく勇気は持てなかった。

　今日の夜、確かめてみよう。明日は休みのはずだから、少しくらいは時間を取ってもらっても平気なはずだ。

　いまはまだ仕事中だからと自分に云い聞かせ、俺はその場から逃にげるように立ち去った。










　仕事を終え、いつものように国領の家に向かう俺の足は徐じよ々じよに重くなりつつあった。近づけば近づくほど、気持ちも重くなっていく。

　家に行って、この間のことを謝って、昼間のことを聞いてみる。たったそれだけのことなのに、相手が国領になると途と端たんにハードルが高くなる。

　もしも、国領がまだ怒おこっていて、謝っても許してもらえなかったら。顔も合わせてくれなかったら。昼間の女性が浮うわ気き相手だったりしたら───考えないようにしていたはずなのに、悪いことばかりがどんどん浮うかんでくる。

　国領はそんな人間じゃないと否定する自分と、あいつだって一人の男だしと囁ささやく自分に翻ほん弄ろうされ、昼間の決意が萎しぼんでいく。

　やっぱり、今日は明かりがついてるのを見るだけで帰ろうかな……。

　まずはメールで様子を窺うかがってみたほうが無難かもしれない。

「意い気く地じなし……」

　どうして、俺はこんなに後ろ向きなんだろう。

　自らの情けなさにため息をつきながらトボトボと歩いていた俺は、驚おどろきの声を零こぼした。

「あれ？」

　見上げたマンションの一番上の左ひだり端はしの部屋は、予想外なことに真っ暗だった。

　この時間はいつもなら起きてるはずなのに、どうしたんだろう？

　もう寝ねてしまったのか、それともまだ帰っていないのか……。

　まさか、今夜は昼間の女性と一いつ緒しよに過ごしているわけじゃないだろうな!?

「さ、さすがにそれはないだろ……」

　笑いながら否定しようとしたけれど、頰ほおは引きつり声も震ふるえる。生活リズムも合わず話も弾はずまない自分に、早々に愛あい想そを尽つかした可能性がないとは云いきれない。

　……いや、もしそうだとしても、あいつが浮気なんて不誠実なことをするわけがない。本当に愛想を尽かしたとしたら、はっきりと俺に云ってくるはずだ。

　きっと、日ひ頃ごろの疲つかれが溜たまって早く寝ることにしたんだ。そうに決まってる。

　妙みような考えにならないよう、頭の中でそう繰くり返しながら帰宅した俺は、自分の部屋の前で待っていた国領に、再び我が目を疑った。

「こ…国領……？」　>>>♥

　都合よく幻まぼろしを見ているのだろうかと思い、何度も目を瞬しばたたいてみたけれど、ドアに寄りかかった長身が視界からいなくなることはなかった。

「早く中に入れろ。いい加減、寒い」

　呆然と立ち尽くす俺に、国領が不満を漏もらす。

「あ、悪い」

　慌あわてて部屋に招き入れ、暖だん房ぼうをつける。自分の部屋に入ってようやく、現実感が湧わいてきた。

　国領は何のために俺に会いにきたんだろう？

　この間の話の続きをするため？　それとも───。

「藍原？　何、突つっ立ってるんだ？　座っていいんだろ？」

「え？　あ、ああ、てきとうに座ってて」

　話をしたいと思っていたのだから、手間が省けてよかったと云えなくもないが、予想だにしなかった展開に動どう揺ようしてしまう。

　そのとき、ふと触ふれた国領の手の冷たさに驚いた。

「お前…何だよ、その手……！　いつからあそこにいたんだよ！」

「一時間くらい前かな」

「い…一時間!?　この寒い中を!?」

　握にぎってみた国領の手は氷のように冷たくなっており、血行の悪さから強こわ張ばってさえいる。いくら国領が丈じよう夫ぶな質たちだとはいえ、こんなに冷えきった状態は体に悪い。

「ちょっと待ってろ、いま風ふろ呂沸わかすから」

「別にいい」

　浴室に行こうとした俺を国領は引き止めてくる。遠えん慮りよしているのかもしれないけれど、いまはそんな場合じゃない。

「いいわけないだろ！　いくらお前でも風か邪ぜ引くって」

「いい。こうしてれば温まる」

　国領はそう云って、俺を後ろから抱だきしめてきた。

「……っ」

　回された腕うでの強さにドキリとしたのも束つかの間、頰に当たる髪かみの毛さえ冷たくて、心配が大きくなる。俺の手も温かいとは云えないけれど、少しでも体温が移ればと思い、国領の手に自分のそれを重ねた。

「───この間は悪かった。云いすぎた」

「え……？」

　耳元で告げられた言葉に目を瞠みはる。

「今日、駅にいただろ？」

「え…？　う、うん」

「俺を見て逃げたよな」

「そ…そういうわけじゃ……」

　昼間、声をかけられずに去ったところを見られていたらしい。逃げたわけではなく声をかけづらかっただけだと、ぼそぼそと云い訳してみたけれど、端はたから見たら似たようなものだろう。

「何か誤解してるかもしれないけど、一緒にいたのは会社の人だからな。彼女は本社の広報で、ＰＲ誌のインタビューを頼たのまれただけだから」

「広報……」

　種が明かされてしまえば、何てことはない。二人でカフェに入っていったのも、そこで話を聞くためだったのだろう。

「今回は俺も意地を張ってたんだ。仮だったとはいえ、前の男を庇かばうようなことをお前が云いうから嫉妬しつとした」

「……俺も悪かった。心配してくれてたのに、突っかかるようなこと云って……」

　後こう悔かいの滲にじむ声に、俺もすんなりと謝罪の言葉を口にすることができた。

　俺はいったい何に拘こだわっていたのだろう？　思っていることを初めから曝さらけ出していれば、すれ違ってケンカをする必要なんてなかったのに。

「藍原……」

「ずっと、謝りたかったんだ。でも、上手うまくタイミングが摑つかめなくて……だから、今日来てくれて嬉うれしかった」

「それは俺もだ。電話して、また出てもらえなかったらって思ったら、怖こわかったんだ」

「……ごめん……」

　以前、何日も電話に出ないという暴挙に出たことがある俺は国領の言葉に小さくなる。誰だって、あんなふうに避さけられたらトラウマになるだろう。

「本当に三神さんとはもう何もないから。お前が心配するなら、できるだけ二人きりにならないように気をつけるし、そういう誘さそいにも絶対に乗らないようにする。……俺には、お前だけいればいいから」

　謝罪の代わりに言葉を重ねて訴うつたえる。国領から見たら、俺は危なっかしく見えるのかもしれないけれど、後ろめたくなるようなことは絶対にしない。

　だから、信じて欲しいのだと。

「俺もお前だけでいい」

「うん」

　ようやく和解できてほっとする。無む償しように顔が見たくなった俺は、無理矢理首を捻ひねり、後ろを向こうとする。けれど、国領の表情を見る前に口づけられてしまった。

「……ん……」

　冷えた唇くちびるは徐じよ々じよに温かくなっていく。約二週間ぶりのキスは何だか照れくさかった。

　抱きしめられたままなのが気き恥はずかしくなって、国領の腕をさりげなく外す。コートを脱ぬぎながら、照れ隠かくしにわざとらしく問いかけた。

「やっぱ、風呂入れてくるよ。もう遅おそいし泊とまっていくだろ？」

「泊まっていっていいのか？」

「何遠慮して───あ……」

　云ってから、自分の言葉が深読みできてしまうことに気がついた。顔を赤くして動揺していると、国領にいきなり抱き上げられベッドに放ほうられる。

「おい！　何なんだいったい！」

「明日、会社に行かせてやれなかったらすまん」

「すまんって……お前、何考えて……っ」

　国領は着ていたダウンジャケットを脱ぎ捨て、ベッドに乗り上げてくる。俺は体を起こしてじりじりと後あと退じさったけれど、すぐに壁かべに追い詰つめられてしまう。

「んっ……ま、待てって、やっぱ風呂入ってから……っ」

　俺だって嫌いやなわけじゃないけれど、いくら冬とはいえ汗あせもかいてるし、久しぶりなのだからするならちゃんとしたい。

　だが、そんな俺の主張が聞き入れられることはなく、着ていたセーターを剝はぎ取られる。

「風呂なんていつでも入れるだろ」

「そうだけど……っ」

「あとで一いつ緒しよに入ってやるから、いまは我が慢まんしろ」

「一緒って……んっ」

　頰をなぞる指の冷たさに息を吞のむ。その指は顎あごを伝い、喉のどの凹おう凸とつを撫なでたあと、シャツのボタンを外しにかかった。

「つ…っ」

　はだけたシャツを捲まくられ、素す肌はだに手の平を押し当てられる。氷に撫でられているような感覚に、俺は身を竦すくませた。

「バカ、手ぇ冷た……あっ、ん……」

「だから、こうやって温めてもらってるんだろ」

「そんな……っん、んん……っ」

　唇を塞ふさがれ、反論を封ふうじられる。国領は時折、思い出したかのように強ごう引いんになるけれど、それは素直じゃない俺がもどかしいせいかもしれない。

　啄ついばむような口づけはやがて深くなり、どちらからともなく舌を絡からめ合う。キスの合間もささやかな抵てい抗こうなどなかったかのように、国領は俺の体をいやらしく撫で回した。

「んぅ…ん、ん……」

　国領の手なのに、いつもとは違ちがう温度のせいでヘンな感じがする。指はまだ冷たいはずなのに触さわられているうちに体が熱くなっていくのはどうしてだろう。

　汗ばんできた薄うすい胸を揉もむようにさすられ小さな尖とがりを抓つままれると、呼吸はどんどん乱れていき、頭の中がぼうっとしてきた。

「ん……っは、あ、も…そこ、痛い……んんっ」

「本当にここが弱いな、お前は」

「ぁんっ」

　胸の先が感じすぎて痛いた痒がゆい。もうそっとしておいて欲しいと身を捩よじると、指が外された。左右のそれは充じゆう血けつし、腫はれたようになっている。

　男なのにそんなところで感じてしまう自分が恥はずかしくて俯うつむいていると、赤く熟うれたそこに国領が唇を寄せるのが目に入った。

「やっ…あっ……あ、あっ……」

　指先で捏こねられて硬かたくなった胸の先をちゅっと音を立てて吸われ、ずんと腰こしの奥が重くなる。舌先で突つかれ、丸く撫でられると一層甘い声が上がった。

　感じすぎて収しゆう拾しゆうのつかない体がもどかしい。下手したら、そこだけでイッてしまいそうになり、慌あわてて国領の頭を引き剝がした。

「藍原？」

「も…やばい、から……」

　視線を逸そらしながら告げると、直ちよく截せつな問いが返ってきた。

「イキそう？」

「ばっ…云うな……っ」

　羞しゆう恥ちに涙なみだ目めになっていたら腕を取られ、国領の肩かたにかけられる。わけもわからぬまま摑まっていろという指示に従うと、腰を浮うかされ、ズボンを下着ごと太ふと腿もものあたりまでずり下ろされた。

「……っ!?」

　後ろ側からぬるりとした何かをべっとりと塗ぬりつけられる。微かすかに匂におってきた甘い香かおりに、常備するようになったローションだとわかった。

　窄すぼまりをぬるぬると擦こすられる感かん触しよくに、国領にしがみついていた腕うでに力が入る。

「ん……く、んん……っ」

　ぐっと押し込まれた指を、俺の体は一いつ瞬しゆんの抵抗のあと、すんなりと飲み込んでいった。節の太い長い指に中の粘ねん膜まくがねっとりと絡みつく。

　ゆっくりと抜ぬき差しを始められると、そこは小刻みに震ふるえ出した。

「あ……っ、ん、あっ……」

「やらしい体だな。もうこんなに蕩とろけてる」

「バカ……っ、んんっ、あ…あっ、あ……っ」

　滴したたり落ちるほどローションを足され、ひくつく内ない壁へきを搔かき回させると、断続的に喘あえぎ声が零こぼれる。二本、三本と指を増やされ、狭せまかった器官は押し広げられていく。

　体の中で起こる摩ま擦さつにぞくぞくと背筋が震えた。

「ひぁ…っ、あ、ぁあ…っ」

　蠢うごめく指に合わせて、くちゅくちゅと濡ぬれた音が立つ。後ろを弄いじられているだけなのに、一いつ切さい触ふれられていない自身が張り詰めてきていた。

　太腿のあたりに止まるズボンに擦れると、びくびくと体が跳はねてしまう。それが気持ちよくて、自ら腰を擦りつけるように動かした。

「も…っ、国領……も、いい、から……っ」

「欲しい？」

「んっ、はや…く……っ」

　鼻先を国領の首筋に擦りつけながらねだる。甘くわななく四し肢しを、いますぐどうにかして欲しい。

「じゃあ、自分でして。できるだろ？」

「なっ……」

「ほら」

　羞恥に躊躇ためらっている余よ裕ゆうはもうなかった。意地の悪い笑えみに唆そそのかされ、おずおずと行動を起こす。足に引っかかったままのズボンを脱ぎ捨てて国領の腰を跨またぐと、震える指でベルトを外し、緩ゆるめた部分から屹きつ立りつを引きずり出した。

　猛たける欲望は、俺の手の中で力強く脈打っている。こくりと喉を鳴らし、熱い切っ先を足の間に押し当てた。

「ん……っ」

　蕩けた入り口は硬い感触にひくりと震え、内うち腿ももが引きつる。強こわ張ばった太腿を撫で上げられたかと思うと、腰を摑つかまれて勢いよく引き下ろされた。

「ああぁ…っ！」

　深い場所まで一息に穿うがたれ、頭の中が真っ白になる。内壁を硬いもので擦り上げられた快感に、全身が小刻みに震えた。　>>>♥

　受け入れた欲望は溶とかされそうに熱く、酷ひどい圧あつ迫ぱく感かんに内臓が迫せり上がってくるかのようだ。

「藍原、少し緩めて」

「……っ、できな……っ」

　国領の昂たかぶりを隙す間きまなく締しめつけていることは自覚していたけれど、どうしたら緩めることができるのかわからなかった。

「じゃあ、自分で動いて。どこがいいか、わかるだろ？」

「ん……」

　小さく頷うなずき、腰を揺ゆする。微かな刺し激げきでも、繫つながり合ったそこは感じてしまう。振しん動どうが気持ちよくて、だんだん動きが大だい胆たんになっていく。

「あっ…ん、あ…ぁ……っ」

　快感が全身に広がっていくうちに、欲望を締めつけていた内壁が緩む。綻ほころんだことで中を搔き回す動きが大きくなった。

　夢中になっているうちに、鋭えい敏びんな場所を抉えぐられる。

「そこ、や……っ、も、ダメ、ぁん……っ」

　下からも突き上げられ、強すぎる快感に気が遠くなりかけた。荒あら々あらしい揺さぶりに、零れ落ちる声を我が慢まんできない。

　激しい律動に追い上げられる。最さい奥おうを一ひと際きわ強く穿たれた瞬しゆん間かん───。

「んぁっ、あっあっ、ぁああ…っ」

　俺は自身を震わせて白はく濁だくを吐はき出し、同時に飲み込んだ国領の欲望をキツく締めつけた。強きよう烈れつな快感の余よ韻いんに酔よう体の奥に、熱いものを感じる。

　指先までじんわりと痺しびれているようで気け怠だるい体をくたりと国領に委ゆだねると、優やさしく抱だきしめられた。

　浅い呼吸を繰くり返す背中を撫なでられながら、真面目まじめな顔で告げられる。

「体、温まっただろ？」

「……ばかっ」

　潤うるんだ瞳ひとみで睨にらみつけてみたけれど、何の効力もなかったようだ。国領は目を細めて柔やわらかく微笑ほほえみ、俺の頭を引き寄せてくる。

　恋れん愛あいはたくさん好きになったほうが負けという通説をしみじみと嚙かみしめながら、俺はそっと目ま蓋ぶたを下ろした。










「上がったぞ。お前も冷めないうちに早く入れ」

　風ふ呂ろから上がってきた国領は布ふ団とんの中に潜もぐり込んだままの俺の横に腰を下ろし、そっと肩を揺すってきた。

　ふわりと漂ただよう香りは自分の使っているシャンプーのはずなのに、何な故ぜかドキドキしてしまう。ヘンに緊きん張ちようしてしまうのは、国領が風呂上がりに上着を身に着けないでいる習慣だということを知っているからだ。

　自分と同じような体なわけだし、昔散々見たのだからいまさら照れなくてもいいと思うのだが、まだ正視することができない。

「おい、寝ねてるのか？」

「────」

　一いつ緒しよに風呂に入ろうという国領を一人で行けと、ベッドから蹴けり出したのは約三十分前のことだ。久々の行こう為いで火のついてしまった体は一度くらいで熱が治まるわけもなく、終わりにしようとするたびに国領にイタズラされて、何度もその気にさせられてしまった。

　昼食以降まともな食事を摂とっていなかったせいで、最後はもうへとへとで身み動じろぎすらしたくないと思うほどだった。

　一人で横になっているうちに理性が戻もどってきて、しばらく前の自分の痴ち態たいに煩はん悶もんしていたのはいつものこと。

　いっそ意識がなくなってしまって翌朝まで目覚めなければ、素知らぬ顔もできるのに数刻前の出来事では覚えていないふりもできない。

　色んなことを考えているうちに、どんな顔を国領に向ければいいかわからなくなってしまった。最終手段として眠ねむったふりをしていると、国領が耳元で囁ささやいてきた。

「起きないと、寝ね顔がおを写真に撮とるぞ」

「……っ！」

　告げられた言葉にギクリとし、反射的に目を開ける。

「やっぱり、寝たふりしてたのか」

「しゃ…写真って……」

　動どう揺ようを見せたら余計怪あやしまれるとわかっていても、顔が熱くなるのは止められない。

「俺が気づいてないと思ってたか？」

　俺が携けい帯たい電でん話わでこっそり寝顔を撮っていたことを国領は知っていたようだ。どちらかといえば隠かくし撮りした俺に非があるが、つい逆ギレしてしまう。

「何でそのときに云いわないんだよ……っ」

　がばりと起き上がって文句を云うと、淡たん々たんとした様子で返された。

「あんまり嬉うれしそうにしてるから、声をかけそびれたんだよ。それに俺も同じことしてるから、お互たがい様だしな」

「同じ…こと……？」

「見るか？　我ながらよく撮れてる」

　国領は床ゆかに落ちていたダウンジャケットのポケットから取り出した携帯電話を操作したあと、その画面を俺に向ける。

　そこには子供のような表情で気持ちよさそうに眠っている俺の寝顔が写し出されていた。頰ほおが微かすかに上気している上に、汗あせばんだ額に前まえ髪がみが貼はりついている。首筋や鎖さ骨こつの上に残された赤い跡あとも妙みように生々しい。

　眠っているというよりも、気を失っているのだろう。強すぎる快感に体がついていかず、意識を手放したことが何度かある。きっと、そのとき写真に収められたに違ちがいない。

「他にも───、……っ、何するんだ、危ないだろう」

　国領は俺が投げつけた枕まくらを悠ゆう々ゆうと受け止め、軽く投げ返してくる。

「何でそんな下まで写してんだよ！」

　剝むき出しの肩かたまで入るアングルで、誰が見たって何も着ていないのだとわかる。下手をすれば、行為のあとだということさえ……。

「心配するな、普ふ段だんはロックをかけてあるから俺以外は見られない」

「お前も見るな…っ」

　そんな無防備な姿を見られているだけで恥はずかしいのに、写真に撮られて持ち歩かれているかと思うと、目眩めまいがしてくる。

「藍原も俺の写真持ってるんだろ」

「俺のはそんなやらしい写真じゃない！」

　朝、目を覚ます前の寝顔だ。端はたから見れば大差はないかもしれないが、俺にとってみたら一大事だ。

「やらしい顔してる自覚はあるんだ？」

「ばっ…バカ云え！」

　意地の悪い問いかけに、さっき投げ返された枕をもう一度勢いよく投げつける。

「おっと。だから、危ないって云ってるだろう」

　軽々と受け止められたことが悔くやしくて、こっそり隠し持っていた小さな金属もぶつけてやった。それは国領の引きしまった腹部に当たり、絨じゆう毯たんの上に転がった。

「いて、おい、いま何投げた」

「知るか！」

　俺はさっき国領に出させておいたパジャマを身に着け、浴室へと向かう。国領の横をすり抜ぬけようとしたとき、腕うでを摑つかまれて引き止められた。

「……これは俺がもらっていいのか？」

「か、勝手にすればいいだろ」

　国領が拾い上げた金属片へんは一本の鍵かぎだった。この部屋の鍵の予備として、サイドボードの引き出しの奥にしまってあったものだ。

　前々から合い鍵を渡わたそうとは思っていた。だけど、こういうものは人によっては重く感じることもある。どんなタイミングで渡すべきか、それとも渡さないでいたほうがいいかと悩なやんでいた。

　渡す決心をしたのは、国領が部屋の前で凍こごえているのを見たせいだ。あんなとこで待たせて風か邪ぜを引かせるわけにはいかない。

　とはいえ、俺の性格上、簡単に事は運ばない。

　本当はもっとちゃんと渡したかったのだが、色々とシミュレーションしているうちに恥ずかしくなってしまい、行動を起こすきっかけが摑めなくなってしまって、結局八つ当たりの延長のようになってしまった。

　けれど、国領は俺の態度で気分を害することもなく、真顔で質問してくる。

「もちろん、使っていいんだよな？」

「……人んちの前で待ってられると困るってだけだよ。放せよ、風呂が冷めるだろ」

　気恥ずかしさをごまかそうと、わざと乱暴に国領の手を振ふり解ほどく。そそくさと脱だつ衣い所じよに逃にげ込もうとすると、あろうことか国領が追いかけてきた。

「藍原」

「だから、放せって……！」

　背中から抱だきしめてくるのは、国領の癖くせなのだろうか？　それとも、俺が背中を向けてばかりいるせいか。

「大事にする」

「あ…当たり前だろ、部屋の鍵なんだから……」

「バカ、お前のことだ」

「……っ」

　甘い囁きに憎にくまれ口を返すこともできない。

　ただ黙だまることしかできない俺を、国領はさらに強く抱きしめてきた。







　あとがき







　はじめましてこんにちは、藤崎都です。

　今冬は温かい日が多く比ひ較かく的てき過ごしやすい日が続いておりますが、いかがお過ごしでしょうか？　寒暖の差も大きいので体調を崩くずしやすいかと思いますが、皆みな様さまお体ご自愛下さいね。




　今回は前作『駅員さんと恋をしよう』とキャラクターは変わっているのですが、同じ路線の同じ駅が舞ぶ台たいのお話になりました。原げん稿こうを書いている間、駅に行くことがあるとついつい駅員さんや車しや掌しようさんの仕事ぶりを目で追ってしまって、怪あやしい人になっていました（苦笑）。

　でも、やっぱり制服はいいですよね！　白い手て袋ぶくろをしてきびきびと働く姿は思わず見惚みとれてしまいます。そんなカッコよさが作中で上手うまく描えがけているかはわかりませんが、少しでも楽しんでいただけると嬉うれしいです。

　前作に引き続きこうじま奈月先生にイラストを描いていただきました。今回の大人っぽい雰ふん囲い気きの表紙がとても素す敵てきで、作中のイラストを拝見するのがとても楽しみです。素敵なイラストをありがとうございました！

　さて、個人的なお知らせになりますが、ドラマＣＤを（株）ムービックさんより色々と出していただいております。興味をお持ちの方は、全国の書店やＣＤショップやアニメイトさんなどで探してみて下さいね。今後発売になる予定になっているのは次の二作品です。




　二〇〇七年四月二十七日『純愛エゴイスト２』

　　キャスト　中條（上條）弘樹＝伊藤健太郎さん　　風間（草間）野分＝神奈延年さん

　　　　　　　藤堂秋彦＝花田光さん

　二〇〇七年初夏『愛欲トラップ』

　　キャスト　黒川彬＝岸尾大輔さん　　その他未定




　最後になりましたが、この本をお手に取って下さり、ここまでおつき合いいただきまして本当にありがとうございました!!　お手紙やバレンタインチョコを送って下さった方にもお礼申し上げます。今後も精しよう進じんしますので、どうぞよろしくお願いします。

　それでは、またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♥




　　二〇〇七年二月


藤崎　都　　
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車しや掌しようさんと恋こいがしたい
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